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１ 四年ぶりの片想い








　ブーケトスが始まる。美しく着飾った友人たちが席を立った。

　新緑が西日に鮮やかなチャペルのテラスで、ウェディングドレス姿の新婦と友人たちを眺める千ち沙さ都との脳裏を過去の苦い経験がよぎった。

　あれは今日のような穏やかな日。

　婚約までした元彼に、長らく浮気をされていたことを知った。

　相手も多忙な人だったので、仕事を理由に約束を立て続けに断られても、先々のデートの予定が立たなくても、千沙都はまったく疑わなかった。未来に確証はないが、最終的に彼と幸せになれるならとすべてを信じ、許し、認めていた。

　それなのに、実際は浮気をされたうえ、その相手と結婚をすると打ち明けられ、あっけなく終わった。──千沙都はひとりでもやっていけそうだし、仕事のほうが大切で俺のことは二の次なんだろう──そんな身勝手な言い分を残して彼は去っていったが、お互い仕事も恋も大切に、全力で向き合っていると信じ切っていただけに、終わった恋は致命傷のように残ったままだ。

　以来、千沙都はのめり込むように仕事に全身全霊で向き合ってきた。仕事さえしていれば、余計なことを考えずに済む。

　ところが、過去の失恋は厄介で、こういう日に限って思い出してしまう。

　それもこれも、しばらく恋をしていないせいだろう。夢中になれる人がいれば、たとえそれが片想いであっても心の隙間はすぐに埋まりそうなものなのに、なかなか踏み出せずにいる。

（拗らせてるなぁ……。もう四年も経つのに）

　四年の間に仕事は波に乗り、役職もついた。キャリアを積んだぶん、恋愛は始め方すら忘れたかもしれない。どうやって人を好きになるのか、どんな時に心がときめくのか。なにもかも自分とは縁遠い気がしている。

　千沙都はふぅっと息を吐いて、気分転換するようにグラスのシャンパンを含む。

「ねえねえ、千沙都。ブーケトス一緒に行こうよ」

「私はいいや。楽しんできて」

　一緒に出席した友人が誘ってくれたが断った。向こうで集まっている友人たちに手を振ると、同じように返してくれる。

（みんなに気を使わせて申し訳ないけど）

　友人の晴れの日は嬉しいが、ブーケトスに参加するのは気が咎める。あれは結婚願望のある女性のものだと思うのだ。

　それとなく新郎側の出席者に目を向けてみる。

　ブーケトスに集まった女性陣を眺める人や、真剣な面持ちで話し込む人たち。新郎の家族と交流する人もいる。明らかに年上で貫禄のある男性の輪は、新郎の職場の関係者だろうか。これまで出席した披露宴とさほど変わりはない光景だが、記念に披露宴の様子をスマートフォンで動画に残す。

　すると、周りの人と談笑しているひとりの男性に目が留まった。

　あわてて手元の席次表を開く。相手側の出席者によく知る名前があった。

《新郎友人　久く我が　葉よう真ま様》

　世の中狭いな、と心の中でごちて、もう一度スマートフォンの画面に目を向ける。

　休日に仕事関係者とは会いたくなかったが、久我は取引先の人だし、ちょうどプロジェクトで関わっているところだ。タイミングを見計らってこちらから挨拶しておこうと思う。

「見て、ブーケ取った！」

　ブーケトスが終わり、満面の笑みを浮かべて友人が戻ってきた。淡いピンクが印象的なブーケは幸せの象徴のように見える。

「次は私が結婚できるといいなぁ。式には千沙都も来てね」

「もちろん」

　そう言いつつも、友人の嬉しそうな横顔に、胸の奥の古傷がチクッと疼いた。

　恋をしている人の幸せそうな横顔は羨ましい。自分もあの頃はそうだったのだろうか。仕事漬けの今は、どんなふうに見られているのだろう。

（久我さんには、どう思われてるのかな）

　ふとそんなことを思い、今一度、新郎側の席を振り返る。

　日頃関わりがあるとはいえ、取引先同士だ。それも華やかな容姿を持つ年下の男性が、自分に興味を持つはずがないことくらいわかっている。談笑する久我の横顔に見入ってしまいそうになって、再び正面に向きなおった。

　披露宴は滞りなく進み、お開きとなった。新郎新婦を見送った出席者の退場の列がどんどん長くなっていく。

　千沙都はそれとなく久我の後ろを確保した。彼は友人と思われる男性たちと話し込んでいて、こちらに気づく様子もない。

「あの、お話し中にすみません」

　そっと声をかけてみる。何度も顔を合わせている相手だというのに、プライベートとなると妙に緊張してしまって、わずかに声が上ずった。

「はい」

「いつもお世話になっております」

「……どこかでお会いしましたっけ？」

　久我がきょとんとして記憶を巡らせているが、角のない柔らかな声色に千沙都は確信を得た。パーティーバッグに忍ばせておいた名刺入れから一枚取り出して丁重に手渡す。

　すると、不思議そうにしながらも受け取った久我の顔色がみるみる変わっていく。

「え？　月つき島しまさん？　……ん？　あ、月島さん！」

　自問自答を言葉にしながら、名刺と千沙都の顔を交互に見ては、ようやく合点がいったらしい。パッと表情が晴れ、人のよさそうな笑顔を見せた。

　千沙都も改めて目礼し、うっすら漂う気まずさに耐える。

　普段の千沙都は基本的にスーツスタイルで、黒髪のロングヘアをなびかせ、メイクはシックにまとめている。凛とした隙のない印象を決定づける眼鏡姿も、八センチのピンヒールも彼女のトレードマークだ。

　ところが、今日は大人のかわいらしさを前面に出した装いなので、まったくの別人といっても差し支えない。

　花びらのようなレースが上品な黒とゴールドベージュのワンピース、小ぶりなパーティーバッグと華奢なパンプスは、百五十五センチの小柄な千沙都を可憐に仕立てている。披露宴の華やかさに合わせたメイクも、血色感のあるピンクベージュでまとめてきた。

　服装もメイクも平日とはずいぶん印象が異なるので、久我に驚かれるのは想定内だった。しかし、庇護欲を掻き立てる雰囲気だけは、千沙都も無自覚である。

　久我にまじまじと見つめられて、思わず視線を落とす。

「……あの、念のためですけど、本当に月島さんですか？」

　やはり日頃とのギャップがありすぎるのか、名刺を渡してもなお、久我が念を押してくる。

「はい。一昨日はご来社いただきまして、ありがとうございました」

「失礼しました。こちらこそ、先日は打ち合わせの貴重なお時間をありがとうございました」

　ようやく打ち解けたところで、彼が渡した名刺をジャケットの内ポケットにしまう。

「まさか久我さんがいらっしゃるとは思いもせず」

「僕も驚きました」

「ちなみに先ほどお話されていたのはご友人ですか？」

「ええ、学生時代の仲間なんです。月島さんは？」

「私も友人と一緒に」

　すると、離れたところで輪になっている彼の友人と目があったので、口角を上げて丁寧に目礼を返す。

　久我の起業仲間がいたら挨拶をしようと思ったが、知っている顔はない。どうやらその必要はなさそうだ。

「月島さんも二次会行きますか？」

「ええ、そのつもりでいます」

「では、また後程ゆっくり話しましょうか」

「そうですね」

　早々に彼が話を切り、仲間の元へと戻っていく。

（とりあえずこれでひと安心。やっぱり挨拶しておいて正解だったな）

　胸を撫でおろし、千沙都も友人の輪に戻った。

「知り合い？」

「うん。仕事関係の人」

　訊かれたので答えると、友人は興味深そうに久我を眺めている。

「素敵な人だね。千沙都にはああいう人がいいのかも」

「え？　そんなこと考えたこともなかった」

　笑ってごまかすが、そう言われると余計に意識してしまう。

　実は、以前から久我のことが気になっていた。しかし、過去の苦い経験のせいで踏み出すまでに至らないのが現実だ。今の関係から発展させられるとは思ってもいない。

　それなのに、晴れの日に友人にそんなことを言われたせいか、プライベートの久我を見たからなのか、いつもよりも気になってしまう。

（久我さんに恋をするなんてハードル高すぎ。社内の女子人気は高いし、年下だし、ちょっと軟派そうで遊び慣れてそうな気もするし。本気になったところで痛い目を見るのがオチよ。仕事に影響が出るような恋愛なんてリスクしかないもの。今は仕事が恋人で正解）

　千沙都が大手化粧品メーカーに勤務して、今年で十年目。早くに昇進を叶え、三十二歳の現在は営業部の部長職に就いている。落ち着きがあって媚びない人柄は、上司はもとより、後輩や部下からも慕われており、寝ても覚めても仕事中心の日々だ。いかに利益を生むか、同僚や部下が有意義に働けるか、そして今後の自分のキャリアについて悩み考えることが多くとも、得られる達成感に勝るものはない。これからのキャリアも、ある程度自信を持てるくらいには実績を積み重ねてきたつもりだ。だからこそ、恋愛で一喜一憂する暇はない。

　だが、本音を言えば、しばらく遠ざかっている恋愛に向き合えたら、より充実した時間が増えるのだろうとも思う。

（いい加減、過去のことなんて忘れて、次の恋ができたらいいんだろうなぁ）

　誰かのウェディングベルにチャペルを振り返り、千沙都は今日何度目かのため息を密かにこぼした。




　二次会の会場は、併設ホテルのレストランだ。入り口にはウェルカムボードが置かれ、貸切の札が出ている。アルファベット型のバルーンで作られた新郎新婦の名前、今日の日付、ＨＡＰＰＹ　ＷＥＤＤＩＮＧの文字で飾られた壁はとてもカラフルだ。反対側の壁を利用して、先ほど終えたばかりの挙式と披露宴の様子が映し出されている。

「月島さん」

　声をかけられて振り向く。シャンパングラスを二脚持った久我だった。

「よかったら一緒にどうですか？　少し話しましょう」

　彼の誘いを受けてもいいか、一緒に来た友人に訊こうとしたら、すでにほかの男性と話し始めていた。

「はい。席はどうしましょうか……」

　千沙都がグラスを受け取ると、久我が窓際のカウンター席に促した。彼は千沙都の右側に座る。

　なんとなく視線を感じて周りに目を配ると、久我に熱い視線が向けられていた。披露宴の二次会は出会いの場だし、彼ほどの美男子はなかなかいないのだから、それも当然と思う。

「周りは気にせず、ゆっくり話しましょう」

「でも、ご友人はいいんですか？」

「もう十分話しましたから。今は、月島さんと話したいです」

　彼がグラスを合わせてきたので、千沙都も乾杯に応じた。

　久我葉真はＷＥＢに特化した広告代理店を経営する、二十七歳の若手起業家だ。創業から四年ではあるが、業績は右肩上がりで注目されている。最近では経済誌に掲載されたり、大学での講演依頼があったりと、多忙な日々を送っているようだ。

　大胆に辣腕を振るう彼は、自信にあふれていて信頼感がある。代表取締役社長であっても、クライアントの元へ自ら足を運んで現場の温度感を大切にし、担当する案件が無事に終了するまで責任をもってやり遂げる姿勢や、話の端々からも感じられる人柄のよさが、結果的に仕事の獲得にも繋がっているのだろう。

　さらに天は二物を与えずとはいうが、彼はハーフのような透明感のある顔立ちと、百八十五センチの長身、祝席向けのやや派手なスーツもさらっと着こなすスタイルまで兼ね備え、魅力にあふれている。色素の薄い瞳は、まともに見つめられると吸い込まれてしまいそうだ。千沙都も打ち合わせ中に何度かドキッとさせられたことがある。

　私生活については、お互いにこれまで話したことはほとんどない。だが、ＳＮＳに投稿されているのは、彼の職業柄なのか華やかな女性モデルや若手の俳優と撮影されたものが多い。仕事関連のイベントで撮影したと文言が添えられていても、千沙都の目にはどうしても彼の華やかさが軟派な印象に映っていた。それに、彼ほどの男性なら相手に困らないだろうとも思う。

「それにしても世間って狭いですね。まさかここで月島さんに会うとは」

「私の台詞ですよ。久我さんと二次会で乾杯するなんて、思いもしませんでしたから」

「ですね。あ、仕事の話はしないでおきましょう。周りに誰がいるかわかりません」

「そうですね。リスク管理は徹底しましょう」

　と話しながら、千沙都は久我を横目で一瞥した。

（今日の久我さんは、魅力が強烈すぎるな……）

　仕事で会う彼は、ジャケットを羽織る程度のカジュアルな格好が多いからか、こうしてドレスアップした姿は二次元の王子様キャラのようだ。このまま企業広告に出せるクオリティの高さに、千沙都はシャンパングラスを傾けて、高鳴る鼓動を落ち着かせる。

「先ほどは唐突にお声掛けしてすみませんでした。困らせるつもりはなかったのですが、ご挨拶することばかり考えておりまして……」

　千沙都が申し訳なさそうにすると、ふっと久我が微笑んだような気がして、視線を向けてみる。

「たしかに一瞬別人かと思いましたけど、今日も一段と可愛らしくて素敵ですよ」

「どうぞお気遣いなく……」

　可愛いなんて、この数年言われたこともない。免疫ゼロの千沙都の胸に容易に刺さってしまった。言葉ひとつで、ますます意識させられている場合ではないのだが、社交辞令とわかっていてもうまく交わせない。恋愛下手に拍車がかかって空回りだ。

「本音ですよ。打ち合わせでお会いする時は、いつも凛としていて高嶺の花だと思ってましたけど。でも、プライベートの月島さんはなんだか放っておけない感じがします」

「そんなことないですよ」

　ついつい謙遜するも、普段の姿と似ても似つかない自覚はある。ただ、久我にとって魅力的な相手ではないことも、自分が一番よくわかっているつもりだ。

　緊張をごまかすために、再びシャンパンをひと口含む。スマートフォンを操作している彼の横顔を密かに見つめていたら目が合いそうになったので、窓の向こうの街並みに視線を逃がした。

「そんなに見つめられるとドキドキしちゃうんですけど」

「っ！」

　気づかれていないと思っていたのに、久我が不敵な笑みを浮かべている。意図的に細められた瞳に撃ち抜かれた胸が痛い。

「すみません。とくに理由があったわけではないんです」

「理由もなく眺めていたんですか？」

　彼は愉しそうに話すが、単純に見惚れていたとも言えず、千沙都は目を泳がせる。

「……今夜は月島さんのことをいろいろ訊かせてください。もちろん、俺のことも話します」

　仕事を離れた久我の人となりには興味がある。だが、急に距離を詰められている気がして、千沙都は緊張を隠せない。

　彼は通りかかったスタッフにチーズの盛り合わせとワインを注文している。

「ところで単刀直入に訊きますけど、月島さんはお付き合いされている方はいますか？」

「っ、いません……けど」

「俺も恋人はいないので、気兼ねなく飲んで話して楽しく過ごせそうですね」

　唐突な問いかけに動揺する千沙都を横に、久我はスタッフから注文したものを受け取り、ワインを味わっている。

　恋人の有無を確認されるなんて、プライベートには踏み込まないのが社会人としての暗黙のルールのはずだが、休日だとそれも許されるのだろうか。

（あくまでも仕事に差し障りのないようにしないと……）

　つい、正直に返事をしてしまったが、お互いに知らないほうがいいこともあるだろう。

　考えを巡らせている間にも、隣に座る久我はグラスをすっかり空けてしまった。

「久我さんって、お酒強いんですか？」

「人並みだと思いますよ。披露宴では友人と話すのに夢中であまり飲めなかったんです。月島さんはお酒好きですか？」

「好きですけど、そこまで強くないと思います。久我さんは酔っても変わらなそうな気がする」

「うーん、どうだろう。たしかに顔には出ないかな」

　すると、久我がこちらをじっと見つめてくる。

「月島さんは、酔ったらますますかわいくなりそう。変な男に絡まれないように、人一倍気をつけないといけないタイプ」

「えぇ!?　そんなこと思ったことも言われたこともないですよ。ナンパもされないし、絡まれたこともありません」

「それって、日頃の月島部長として、飲みの席のいる時の話ですよね？」

「プライベートはあまり飲み歩かないので」

「じゃあ、今日一緒に飲んでる俺はラッキーだ」

　透明度の高い微笑みに心が乱される。香り立つ色気と、嫌味のない男らしさ、心を見透かすような瞳。アルコールのせいでより魅了されそうだ。

（私は披露宴から飲んでるし、ちょっとセーブしないと）

　このところ多忙でお酒を飲む機会も少なく、休日に飲むのも基本はノンアルコール。そのせいか、久々のシャンパンやワインは美味しくて、ついつい進んでしまう。それに、久我とは酒席で顔を合わせたことはなかったので、微妙な会話の間の逃げ場をグラスの中に求めた。

　いつの間にか二次会が盛り上がり、ビンゴゲームが始まった。配布されたビンゴカードの真ん中、ＦＲＥＥに穴をあける。一等はペア旅行券、二等はホテルの宿泊招待券、三等は美容家電、参加賞も用意されていると司会者が紹介した。どんどん番号を発表するので、ビンゴしたら前に来るようにと話している。

「こういうの、当たったことあります？」

　上体ごと振り向いて彼に訊くと、頷きが返された。ついでに座っている椅子を千沙都に寄せ、話しやすいようにしてくれる。

「ありますよ。お、早速」

　今までくじ引きや抽選の類で当たった試しがない。それとなく訊いてみたが、即答した久我は早くも三番の穴をあけている。

「月島さんはハズレくじが多かったんですか？」

「お察しの通りです」

「ま、当たったところで望みのものが手に入るわけでもないですけどね」

　そう言って、彼はまたしても二十七番をあける。

「今まで当たった中で、一番いい景品はなんでしたか？」

「ハワイ旅行の往復チケット」

「結構すごいの当ててるじゃないですか」

「でもペアチケットだったから、相手がいなくて、渋々男二人旅でしたよ」

「それはそれでいい思い出ができたんじゃないですか？」

　こちらを一瞥した久我が苦笑いを浮かべた。

「まあ、そうなんですけどね……。ハワイに行くならやっぱり恋人と行きたいものなんですよ。……あ、そうだ。もしこのビンゴの景品で旅行券が当たったら、月島さん一緒に行きましょうよ」

「え？」

　にっこりと微笑まれても困る。恋人と行きたいと言ったばかりなのに、どういう風の吹き回しなのだろうか。一瞬ドキッとしてしまったが、どうせ冗談だろう。

「お、また当たった。……どうします？　俺、割と本気で誘ってますけど」

「えっ、本気？」

　話のノリだろうと流していたが、本気と言われたら答えを探してしまう。

　久我と旅行なんて考えたこともなかったし、丁重な断り文句を選ばなくては。

「じゃあ三択にしましょう」

　ふと思いついたように久我が言う。

「三択？」

「一、もし旅行券が当たったら俺と旅行に行く。二、宿泊招待券か美容家電が当たったら、今夜は朝まで俺と過ごす。三、参加賞かビンゴしなかった場合、俺が月島さんの言うことを聞く」

「なんだか狡くないですか？　三分の二は久我さんの思い通りじゃないですか」

「三番目の選択肢になる可能性が高いですからね。あ、五十番。……月島さんもここ」

　前触れなく距離を詰めてきた久我が、千沙都のカードを指さした。慣れない距離感は鼓動が反応してうるさい。

「どうですか？　話に乗ってくれます？」

「いいですよ」

　当たる確率よりも、当たらない確率のほうが高い。そうなれば、披露宴で偶然居合わせたことも職場で口外しないでもらえるのだ。乗らない手はない。

　司会者が次々に番号を選ぶ中、一等を当てた人が出た。

「あ～、先を越されたか。月島さんとリベンジハワイしたかったのにな」

　残念そうにする久我を見遣る。

　一等の当選者が商品の受け渡しと記念撮影をしている間も、次の番号の発表を待つ彼の横顔は真剣そのものだ。たかがビンゴゲームにこんなに本気になる人を見たことがない。

（久我さんも私もきっと当たらないわ）

　千沙都は思わず頬を緩め、彼に倣って次の番号の発表を待つ。

「十七番！　十七番でビンゴの人いたら前に来てくださいねー」

　司会者が発表した番号をカードに探す。

「あ、あった！」

「月島さんあった？」

「ありました！　嬉しい！」

　千沙都が右下に穴をあける。これでようやく二つ。あと二つ揃えば、人生初のビンゴだ。嬉々として彼に振り返ると、一列に穴を揃えたカードをかざす彼と目が合った。

「ビンゴ」

「っ」

　耳元で甘く囁かれて、迂闊にもときめきに似た感覚を覚えた胸元を押さえる。

（いや、恋じゃないから。たしかに久我さんのことは前から気になってはいたけど、素敵だと思ってるくらいだし、片想いしたって無謀な相手だし、そもそも取引先の社長だし、今日だって偶然一緒に飲んでるだけ）

　当選した久我が前方へ向かう背中を見つめながら、千沙都は慌てて鼓動が高鳴る理由を否定し、勝手に赤くなっていく頬を手で扇いだ。

（顔が熱いのもお酒のせいよ。別に一緒にお酒を飲んで過ごすくらい、よくあることだもの。最近そこまで深酒してないけど）

　変わった話ではないと言い聞かせる。相手が久我である以外は。

　記念撮影を終えた彼は、途中で友人とじゃれるように話し、千沙都の元へ戻ってきた。

「ここの宿泊券当たりました」

「……すごいですね、二等」

　当たるわけがないと高を括った数分前の自分を戒めたい。今夜彼と過ごさなくてはならなくなってしまった。

「ちなみに閉宴予定は、あと二時間くらいらしいです」

「結構長いですね」

　それとなく友人から聞き出したのだろう、席に戻った久我も腕時計を見る。まだ十八時を過ぎたあたりだが、祝宴は昼過ぎから続いているので長丁場だ。

（最後まで付き合うかと言われたら、先に帰りたいかも）

　腕時計を袖で隠すと、久我が残りの白ワインを飲み干していた。

「月島さん、最後まで残りますか？」

「いえ、どこかで帰るつもりではいます」

「じゃあ、先に出ましょう」

「……そうですね」

　久我に連れられ、レストランを後にする。同じように帰宅の途に就こうとする人もいて浮くことはなかったが、彼と揃って出るのはそれなりに気を使った。女性陣のなかには彼を狙っているであろう人も見受けられたからだ。しかし、その視線に気づいているはずの久我は気にする素振りもなかった。

「このまま帰るのも惜しいので、飲み直しましょう。約束通りつきあってくれますよね？」

「ええ」

　断り文句が浮かばなかった。それに、彼ともう少し話して、久我葉真という男性を知りたい。仕事の話はしないと言ったが、砕けた雰囲気で話せたらと常々思っていたのだ。こんな時でさえ、仕事が頭から離れない自分に呆れつつ、千沙都は彼の背中についていく。

　ロビーの先にひっそりと灯る小さな看板がある。Ｂａｒ一いち会えという店で、ホテル内にあるのにまるで隠れ家のようだ。白壁の階段を下りていくと、出迎えた店員に好きな席へと案内された。カウンター席を選んだ久我はハイスツールを引いて、千沙都に手を差し出した。

「ありがとうございます」

　彼のエスコートで腰掛けると、バーテンダーがおしぼりとメニューを置いた。

　椅子に座るだけなのに久我のスマートな一面を知って、また少し胸の奥がざわめいた。こんな簡単に反応するはずはないのだが、しばらく恋愛から遠ざかっている影響を自覚せざるを得ない。

「こんな素敵なお店があるなんて知りませんでした」

「俺も、取引先の人に連れてきてもらって知ったんです。静かで落ち着いていて、緊張しないでお酒を楽しめるいいお店だから、機会があれば月島さんと来たいなぁと思ってたんですよ」

　品のいい微笑みに、隠し続けている彼への興味が加速する。

　なんて美しい男性なのだろう。店内のアンバー色の照明が、より彼の魅力を引き立てている。

　千沙都は口角を意識的に持ち上げて微笑みを作った。だが、心の中では余裕のない自分が右往左往している。

（そういうことをさらっと言うあたり軽薄なのよね。でも、もし本当にそう思ってくれていたとしたら……。社交辞令でも嬉しい）

「最初はビールにしようかな。月島さんはどうします？」

「私もビールにします」

　久我がビールとピクルスを注文した。マスターに日替わりのフルーツメニューを訊いている。

「本日のフルーツは産地厳選の苺です。とても甘いものを仕入れましたので、お酒にもよく合うと思います。自家製柑橘ジャムとマスカルポーネチーズとクラッカーも添えてお出しします」

「月島さん、苺は好き？」

「はい、大好きです」

「では、それをお願いします」

　隠れ家のようにひっそりと佇んでいる店だからか、それとも週末だからなのか、ふたり以外には三組ほどしか客がいない。いずれもガラスで仕切られた喫煙席にいる。今日の友人の披露宴に同席した者もいないようだ。多くはまだ残って二次会を楽しんでいるのかもしれない。

　ほどなくして、きめ細かく真っ白な泡を乗せたビールがコースターに置かれた。

「改めて乾杯」

「乾杯。あ、それからいつも大変お世話になっております」

「こちらこそ、今後とも何卒よろしくお願いいたします」

　揃って、のど越しのいいビールを味わう。千沙都がふぅっと息をついてビールの美味しさに浸ると、彼も同じように息をついて、唇の端についた泡を舌先で舐めとった。

「いい式でしたね」

「そうですね。衣装も素敵でした。ここのチャペルは人気で予約がすぐに埋まるんですよ。だから、招待状をもらった時に、よく大安の日で予約取れたねって友達と話してて」

「へぇ、やっぱり女性はそういうことにもアンテナが高いんですね。まぁ、でも星付きホテルだし、スタッフの気配りもいいし、料理も美味しかったし、満足度が高いんでしょうね。人気なのは頷けます」

　彼から話を切り出してくれて助かった。バーカウンターに並ぶボトルや絵画を眺めながら、ふたりは視線を交わすことなく話す。

「久我さんは結婚式とかホテルとか、そういうプロモーションもしてますか？」

　久我の会社が扱う広告は多岐にわたる。千沙都の勤務先である化粧品関連から、アパレル、食品、旅行業界など、インターネットやＳＮＳを利用している人なら必ず目にしたことがあるはずだ。どれもセンスがよく、料金も大手ほどべらぼうに高いわけでもない。いわゆるコスパがいいというやつだ。最初は採算が取れているのか気になったが、これだけ各社からオファーが絶えない企業なので心配ないのだろう。つい先日も広告関連企業のコンテストで見事グランプリを獲得していたほどだ。

　すると、久我が口元に手を当てて、わずかにこちらに身を寄せた。

「実は、まだ表向きにはなっていないんですけど、ここのホテルも来年からうちが任されることになってまして」

「そうでしたか。それは失礼しました」

　声を潜め、お互いに肩を竦める。やはり仕事の話は厳禁だ。

「すみません。ついお仕事の話をしてしまって」

「構いませんよ。でも、せっかくですから、普段ならできない話をしましょう」

「そうですね」

　と言っても、なにを話せばいいのかわからない。それとなく久我を横目で見ると、ピクルスの人参をつまんでいた。千沙都もセロリに手を伸ばす。

「あ、美味しい」

「美味しいですよね。俺、酸味が苦手であまり食べないんですけど、ここに来ると必ず頼むことにしてて」

　目尻を下げて微笑む久我に、思わず息をのむ。すると彼はそのままじっと見つめてくるではないか。

「月島さん、フリーになってどれくらいですか」

「……四年、くらいです」

　あまり言いたくはなかったが、直球を投げ込まれてしまったので避けられず、ぽつりと答える。久我はとくに何も返さない。

「すみません、いい歳して相手もいないなんてお恥ずかしい……」

　空気に耐えきれず、消え入りそうな声で取り繕う。謝る必要はないとわかっているのだが、口を衝いて出たのがそれだった。うつむき加減で苦笑いを浮かべる。

　結婚適齢期なんて古い感覚とわかっていながらも、つい謙遜してしまうのは、散々傷ついた心を自衛する癖がついているから。過去の恋はあまり思い出したくないのだ。ただでさえ、今日は友人の挙式だった。あの時、裏切られずに婚約も守られていたら……。

「月島さんは今のままで十分素敵です」

「……！」

　久我の反応は思いがけないものだった。困らせたかもしれないと思っていただけに、傷ついた心から染み出した涙で潤んでくる。

「月島さんは格好いいですよ。四年も周りの男が放っておくなんて信じられないな」

「そんなことないです。仕事ばかりで色気のない生活をしてきたんですから」

「仕事に真面目な女性っていいと思いますけどね。ついでに訊きますけど、ちょっとくらい惹かれる相手もいなかったんですか？」

　訊かれると返答に困る。わずかでも心に留めたことのある相手こそ、久我なのだから。いくら少し飲みすぎた夜でも、本人に打ち明けようとは思わない。それで仕事に影響が出るのは見えている。

「いないわけではなかったですけど」

「その人と関係が発展することはなかったんですね」

「ええ。これからもないと思います」

　なんとか回避できたようで胸をなでおろす。詳しく相手について訊かれても、今度こそ答えられなかっただろう。

　話しながら飲み進めていたグラスビールが空いた。せっかくバーに来たので、本格的なカクテルを楽しもうとメニューを開く。お酒に疎い人にもわかるよう、アルコール度数がカクテルグラスのイラストの数で分類されている。さらに使用しているリキュールとその特徴、カクテル名の由来や味わいなども記されていた。

　久我が注文したカンパリ・マティーニをさっそく作りはじめるバーテンダーの所作に見入っていると、久我がメニューを指した。

「ここになくても作ってくれますよ。俺が頼んだのは、誕生日にちなんだカクテルです」

「久我さん、今日がお誕生日なんですか？」

「いえ、十一月六日なので、まだまだ先ですけど、カンパリ・マティーニがそうなんです」

「そんな頼み方もあるんですね」

　日頃、ノンアルコールを好む千沙都にとって、誕生日カクテルなど思いつきもしなかったので新鮮だった。三百六十五も種類があるのも驚きだし、それを注文されて作れるバーテンダーもすごいと思う。

「月島さんのお誕生日はいつですか？」

「五月三十一日です」

「あと少しですね」

「ええ」

「誕生日は大切ですよ。祝ってもらうことなんて、大人になったら少なくなるんですから」

　チョコレートリキュールのような甘い声に、完全に心が蝕まれていくようだ。

　バーの雰囲気に浮かれていたが、今夜は久我とともに過ごす約束をしていたのだと思い出す。

（私と久我さんは、今の関係から変わることはないもの……。久しぶりに男性とお酒を飲むから、意識しちゃうだけで）

　横目で彼を見たが、バーテンダーからフラミンゴ色のカクテルを受け取っている。やはり緊張しているのは自分だけらしい。彼はなにかと思わせぶりな言動をするのが悪いところだ。そして、そんな久我に手のひらで転がされるかの如く、見事に反応を示す鼓動が熱くなっていく。

「あ、あのっ、私も誕生日カクテルにしてみます……」

「五月三十一日は、ブルームーンというカクテルです。華やかで甘みもありますが、少し度数が高いお酒です。よろしいですか？」

「はい。お願いします」

　バーテンダーが丁寧に説明をしてくれたので助かる。少しくらい強くても飲めるだろう。五分とかからずに、新しいコースターとともにカクテルが出された。

「……綺麗」

　まるで菫の花のような、美しく繊細なアメジスト色に見とれてしまう。グラスの縁に添えられている薄切りレモンはまるで三日月のよう。

　うっとりと眺めていると、久我の視線を感じた。

「……月島さんすごく可愛い」

「っ!!」

　瞬く間に頬が熱を帯びる。

「冗談ばかり言うのよくないですよ？　さっきから思ってたんですけど、久我さんって、そういうことをさらっと仰いますよね」

　のぞき込んできた久我と間近で見つめあう。ふとした瞬間に自然と彼が距離を詰めてくるので、千沙都の鼓動は大きく脈打つ。

「ほら、こんなふうに距離も近いし」

「誰にでもじゃないですよ。くれぐれも誤解なきようお願いします」

　ドキドキと高鳴る胸の音を隠し、なんとか余裕を醸す。今夜は悟られてはいけないのだ。

　久我を少しでも魅力的だと意識したことがあるなんて、今夜は悟られてはならないのだ。知らなかった彼の魅力に惹かれつつあることすら、ほんのわずかでも気づかれたくない。

　彼は取引先の社長だからと、千沙都は何度も言い聞かせ、平常心を保とうと努める。

「では、少しフライングですが、月島さんお誕生日おめでとうございます」

「ありがとうございます」

　カクテルグラスを少し持ち上げて、乾杯をする。

　ブルームーンのカクテルは香りまで華やかだ。バニラ系の馴染みある甘さが口当たりをまろやかにし、レモンの爽やかさが再びグラスを傾けさせる。

　もちろんバーテンダーが言っていた通り、高い度数ではあるが、癖になるミステリアスな魅力のカクテルだ。つい飲みすぎてしまいそうになる。

「酔ってしまってご迷惑をおかけするわけにいかないので、これを飲んだらセーブします」

「そんなこと気にしないで好きなように過ごしてください。理由はどうあれ、今夜は俺が月島さんと一緒にいたいだけですから」

「……えっ」

「誘ったの、俺でしょ？」

「そ、そうでしたね」

　ごまかすのが下手過ぎて自分に呆れる。これまで通り対等な関係でいたはずなのに、いつの間にか彼にイニシアティブを握られ、雰囲気に飲まれていく。せめて彼が苦笑いでも返してくれたら救われるのに、変わらずマイペースでカクテルを飲み進めている。

　それからは、仕事の話はやめようと言った久我が会社の未来の展望を少しだけ話してくれた。起業して数年でも、働いている社員のスキルの高さは右に並ぶ企業はいない自負があって、五年以内に拠点を増やし、海外にもグループ企業を興したいそうだ。彼の野心には根拠があるからか、遠くないうちに叶うだろうと千沙都も思えた。

「月島さんは？　このままキャリア路線ですか？」

「その予定です。今の仕事が好きだし、合っているので」

　とはいえ、同年代で起業したり、趣味が実益を兼ねている人を見て、このままでいいのかと考えることはあった。しかし、退職した場合の暮らしを想像してみても、やっぱり今のままが一番いいと思える。

（環境が変われば出会う人も変わるだろうし、いい相手が見つかったりするかもしれないけど）

　ふと横目で、グラスの中の氷を泳がせる久我を見つめる。

　彼のことは魅力的だと思う。起業しているだけあって、将来の展望をしっかりと見据えているし、なによりも話していて楽しい。

　もし、仕事を介さず、普通に出会っていたら。

　久我以外に心惹かれる男性としばらく出会えていないせいで、事あるごとに意識させられてしまう。

「久我さん」

「はい」

「もしもの話なんですけど。私と取引先として出会わなかったらどうしてましたか？」

「……え？」

　きょとんとする久我の表情に、千沙都はハッとした。

「あっ！　今のはなかったことにしてください。本当、今夜は飲みすぎてますね。すみません、変なこと言って」

　千沙都がわずかに項垂れる。

（私、なにを口走ってるのよ……）

　彼はどんな顔をしているだろう。もしかしたら引いてしまったかもしれない。

「大丈夫ですか？」

「すみません。どうかご放念いただけると……」

　いくら温厚な彼でも、こんな失礼は許さないのではと、恐る恐る顔を上げる。

　しかし、千沙都を案じる瞳は優しく、心が揺れた。こんな瞬間すら美しいなんて罪だ。

「酔ったついでに、踏み込んだこと訊きますけど」

「なんですか？」

「四年前に別れた理由はなんだったんですか？　話せないことなら無理は言いません」

　お酒の勢いで話せるほど軽い話題ではないが、久我くらいの距離感がある相手になら、あえて話してみてもいいかもしれない。元彼のことも知らないだろうし、今後も話題にされることはないだろう。

「誰にも言わないでくれますか？」

「もちろんです」

　言質を得て、千沙都はひとつ間を取る。

「……よくある話です」

「浮気とか？」

「ええ。婚約していたのに、長らく裏切られていたんです」

　久我が他人に口外することはないという安心感からだろうか。不思議と言葉にしたら心の重苦しさが軽くなるような気がした。思い出すたびに心は痛いが、それも今夜までにできたならと思う。

「私はひとりでもやっていけそうだし、仕事のほうが大切みたいだし、俺は浮気相手と結婚するから別れてほしいと言われて……。それを引きずって恋愛から遠ざかってるなんて、プラスにならないのはわかってるんです。でも、やっぱり次の恋に踏み出せなくて今に至ります」

　お酒の勢いも借りて、スラスラと話してしまった。そんな自分が意外で、千沙都は言葉を切った。

（久我さんに話せてしまった……。今まで女友達にしか打ち明けてないのに不思議）

　だが、久我はなにも言わない。

「いい歳して格好悪いというかなんというか、お酒のあてにもならないよくある話なんですよ、本当」

　沈黙に耐えかねた千沙都が取り繕う。

「そんなこと言わないで」

　包み込むような声に、自然と彼を見つめた。

「月島さんに落ち度はないはずですよ。仕事も恋も大切にしてきたのに、理解していなかったのは彼のほうなのでは？」

「……でも、彼の気持ちに応えられていなかったから、そう言われたんだろうなって」

「だとしても、ですよ。あえて言葉を選ばずに言いますけど、結果的にお別れしてよかったんじゃないですか？　キャリアを積みたいと考えているなら尚更。それに、次はもっといい人がいるはずです」

「……気を使わせてしまってすみません」

　彼が言うもっといい人は自分以外を指しているのだろう。別れた理由を知った後の慰めの常套句を真に受けるだけ心を痛めそうだ。

「月島さんにわかってもらえるまで言いますけど、今夜誘いだして酔うほど飲ませてるのも、過去に興味を持って訊きだしたのも俺ですからね」

「久我さん……」

「だから、俺が気を使ってるなんて言わないでください。本当に、次の恋に進んでほしいと思っているんです」

　彼の優しさに触れ、胸がキュンと高鳴った。この感覚は長らく遠ざかってきた恋のはじまりと似ている気がする。

　しかし、いくら心惹かれても恋の進め方がわからない。今はただ、高鳴る胸の音を隠して、吸い込まれそうな魅惑的な久我の瞳を見つめるだけで精いっぱいだ。

「月島さん。──そろそろふたりきりになりませんか」

　ドクンと脈打つ鼓動に合わせて、途端に全身が熱くなってきた。自分でも説明のつかない感情にのまれて、逆らえなくなっていく。

「あなたのことをもっと知りたくなりました。今夜は俺と過ごすって約束、守ってくださいね」

　ここまでの出来事が一気に脳裏を巡る。グラスに残ったカクテルを飲み、返事に迷う間にも、久我はスマートに会計を済ませてスツールから腰を上げた。

「行きましょう。足元気をつけて」

「……ありがとうございます」

　差し出された彼の手を取る。三十センチの身長差を見上げると、酔った身体が安定を失ったが、すかさず彼が支えてくれた。まるで新婦のように、彼の腕につかまり歩く。

　ありがとうございました、お気をつけてと挨拶をする店員に見送られ、階段をゆっくり上がってロビー階に戻った。

　歴史を感じるアンティークな柱時計は、二十時半前を指している。いつの間にこんなに時間が進んでいたのだろう。

　フロントで手続きを済ませる彼の後ろで、スマートフォンを確認する。休日なので仕事関係の連絡はないが、母親からのメッセージが届いていた。

【千沙都、元気にしてますか。お母さんたちは相変わらずです。お盆には顔を出せそうかしら。仕事が忙しいのはわかるけど、食事と睡眠はきちんととってください。いいニュース、待ってます】

　読み終えて、深いため息が出た。いいニュースと言われて結婚の二文字が脳裏で点滅する。

　四年前の破談以来、なんとなく気まずくてその話題は避けてきたが、最近は両親も気を使わずに言ってくるようになった。急かすような親の気持ちがわからないでもないが、肝心の相手がいないのだ。それどころか、今夜は友人の結婚式の後だというのに、交際予定すらない男性とホテルにいる。

（お母さん、ごめんなさい。こんな大人に育ってしまって……）

　こんな時に親の顔が浮かぶと、久我とホテルで一夜を明かすことがいかにふしだらなのかと思う。

　だが、四年物の失恋と取引先の社長とのワンナイトを抱える余裕はない。ここまでついて来たのは、今夜一緒に過ごすという約束を守るためだ。何事もなく時間が過ぎるに違いない。

　フロントからエレベーターホールへ向かう。今さら帰るとは言いにくい。久我だって立場があるわけで、一線を超えるつもりはないだろう。ここで変に意識していると思われるのは恥ずかしい。

（久我さんが女性に飢えていてご無沙汰ならまだしも、彼に限ってそれはなさそうだし。バーから部屋に場所を変えるだけよ）

　以前から惹かれていた久我への想いが、数年ぶりの恋なのか憧れなのか見極めるにはいい機会だろう。それに久我のことも知りたい。

　頭の中で問答する千沙都を見つめてくる彼は、今なにを考えているだろうか。

　地上三十八階建ての高層階にある客室までは、エレベーターで数秒で到着した。ドアの先には上質な空間が続いている。雲の上を歩くような絨毯を行くと、久我が一室の前で足を止めた。

「どうぞ」

　解錠した彼が、千沙都の背中に手を添える。言われるままに入ると自動で明かりが点いた。

「……こんないい部屋が当たったんですか!?」

　瞬く夜景と広い部屋に瞠目する。

「当たった？　あぁ、ビンゴの景品のことか。違いますよ、この部屋はさっき取りました」

「えっ」

　驚く千沙都を横目に、久我はジャケットを脱ぐ。それをクローゼットにしまう三つ揃えのベストの背中がやけに魅力的で、千沙都は視線を泳がせる。しかし、クイーンサイズと思われる大きなベッドを見つけてしまった。ツインベッドルームではないらしい。

（きっとほかに空室がなかっただけよ）

　夜景を眺めるふりをして彼に背を向け、窓に映る久我を追う。

　彼はワインセラーから白ワインのハーフボトルを出し、グラスとともにテーブルに置いた。どうやらまだ飲み足りないようだ。手慣れた様子でコルク栓を抜き、ワインを注いでいる。

「月島さんも飲みますか？　お水にします？」

「お水をいただきます」

　ワイングラスを片手に隣に立った久我も一緒に夜景を眺める。スラックスのポケットに片手を入れ、ワインを愉しむ彼の余裕が、千沙都をますます意識させる。

「俺が月島さんと出会ってから三年くらいですよね？」

「そう、ですかね……」

　記憶をさかのぼって、アポイントを取った彼が初めて来社した日のことを思い返す。

　あの日は大変だった。端正な容貌の久我を見るなり、女性社員が色めき立ったのだ。しかもベンチャー企業の社長だと知れ渡ると、すぐにファンができた。打ち合わせで接した千沙都も密かに彼に惹かれたが、まだ失恋の痛手が色濃く、それどころではなかった。

「三年もチャンスがあったんですね。月島さんは常に恋人がいるとばかり」

「その気もないのにチャンスとか言わないでください」

「厳しいなぁ」

　久我は拗ねた顔も可愛い。彼に隙はないのだろうか。ことあるごとに心を擽られるので、千沙都は意識してグラスの水を飲んでごまかし、再び夜景に視線を逃がした。

「出てますよ、クセ」

　沈黙を破った彼の瞳が少しずつ唇へと下がっていく。見透かすような目つきに、千沙都はわずかに身体を引いた。

「前から思ってたんですけど、月島さんって考え事をしてると、唇がキスの形になりますよね」

「……な、なにを言ってるんですか？　悪い冗談が過ぎますよ」

「本当ですって」

「そんなことっ……！」

　見つめてくる瞳が迫って、気づけば唇が奪われていた。夜景を取り込んだその瞳はまるで流星のようだった。刹那の間にキスをされた千沙都は、言葉を失ったまま後ずさって距離をとる。

（やっぱり、久我さんって軽い人なのかもしれない！　気を許したら襲ってくるタイプ!?）

　やはり、ここまでついて来てしまったのは迂闊だったのかもしれない。迫ってくる彼の素顔を見た気がする。

「俺が軽い男だって思いました？」

「そ、そうですけど!?　だいたい了解もなくキスをするなんて失礼ですよ！」

「今の関係で了解なんて得られるわけがないでしょう？　だったら俺はリスクを取ります」

　久しぶりのキスに動揺を隠そうと必死な千沙都に、久我は冷静に詰め寄ってくる。空いたグラスは抜き取られ、花瓶が置かれている棚の上へ。

「月島さん、次の恋をしたいんですよね？」

　指先で顎を持ち上げられ、強制的に長身を見上げさせられた。直視する彼は千沙都の考えていることを見通す余裕があるのだろう。

「……久我さんには、関係ないじゃないですか」

「月島さんが先入観に縛られているうちは無理だと思いますけど」

　言い返すも、正論すぎて言葉に詰まる。

　軟派そうだとか年下だからとか、他にもなにかと条件をつけ、惹かれ続けている想いに蓋をしてきた。だが、その久我本人に先入観だと指摘されたら、なにも言い返せない。

（そんなことを言われても、現実的じゃないんだもの）

　また見透かされそうで、視線を彼の胸元に落とす。すると、彼の唇が額に触れた。

「っ!?」

「今夜から、少しくらいは俺を意識してくれますよね？」

　再び見つめ合ったまま、千沙都は動揺をありありと瞳に映す。

「……」

　無言は肯定だ。彼に好意を抱いていなければ、キスをされた時点で部屋を出ることもできただろう。

　追いやるように迫ってくる久我に合わせて、千沙都はさらに後ずさる。その間も彼は悠々とグラスを傾けているではないか。スリッパを履いた千沙都の足はやがて縺れ、思い切り体勢を崩した。

「きゃっ！」

　だが、千沙都の背中を受け止めたのは、硬いフローリングでもなく久我の腕でもなく、ふかふかのベッドだった。

　久我は至極冷静な瞳で千沙都を見下ろしながら、ワインを一気に飲み干している。起き上がろうにも、縫い留めるような鋭い視線を投げられては動けない。そうしている間にも、彼はベッドサイドのテーブルにグラスを置いた。

「……久我さん？」

　問いかけに答えることなく、彼はベッドに上がって覆いかぶさってきた。さらに距離を詰めるように、千沙都の頭を囲うように両肘を突く。柔和な微笑みを浮かべているが隙は与えてもらえない。まるで獲物になった気分だ。

（久我さん、正気なの？　きっと酔ってるだけだよね？　だから、リスクを取るなんて言ったんでしょ？）

　一線を越えることにはならないと思っていたのに──。

「仕事上の関係があるからって、安牌とは限らないんですよ。チャンスがあれば手に入れるんです」

　久我の色香に眩暈がする。千沙都は磔にされたまま、ただ彼を見上げるほかない。

「んんっ……」

　逃げ場を奪われたまま、唇が重ねられた。

（チャンスって、エッチをする機会ってこと？）

　想定外の言動に頭が付いていかない。だが、艶気を含んだ久我の声が酔った頭の中で回り、みるみるうちに彼の色香にのまれていくようだ。

　封じられる唇から漏れる吐息が熱い。強引に迫るわりに久我のキスは優しく、一向に深さを変えず、唇の感触を確かめるように食んでくるばかり。時々音を立てられると、いやらしさが増幅する。

「酔った勢いなら質たちが悪いですよ」

　キスの合間で冷静に言い返すも、彼は額をこつんとくっつけて、不敵に微笑むだけ。

「さすがに俺も昼から飲んでいるので素面とは言わないけど、見境なく求めたりしません」

「んんっ！　……んぅ、ふぁ」

　さっきよりもわずかに深くなったキスに、思わず声が漏れた。ワインの香りの吐息混じりに舌先だけを弄ばれ、唇が吸われる。

「あっ、や……だめ、ですっ」

　抵抗の言葉を発するも、千沙都の身体は上手なくちづけでどんどん素直にさせられていく。早くも満たされるような感覚で、彼の肩を押し返していた腕の力も緩む。

（……気持ちいい。キスってこんなにいいものだった？）

　久我のリードにのまれかけたその時、ふいに唇が離れた。

「月島さん、今夜は俺に流されてみて」

「それって……」

　この先の行為に及ぶと匂わせる彼は、瞬きとわずかな頷きを返した。

「でも、仕事のお付き合いがありますから」

「全部俺のせいにして。なにかあれば俺が責任取ります」

　彼の肩を押し返す手が、久我に握られた。そのまま縫い留めるように繋がれる。

「俺と愛し合おうよ」

　返事を引き出すような啄むだけのキスが繰り返し落とされ、熱を帯びた声色が千沙都を誘う。

「……はっ、あ……んぅ」

　言い返すこともできないキスの合間に、彼が無責任に愛を求めてくる。

　彼が言う「愛」は、千沙都の知るものとは違う。やはり軽薄に思えてならないのだ。

　それなのに、身体は無情にも反応している。興味を持ち、惹かれていた久我をもっと知りたくてキスに応えてしまう。

　今夜、過去の失恋までも久我に打ち明けることになるとは思わなかった。

　実は四年も恋愛にブランクがあると知ったら、普通なら引いてしまうか、年齢が壁になって敬遠されてしまうものだと思っていたのに、彼は気に留めていないようだった。そればかりか、次の恋に踏み出す方向へ導こうとしている。

　だからといって彼と関係を持つことは許されないと思う。どんなに惹かれていても、この先の関係は常識的ではない。そう思うのに身体は熱に浮かされて、次第に思考まで蝕まれてきた。

　なかなか答えられずにいると、久我は余韻を残しながらゆっくりと唇を離し、額をこつんと合わせる。

「こんな可愛い人、俺なら放っておかないのに」

　大人同士、身体から始まる関係もある。お互いの了承さえあれば進められる関係だ。しかし、大切な取引先が相手となるとすべて割り切らなくてはならない。今夜をなかったことにして、これまでと何ら変わらずに過ごせるだろうか。

（人生で一度くらい、流される夜があってもいいのかな……）

　不埒な考えが浮かんでは消えを繰り返し、答えに迷う。その間も、久我は控えめながらも思考を奪うようにくちづけてくる。

「ん、……待って……」

「待ってるよ。でもキスくらいはさせて」

　キスくらいというが、千沙都にとっては大ごとだ。柔らかく啄まれるたびに、思考の自由が奪われるよう。それでも必死で理性を働かせる。

（やっぱりこんなことは……）

　一度関係を持ったら、すべてが変わってしまうと思うのに、彼が醸す色香に染まっていくようだ。

「俺がたっぷり甘やかしてあげる」

「っ……ん」

　キスの合間に紡がれる誘い文句に、容易に心が乱される。よくないことと理解していても、気持ちが真逆へ走り出すのは背徳感のせいだろうか。

　彼とひとつになれる機会はきっと今夜だけ。断れば、彼も二度と誘ってこない気がする。

　しかし、この先にあるものは彼の言う通りリスクしかないだろう。これまで築き上げた信頼や実績が崩れ去る恐れもある。それはきっと久我にとっても同じなのに、なぜこんなに求めてくれるのだろう。

「……久我さんはそれでいいの？」

「うん。愛し合ってくれるなら、手を握り返して」

　これまで見てきた久我の姿が、目の前の彼に重なる。

　覚悟のように感じられる色欲を灯して、彼の手が優しく包み込んできた。

　まさかこんなことになるとは思いもしなかったが、千沙都の心は求められる悦びに靡いている。彼の軽薄さよりも、決して揺らがないまっすぐな瞳に流されてしまった。

　そっと手を握り返す。感じたことのない緊張感と色香に背を押されるように、今夜を楽しむためだけの大人の秘密の約束を交わした。

　すると、啄まれていた唇がしっとりと長く重ねられ、吐息ごと奪われていく。すでに蕩けていた唇を愛でるように舐められたら、背筋がゾクッと震えた。

「千沙都さん」

「っ……！」

　久我が真上からじっくりと眺めてくる。

　角のない艶気を含んだ彼の声で名前を呼ばれると、遠ざかっていた恋の感覚をさらに呼び起こされるようだ。

「名前で呼んでいいよね？」

「……」

　小さく頷くと、彼は微笑みとともに千沙都の髪を撫でてから上体を起こした。ベストを脱ぎ、解いたネクタイは首に垂らしたまま、Ｙシャツのボタンをすべて外していく。

（わわっ！　ちょっと待って！）

　煌々と点いた明かりなどお構いなしに、半裸になった久我の姿に戸惑う。はだけたシャツからのぞいた肌を一瞥しただけで、千沙都は自由を得た両手で顔を覆い隠した。

「緊張してる？」

　小刻みに頷いて答える。

（いま、絶対に顔真っ赤だもの。心の準備ができてないのに！　……っ!?）

　彼の指先が耳の形をなぞり、首筋へ降りていく。千沙都の細い肩が小さく震えた。

「そういうところも可愛いけど、ちゃんと俺を見て」

「んっ……！」

　顔を覆い隠したままでいると、鎖骨のあたりを指先で踊るように辿ってくる。

「甘えた声も、聞かせてくれる？」

　くすぐったいような、煽られるような感覚に耐えきれず、千沙都は指の隙間から覗き見た。

（──っ！）

　久我が冷然とした顔つきで見下ろしていた。

　鋭利な眼差しは美しく、彼の秀麗な顔立ちをより魅力的に感じる。余裕などないのに、千沙都は見惚れてしまった。

　カクテルのような綺麗な薄茶色の瞳に取り込まれ、無駄のない男の体躯の色気に千沙都の奥が熱を帯び始める。

「千沙都さんの心の傷は、俺が治してあげる」

　久我の手がワンピースの背中に滑り込む。

「っ……待って、久我さん」

「もう待たない」

　ファスナーを下ろす間も目を逸らすことなく、彼は千沙都を逃さない。

　滑らせるようにワンピースが肩から落とされ、慌てて前を隠す。交差した両腕の下には、漆黒のブラジャーしか着けていない。

（こんなことになるなら、もっと可愛げのあるブラを着けてくるんだった）

　後悔先に立たず。日頃から仕事ばかりで色気のない私生活をしていたせいだ。祝席用に着飾るなら、手を抜くべきじゃなかった。服に響かないので重宝しているブラは、飾り気がないうえに少しよれているし、ショーツだって新品ではないとわかる肌馴染みのよさだ。いくら腰のあたりで紐を結ぶセクシーさがあっても、完全に普段使いの下着姿を見られて、途端に恥ずかしくなってきた。

「……あの、電気消しませんか？」

　消え入りそうな声で千沙都がつぶやく。すると、久我が肩紐に指をかけてきた。

「消したら見えないでしょ？　勝負下着じゃないとか、そういうことを気にしてるの？」

　男性に抱かれる時くらいは、一番いい下着を着けていたい。相手が久我なら尚更だ。今夜だけなのに、記憶される自分の姿がこれだと思うといたたまれない。

「きゃっ！」

　脱ぎ掛けのワンピースがするりと剥ぎ取られた。片手で前を隠しつつ両膝を閉じれば、パンプスも脱がされて、下着だけの半裸にされる。

「これはこれで十分そそられるけど。日頃からこの下着を着てるなら、考えただけで興奮する」

「な、なにを言って……ん、あっ」

「だって、スーツの下がこれって時もあるんでしょ？」

　彼の指先が臍のあたりを通って、ショーツにかかった。肌に触れられるだけで甘く悶える千沙都を、久我はじっくりと見つめてくる。

「さっきから思ってたんだけど、千沙都さんって敏感？」

「わかりません！」

　恥ずかしすぎて、ぷくっと両頬を膨らませて顔を背ける。敏感かどうかなんて訊かれても答えられるはずもない。それに、彼の指先のタッチがいやらしいせいだなんて言うのは憚られる。

　そんなやりとりをしている間も、久我の指先は千沙都の臍の周りを往復する。

「千沙都さんのココまで、俺のでいっぱいになると思うから、先に言っておくね」

「……」

　プイとそっぽを向きながらも、子宮は彼を感じたくてうずうずしている。ショーツに秘めたあわいは、膝を閉じていないと濡れてしまいそうだ。

（お願い。もう焦らすように触れないで……。感じちゃう）

　自分の身体が敏感なのは百も承知だ。耳に吐息がかかれば甘い声が漏れるし、熱い舌で肌を舐められれば蜜孔から愛液がとろりと溢れてくる。キスだけで双丘の飾りが反応してしまうほど敏感だから、こうして拗ねたふりでもして、冷静を保とうと必死なのに──。

「あっ、やだっ！」

　久我が閉じた両膝を割った。ショーツの船底が彼の視界に入ったのだ。指先で蜜孔のあたりをつついてくる。

「っ、あっ！」

「もう濡れてるの？」

「やだっ、あっ、あぁっ……」

　ショーツの中でぐじゅっと音がする。

（下から触られるなんて……！）

　彼の前戯には順序というものがないらしい。最初から陰部に触れられて驚く間も、淡い快感に腰が疼いてとまらない。片手で胸元を隠し、もう一方でつついてくる彼の手を押さえた。

「なに？　もっと？」

「ちがっ……あ、あっ」

　リズムを速めた彼の指が、まるで律動するように動く。そのたびにショーツが擦れて、淫蕾が主張しはじめた。

「やっ、あぁっ」

「……あー、早く挿れたい」

　久我が本音を漏らすように呟くと、はだけていたＹシャツを脱ぎ捨て、スラックスも放り、濃紺のボクサーパンツのみの体躯を晒した。

（……やっぱりしたいだけ？　騙されたのかも……）

　ついさっきまでは愛し合おうとか、心の傷を治すだとか言っていたが、リップサービスなのだろう。据え膳食わぬは男の恥とはよく言ったものだ。彼が本気でないことは薄々感じていたが、言葉の端々に想像と違わぬ軟派さを見るようだ。

　しかし、彼の手を握り返したのだから、今さら戻ることなどできるはずもない。もしかしたら、彼だって真面目に向き合ってくれているのかもしれないと、一縷の望みにかける。

「っ！　待って」

「待たない」

　胸元を隠していた手が奪われ、ブラジャーも外されてしまった。ぷるんと顔を出した恥じらい色の乳房に視線を注いだのち、しっかりと千沙都の瞳をとらえる。

「千沙都さん、念のためもう一回言うからね。俺は適当に相手を見繕って抱いたりしないし、エッチしたいだけで誘ったりもしない。どんなに酔っててもそれだけは守る」

「……本当に？」

「本当に。選んだ相手とひとつになりたいと思うのは、自然なことだと思わない？」

「思います、けど……」

　久我の言うことはごく普通のことだが、互いに想い合う関係ならば納得できるだろう。しかし、あくまでもふたりはビジネス上の関係しかない。

（選んだ相手って、どういう意味……？）

　エッチをしたいだけでもないというなら、なぜ彼に選ばれたのだろう。再び食むようなキスに吐息を漏らしつつ、千沙都は酔った頭を必死で働かせる。

「好きだよ、千沙都さん」

　彼の口が紡いだ愛の意味や告白めいた言葉の真偽を問う余裕は皆無だ。早くも快感に身を委ねたくなるほど、彼の色香の渦に堕ちかけている。

　そして、今夜くらいは欲望に素直になっても罰は当たらないはずと、己の誤った判断を肯定してしまう。

「俺は千沙都さんを傷つけたりしない」

「……久我さん」

　たとえ一度きりの関係だとしても、彼の優しさが千沙都の背徳感を甘やかす。

「約束する」

　彼はわずかに唇に触れてから鼻先で距離を取り、気持ちを何度も確かめてくる。

　いくら本当だと言われても、信じられるわけではない。傷つけないという約束も今夜限りだろう。彼がどういうつもりで誘っているのか、淫らな姿にされてもなおわからない。

　だが、考えたところで答えは彼しか持ち合わせていないのだ。

　ついに諦めた千沙都は、キスに応えて見つめ返した。

　久我の手が下りていき、乳房の形を変える。下から持ち上げるように双丘を包み込み、ぷっくりとした突起を軽く弾く。

「んんっ」

　甘ったるく喘ぐと、乳暈ごと食べるように含まれた。舌先に転がされる乳首がどんどん硬くなってくるのがわかる。

「っ、やぁっ、あっあん……んっ」

「こうされるのがいいの？」

　わざと見せつけるように舌を伸ばして弄ばれる。舌先で弾かれたかと思えば、吸いつきながら軽く歯を立てられた。

　唾液で濡れる久我の口元がいやらしい。小さな突起を愛で、やわらかな乳房の感触を夢中で愉しんでいるようだ。

（久我さんとこんなことをする日が来るなんて……。それに、彼のもあんなになってる）

　ボクサーパンツを押し上げる雄の存在に目が留まった。彼も快感を求めていると知って、余計に感じてしまう。

「んっ……」

　互いにこんな姿になっている背徳感も相まって、やけに心地いい。恥ずかしがりながらも素直に反応を見せると、彼はやんわりと微笑んだ。

　たったそれだけでドクンと脈が跳ね、濡れた口元を指先で拭う吸血鬼のような姿に魅せられ、みるみるうちに堕ちていく。

「千沙都さんのいいところ、たくさん見つけてあげるから、もっと甘えて」

　たっぷりと唾液をまぶされた乳首がジュルジュルと音を立てて嬲られる。交互に指先で摘まみ転がされ、最大限に勃たされる小さな突起は久しぶりの快感に震えている。

　どんなに千沙都が喘ぎ、手加減を求めるように啼いても、久我は愛撫を止めてくれる様子はない。夢中で攻めてくるその光景が、千沙都の隘路を密かに溶かしていく。

「あっ……ん、久我さん、待って、やっ……」

　早々に達してしまいそうな予感に必死で抗うも、譫言のような喘ぎを返すだけで、彼の愛撫はエスカレートするばかり。胸を揉む手を止めようとしても、彼の髪に触れても逆効果だ。執拗なまでに乳首は上顎と舌で扱かれ、きつく吸われてしまう。

　こんなに感じたのは初めてだ。抵抗しても迫りくる淡い快感と抗いたい理性が対峙する。

「っ、やだっ……んぅぅっ……んんっ！」

　しかし、あえなく身体が震え、腰が浮いた。達している間でさえも、久我は乳首を舌で転がし、指先できつく摘まみ上げてくる。胸だけで久しぶりの快感に震え、触れられていない秘所まで感じてしまう。

「……可愛い」

　なおも愛撫を続ける姿に、千沙都は身を捩りながら余韻に浸る。より敏感になった乳首がチュッと吸われて、もう一度浅く達した。愛でられた双丘は桜色を濃くし、乳暈はぷっくりと盛り上がっている。しゃぶりつくされた乳首もすっかり硬くなり、次の快感を期待しているかのよう。だが、胸だけで簡単にいかされて悔しい気もする。

「いっちゃったね、千沙都さん」

「っ、はぁっ……」

　息を乱しながらも、千沙都は潤んだ瞳で彼を恨めしく見つめる。久我は至って冷静で、濡れた唇を舐めてから前髪を掻き上げた。

　酔っていなければ、精一杯の抵抗として枕を掴んで投げていたかもしれない。久我に達する姿を見られた羞恥心と、身体を支配する甘い余韻が綯い交ぜになって思考がまとまらない。

（でも、すごく気持ちよかった……）

　千沙都は数年ぶりの快感に浸る恍惚とした顔を、掴んだ枕で覆い隠す。

「これで終わるわけがないでしょう？」

「んっ……！」

　久我はいたずらをするように愛撫を続けてくる。すっかり湿ったショーツの船底に指を添わせ、ゆっくりと擦りはじめた。

「……っ、あぁっ、だめ」

　ショーツの中に滑り込んできた指先が、溢れる愛液に浸された。

「千沙都さん、気持ちいいなら素直に甘えて。キスと乳首だけでこんなになってる」

　興味本位で枕をずらしてちらりと覗く。久我の声色は終始穏やかだが、千沙都の両脚の間を陣取ったまま、秘所を撫でる姿は雄そのものだ。

　目が合うと、彼はショーツから指を引き抜き、指の間で糸を引く愛液を見せつけてきた。

「っ！」

　見慣れぬ恥ずかしい光景に、千沙都は再び枕で顔を覆った。

「ここは好き？　……訊くまでもないか。もうコリコリしてる」

　蜜を纏った指で淫蕾を押し上げられ、たまらず両脚を閉じようとする。淫らな気持ちが湧き上がって、枕越しに小さく喘いだ。

「千沙都さんの、ちゃんと見ていい？」

「や、ダメ！」

　思わず枕を手放し、両手で陰部を隠す。

「ふっ……可愛い。やっと顔見せてくれた」

「っ！」

　彼の瞳は人を虜にする力があるに違いない。視線を交わすだけで、鼓動が一層忙しなくなる。

「あっ、あっ……んぅぅっ！」

　ガードしたはずの両手はあっさり払われてしまった。すかさず淫蕾が摘まみ上げられると、容易く腰が浮いてしまう。

「これ、もっと硬くして」

「んっあぁっ、やぁぁっ！」

　愛液を纏った彼の指先で捏ねくり回される淫粒から、耐えがたい快感が迫りくる。どんなに抗おうとも一度快感に浸った身体は正直で、狭隘が痙攣しはじめた。

　まじまじと見つめてくる久我の瞳にすっかり取り込まれ、与えられる快感に流されていく。

「っ、ああっ！」

　淫蕾を弄びながら、久我は器用に狭隘に指を挿れてきた。震える隘路からは、無情にもクチュクチュと卑猥な音が漏れ聞こえてくる。

「やだっ、あっ……久我さん、だめっ……待って」

　あられもない嬌声が快感の証拠とばかりに、指が深度を増して挿入された。

「もう待たないよ。俺がどれだけこの時間を待ち侘びてきたと思ってるの」

　彼の言葉の意味を考える間もなく、媚肉が丁寧に擦り上げられる。空いた手で淫蕾が再び弾かれた。

「一緒にしないでっ、あぁぁ……っ」

「すごい締め付けてくるね。千沙都さんのナカ、熱くて指が溶けそう」

「久我さんっ、やっ……んんっ！」

　浅い快楽に幾度も腰が跳ねる。覆いかぶさった彼がキスをしてきた。

「……本当、最高に可愛い」

　狭隘に指を出し入れしながら、乳房が揉みしだかれる。下から持ち上げるように指を食い込ませ、気まぐれになだめるようなタッチで主張を転がされる。先ほど胸だけで達してしまった感覚がよみがえってきた。

（こんなことしてるのに格好いいってどういうこと？）

　久我が夢中で胸に吸い付き、千沙都の反応を伺う。感じているのはこっちなのに、彼の凄艶さに鼓動が音を立ててしまった。

「あぁ、すごいな。ドロドロになってきた」

　隘路を行き来する彼の指を締め付けてしまう。壊れたダムのように蜜液がとめどなく溢れてくる。

　彼の行為には隙がない。敏感な千沙都の身体はすっかり従順になってしまった。

　今更ながら恥ずかしさを覚えた身体がさらに火照る。久我はショーツの中に手を入れたまま、千沙都の恥じらい顔を眺めている。

「……そろそろ俺も悦くして？」

「っ、あっ……あっ」

　隘路の天井を指の腹でぞろりと撫でられて、また新しい蜜が吐き出された。

「また濡れてきた」

「んんっ……はぁっ、あっ」

「ねえ、千沙都さん。挿れていいなら、自分で脱いで」

　乳首を舐め転がしながら上目遣いで見つめてくる。

　わずかに残った理性で小さく首を振った。しかし、挿入されている彼の指が隘路の天井のいいところばかりを甘やかすせいで、快感は隠しきれず愛液となっていく。

　こんなに火をつけられてしまったのに、途中で放り出される切なさに耐えられるだろうか。彼の唇や指、舌の感触まで知ってしまったせいで、理性を打ち負かした愛欲が沸き上がってくる。

　──もっと彼が欲しい。

　彼の瞳に誠実を探しながら、千沙都はゆっくりとショーツの腰紐を引いた。

　かすかに聞こえた衣擦れは、まるで理性を手放す音のようだった。反対側をほどいた彼の美しい瞳に、千沙都のすべてが映る。

「やっぱりすごく綺麗だ。俺の指をこんなに咥えて、たっぷり濡らして……」

　久我がゆっくりと指を抜き、遠慮なく陰唇を割り開いた。蜜が淫孔から垂れゆく様をうっとりと見つめてくる。

「……っ、んっ」

「どんどん溢れてくる」

「あっ、あぁ……」

　触れられていないのに、見られるだけで感じるなんて。

（こんな感覚知らない……。久しぶりにいかされたせい？　それとも久我さんだから？）

　見られているだけで感じた経験はなかった。そもそも、過去の恋人たちは久我にされるような行為はしなかったし、もっと淡泊だった気がする。

（そんなに見ないで……もっと濡れちゃいそう……）

　見てほしくないのに、見られて感じる心地よさに恥じらいながらも、千沙都はされるがままに久我の瞳に淫孔を映す。

「千沙都さんのいやらしいので、シーツまで濡れてるよ」

「……そんなこと」

　言わないで、と消え入るように呟いた。

　辱めるかのような久我の言い草にまで快感を得たのか、さらに狭隘は締まり、とろりと溢れるものがあった。

「挿れるよ？」

「……はい」

　同意を得た久我はボクサーパンツを脱ぎ、避妊具を手早く着けた。

「痛かったら言ってね」

「大丈夫……だと思う」

「千沙都さんを大事にしたいんだ。痛みを堪えてまですることじゃないから」

「うん……」

　過去の交際人数は決して多くないし、四年の空白がある。しかし、さすがにセックスの感覚くらいは身体は覚えているはずだ。指の挿入感には少し戸惑ったが、久しぶりなのだから当然と思う。それに、こんなに感じていればおそらく問題はないだろう。

　ドキドキしながら待っていると、両膝が胸につくほど押し込まれた。久我が覆いかぶさってくる。

　蜜口にあてがわれた灼熱の先端で、千沙都の愛液がくちゅりと鳴った。

「んっ……っあ、はぁっ」

　狭隘を拡げようとする雄に満たされて、肌が一気に粟立つ。圧倒的な存在感に息ができない。

　身体の芯から焼き尽くすような灼熱に浮かされ、千沙都は顎を上げて天を仰ぎ身悶えた。指では届かない奥のほうまで撫でられ、快感が襲い来る。

「っ……あぁっ」

　わずかに彼が動くだけで、呼吸とともに嬌声が口を衝いて漏れる。

「すっごく気持ちいいよ……。でも、そんなに締められたら、俺が先に果てちゃいそう」

　最奥を目指す久我は吐息混じりに囁く。

　余裕のなさを感じる困り顔の微笑みに魅せられ、千沙都はついに陥落してしまった。

　胸が締まるほどの愛しさに隘路が啼く。女性として求められる悦びは涙になった。

（もし、本当に久我さんが私を心から求めてくれているとしたら……？　少しくらいは信じてみてもいいのかな）

　彼は短いキスを落としてから、額に張り付いた前髪を丁寧に払ってくれる。

「痛い？」

「うぅん」

　上手に慣らしてくれたのだろう。圧迫感はあるが痛みはない。むしろ、早くも快感に期待する媚肉が蠢いている。久我の雄根の形にぴったりと沿い、無意識に奥へと引き込んでしまう。

「ねえ、そんなに困らせないで？　本当に俺が先にいきそう」

　沈めた雄根を緩やかなリズムで抽挿しながら彼は言うが、そうは思えない腰使いに隘路がさらに狭くなる。

　久しぶりの行為で自信はなかったが、彼が感じてくれて、女性の快感が思い出せて嬉しい。それだけでもう十分満足だ。

「そうなっても、私はいいですよ？」

「俺は千沙都さんをたっぷり甘やかして、尽くしてからじゃないと満足できないんだけど」

　自分の快感のために尽くそうとしてくれる久我が可愛くてたまらない。

「久我さ、んっ……キス、して？」

「いいよ」

「っ、んぅ……はぁっ……」

　彼の瞳に囚われながらくちづけを交わすと、一層従順になっていく。

　ふと、久我が律動を止め、じっくりと唇を重ねてきた。吐息ごと食むような甘美なキスに、蕩けきった唇の隙間から淡く嬌声を漏らす。

「あ……んっ、はぁっん」

「奥まで俺が欲しい？」

　求めてくる舌先に応じれば、擽るように浅く絡まった。もっと欲しくなって久我の背中に手を回して抱きつく。

　ずっとこのままでもいいとさえ思えるほど心地いい。彼を受け入れたまま、眠るまでキスをして抱き合って──。そんな一夜になってもいい気がする。

　だが、次の瞬間、猛進してきた楔で最奥を突き上げられた。

「あっ──」

　そこはまだ誰にも触れられていない、もちろん千沙都自身も未経験のところだ。たった一突きで身震いしながら絶頂を極め、眦に涙が滲む。

「千沙都さんのいいところ、もう見つけた」

　瞬くように視界が弾け、肌は粟立ち、乳首も淫蕾も硬く勃ち上がっている。雄蕊をしっかり咥える蜜孔は愛液を零しながら蠕動を繰り返し、久我に植え付けられた悦楽に溺れているよう。声にならぬ声で喘ぐほかに術がない。

　千沙都の中を開発した久我は、そこばかりを念入りに擦ってくる。

「んんっ……あっ、はぁっ……。もう、……あっ」

「すごい締め付け……俺のが吸い込まれてるよ」

「またいっちゃうから……そこで動かないで……んっ、あぁ」

　正直に伝えると、久我が額や眦、頬、鼻先、そして唇にキスをひとつずつ落とす。無理はさせないと言ってくれたとおり、さすがに少し待ってくれるのだろう。

　唇が離れ、ゆっくりと瞼を開けると、さらに恍惚とした目つきで、彼は優美に微笑んでいる。

「っああっ!!」

　上体を起こした彼が、しっかりと千沙都の腰を掴んで大きく律動した。

　肌と肌がぶつかる乾いた音に交じって、千沙都の愛液がいやらしく響く。開かれたばかりの快点が執拗に狙われ、確実に擦り上げられてあっという間に絶頂の淵に立たされた。

「あっ、あっ……久我さ、んっ……」

「ん？　俺のでいきそう？」

「きもちい、ぃっ……やっ、あ、ああっ！」

　隘路を撹拌するような抽挿で、愛液がグチュグチュとはしたなく鳴り響く。突き上げられると淫蕾が擦れて、次の快感の後押しをする。腰を浮かせて求めれば、今夜知ったばかりの視覚による快楽を呼び起こされた。

　──見られてこんなに感じるなんて。

　大きな手で掴まれた腰は、感じて浮かせる以外に自由がない。淫孔が彼の瞳にも乱されて、ますます悦びに濡れ震える。

「やっ……お願い、見ないでっ……。あっん……だめっ、いくっ……！」

　言葉では抗いながらも、従順に絶頂を極め、千沙都は乱れるままに喘いだ。

「触ってないのに、乳首までぷっくりして可愛いね」

「あぁっ……」

　挿入前に口淫されて達した感覚がよみがえり、より一層双丘の二粒が主張する。

「もう無理っ……気持ちよすぎて、おかしくなりそ……っ」

　あまりの快感に子宮が啼いている。彼が触れる場所すべてがときめいている。これ以上彼を知ってしまったら、本当に彼無しではいられなくなる予感がするのに、久我は余裕たっぷりといった様子で優雅に微笑み返してくる。

「たくさんいっていいよ」

「っ、あっ……ん、はぁん、んんっ……っ」

　久我の淫欲に満ちた言葉を浴び、臍のあたりまで満たす灼熱を引き込みながら媚肉が収縮している。

　満足そうに見下ろしてくる彼の姿が、あまりにも凄艶で見惚れていると、おもむろに千沙都の両手が軽々と押さえつけられた。千沙都の身体はますます桜色に染まり始める。

「一緒に気持ちよくなろう？」

「っ、ああっ！」

　雄根のくびれまで引き抜いたかと思うと、張り出しで肉襞を愛でながら、的確に最奥を突かれて、また喘がされる。

「千沙都さん、もっと乱れて」

「……あぁっ！」

　そのままの体勢で彼は速度を上げて抽挿をはじめた。

「っ……はぁっ……最高に気持ちいいよ」

　吐息交じりの喘ぎに久我の快感が漂う。

　擦られる肉襞が戦慄く。最奥を雄蕊で躾けられるたびに、久我への想いが強くなる。

　求め合う悦びで千沙都の愛液はとめどなく溢れ、ふたりを繋ぐように糸を引く。久我は切ない苦悶にも似た表情を浮かべては喘ぎ混じりの吐息を弾ませ、千沙都の瞳を捕らえた。　両手を押さえつけられ、すべてを見られながら深淵を穿たれる。素直に快感に流されて、彼を受け止めるごとに愛液を零せば、潤滑油を得た楔は千沙都を深く抉り、律動の速度を増した。

「……千沙都さん、っ……はっ、あっ……一緒にいこう？」

「んっ」

　甘い囁きに返す声は、すべて喘ぎに変わる。

　互いに息を乱し、欲のままに求め合うことで、こんなに満たされるなんて知らなかった。

　キスをして見つめてくる彼の瞳に、快感に酔う自分が映っている。

　もうどうなってもいい。彼が好き。

「っん、ああぁっ──」

　身も心も陥落し、快感に身を委ねた千沙都は、身体を震わせながら強烈な絶頂に喘いだ。

　──脈打つ雄蕊から白濁した欲を放った久我が、繋がったままでしばらく抱きしめてくれている。

　彼の形を知った身体は火照りが鎮まりそうもない。千沙都は恍惚としたまま、耳元で呼吸を整える彼の息遣いに胸を高鳴らせた。

「そろそろ動いても大丈夫？」

「ん……」

　久我がゆっくりと千沙都から出ていった。返事をする喉が少しヒリヒリする。喘ぎすぎて嗄れてしまった。

「シャワー、先に浴びてきてもいい？」

「……どうぞ」

「千沙都さんはゆっくりしてて」

　自身の後始末を済ませて立ち上がった彼は、ボクサーパンツを履いてから、そこらじゅうに脱ぎ散らかした服を拾って、リビングのソファの背に掛けた。

　ふと流し見ると、皺ひとつなかったベッドメイクが乱れに乱れている。視線の先には久我のワイングラスが置かれたサイドテーブルがある。脚を伸ばしたら、船底を湿らせたショーツの抜け殻が指先に絡まった。

（……本当にしちゃった）

　久我の告白めいた言葉の真意は未だにわからない。だが、千沙都の心は明らかに四年ぶりの片想いを自覚している。しかし、未体験の快点を開発され、何度も最奥で淫欲を満たされてしまってからでは、本気で告白したって手遅れだろう。彼だっておそらくワンナイトの関係のつもりだろうし、取引先を困らせたくはない。

　上体をゆっくり起こす。胸の飾りが嬲られた余韻に浸っている。蜜孔からは隘路の奥に溜まっていたらしい愛液がとろりと垂れてきた。千沙都も自身の後始末をしてから下着を着けて、床に足を置く。

「……？」

　ところが、立とうとしても脚が震えてしまって力が入らない。

（噓でしょ……）

　まるで初体験をした後のようだ。もう一度試みて、ようやく一歩を踏み出したがよろめいてしまった。ひとり失笑すれば、切ない気持ちが影を落とす。

　簡単に身体を開く女と思われただろう。せっかく新しい恋を掴んだのに、身体から始まる関係が発展する可能性は皆無に違いない。

　冴えない下着姿を隠すようにワンピースに袖を通した。キッチンに備え付けられたウォーターサーバーから水を注ぎ、ぐっと飲み干す。髪の乱れを直そうと、ソファに置いたバッグから手鏡とコームを出し、映した顔に愕然とした。汗ばんで崩れたメイクを手直しするが、唇がやけに赤い。間違いなく彼に食まれたからだろう。指先でそっと触れると、まだ熱を帯びている。

（久我さん、キスも上手だったな……）

　あんなに夢中にさせられるキスをしたことはなかった。だが、それも今夜限りだ。

　甘い余韻と後悔に浸っていると、スマートフォンの画面が通知を表示した。一緒にいた友人から先に帰るとメッセージが届いている。留守番電話には新婦からお礼の連絡が録音されていた。

　明日まであと三十分。終電にも余裕はあるが、今夜はできるだけ人目を忍んでタクシーで帰りたい気分だ。

　週明けからどんな顔で働けばいいのだろう。取引先として顔色一つ変えずに応対できるかどうかもわからないし、同僚に勘付かれることなく隠し通せる自信もまだない。

　それに、久我はどんな態度で接してくるだろうか。

　胸の飾りも甘ったるい嬌声も、愛液に濡れる淫孔も、快点を突き上げられて達する姿までも知られてしまって、どんな顔で接するのが正解なのかわからない。平然としていられるだろうか。

　一緒に達した時、もうどうなってもいいとすべてを手放すような想いに至った自分を戒めたい。

「あれ？　帰るの？」

　シャワーから久我が戻ってきた。

「はい、お暇します」

　冷静に返事をしたつもりだが、彼のバスローブ姿があまりにも様になっていて、思わず凝視してしまう。生乾きの髪がやたら色っぽい。ウォーターサーバーで水を注ぐ姿に、行為中の彼の姿を重ね見る。

　美しい鎖骨に頼りがいのありそうな胸板、千沙都の身体を軽々と抱えた腕。グラスを持つ手は、腰をしっかりと掴んで離してくれなかった。水を飲む唇は、千沙都の蜜液や乳首を舐めてひどく濡れていた。ひとつになって感じてくれていた彼の甘ったるい表情や息遣い、バスローブに隠れた体躯を思い出しただけでドキドキしてしまう。

「朝まで俺といる約束は？」

　グラスをカウンターに置いて、久我が黙って見つめてくる。

　この瞳に吸い込まれて恋に落ちたのだと改めて実感させられていると、彼の甘美な顔立ちがわずかに歪んだ。

「気まずくなった？」

「それは……そうです」

　正直に返すなり彼が迫ってきた。まだ力が入りきらない脚ではどうにもできず、千沙都はソファに座ったまま押し倒されてしまった。

　見下ろしてくる久我の色気に言い返す言葉が見つからない。濡れ髪の隙間から覗く瞳の冷たさに、ゾクッと反応する身体が余韻を取り戻してしまいそうだ。

　しかし、現実を見なくてはならない。彼にも今夜の記憶に蓋をしてもらうほかないだろう。

「……久我さん、このことは口外しないでくれますか？」

「もちろん言わない。でも、朝までいてくれる約束を千沙都さんが守るならだけど」

「っ！　……っん」

　不意を突いて、唇が吸われた。どうしても守らなくてはだめなのかと訊きたかったのに、片想いがきゅんと震える。

「……ね？　お願い。千沙都さんと一緒にいたい」

　こんな時に甘え上手な一面を出されたら、母性本能を擽られて一撃ノックアウトだ。

「今夜のことは仕事に持ち出さないし、口外しないって、本当に約束してくれますか？」

「承知いたしました」

「絶対ですよ？」

「もちろん、そこは今まで通りで」

　にっこりと微笑んでくる彼を、まともに見られなかった。

（片想いには気づかれたくない！）

　大人同士、告白という手順を踏まずに暗黙の了解で進む関係もあるのかもしれないが、この想いは秘めることになりそうだ。告白したところで、ワンナイトのつもりだったと返されるだろうし、今夜彼が告げた言葉を真に受けるほうが間違いと考えるのが普通だ。

　──どうして身体を許してしまったんだろう。

　酔った勢いでセックスをして、ようやく片想いを自覚するなんて。

「──んっ!?」

　いたずらにキスをされて驚いた。

「考え事？　それともキスをしてほしい？」

　唇がキスの形になる癖があるのだと指摘されたのを思い出した。彼に引き起こされ、すかさずワンピースのファスナーが下ろされる。

「ちょっ！　久我さん!?」

　まさか第二ラウンドが始まるのではと頬を染める。

（たしかに久我さんとのエッチはすごく気持ちよかったし、たくさん愛されるのは嬉しいけど、でも……）

　これ以上快感を植え付けられたら、切なさで押し潰されてしまうかもしれない。

　すると、久我がじっくりと妖艶な瞳で覗き込んできた。まともに視線の矢で射抜かれて、ますます頬が熱くなる。

「千沙都さんがそのつもりなら、何回でも朝まで抱くけど？」

「ち、違います！」

　全力で否定すると、久我が肩を揺らして笑う。

「冗談だよ。シャワー浴びておいで」

「っ……!!　行ってきます！」

「ごゆっくり～」

　ひらひらと手を振って見送る久我が憎らしい。

　千沙都の反応を見て遊んでいたに違いない。それでも、彼の手中で転がされているのも悪くないだなんて、久々の片想いでとうとうおかしくなったのかもしれない。

　バッグを掴んで足早にリビングを出る。洗面室に入るなり、千沙都はその場に頽れた。







２ 恋する勇気








　──半月後。

　部下の報告を聞き、他部署との合同プロジェクト会議に出席し、ランチミーティングをこなしていたら、あっという間に夕方を迎えた。相変わらず慌ただしい日々ではあるが、今日が誕生日でも仕事の進捗がいいだけで、非常に有意義な一日だったと実感する。

　久我とあんなことがあったものの、しばらく仕事で顔を合わせる予定もないのが救いだ。あの夜交わした約束を守ってくれるのなら、次に会う時はこれまでと変わらず、大人の対応を心掛けるだけでいい。うまくやれるかはわからないが。

「月島部長も打ち上げ参加されますよね？」

「もちろん。みんなで頑張ったんだもの、大いに楽しまないとね」

　デスクでメールチェックをしていると、部下が話しかけてきた。今夜は、大型プロジェクトの打ち上げである。

　どんなに大手企業の看板を背負っていても、販路拡大や他社との比較など、新商品を扱うたびに苦労の連続だ。それでも好きな仕事で達成感を感じられている社員たちは生き生きとしている。

　昨今のスキンケアに求められるレベルは上昇傾向にある。いくら話題になっても効果を実感できないものは売れないし、利益を優先して価格設定を見誤れば消費者層が限られる。安価に偏るとデザインなどに経費をかけられなくなり、商品の魅力を伝えきれないケースも出てくる。消費者が無理なく使い続けられる価格で、期待を上回る商品が求められている以上、メーカー側は原料調達から技術研究、デザイン、プロモーションなどに創意工夫を凝らしつつ、非常に苦労しているのだ。そういった各部署の社員たちの努力の結晶を、営業部も責任をもって取引先に提案し、形にしてきた。

　今でこそ慕ってくれる部下もできたが、昇進したばかりの頃は苦労した。部長としての実績と貢献度、部下の教育など、タスクの多さに押しつぶされそうな日もあった。しかし、当然のことと腹を括り、プレッシャーを期待に置き換え、懸命に数字を作ってきた。恋やプライベートよりも仕事を最優先にして。

　十八時半、居酒屋に着いた。一緒に社を出た後輩と連れ立って個室のドアを開けると、先に来ていた社員たちが注文まで済ませたところだった。

「月島さん、お疲れさまです」

「お疲れさまです。宮みや田た部長がいらっしゃるなんて珍しいですね」

　普段の酒席にはあまり顔を出さない宣伝部部長の宮田も来ていた。宮田は千沙都の八年先輩にあたるが、非常にフランクで親しみやすい人柄の男性だ。当時はまだ浸透しきっていなかった育児休暇を率先して取得し、今でも家族ファーストの愛妻家は変わらないらしい。

「まあ、たまには顔出さないとね。うちの部下がいつもお世話になっているし。それにたしか今日は……あ、来た来た」

　個室の入り口のほうを振り返る。

（え？　どうして!?）

　今回のプロジェクトは久我の会社を使って宣伝をしたので、彼が来ても不思議ではない。だが、千沙都は部下から不参加と聞かされていた。それもあって今回は気兼ねなく楽しめると思っていたのに。

「宮田さん、こんばんは。今日はお招きありがとうございます。月島さんも先日はありがとうございました」

「っ、こ、こんばんは。こちらこそありがとうございました」

　声が上ずってしまった。思い出すのも恥ずかしいほど乱されたあとでは、どんな顔をすればいいかわからない。

（先日って、まさかあの夜のこと？）

　あの日は第二ラウンドこそなかったが、久我がなにもせずに過ごしてくれるはずもなく、挿入のない愛撫で何度も絶頂の海に投げ出され、ひとつのベッドで眠った。結局、ホテルを出たのは昼過ぎだった。

　以降、プライベートの連絡はなかった。好きだとか愛し合おうだとか甘い言葉を並べたくせに。あんなにも深く身体を穿ったくせに。

（やっぱり一夜の関係だったってことよね。でも、仕事は今まで通り今まで通りって約束したもの。それに彼に似合う女性は私じゃないと思うし……）

　早くも女性社員に手を引かれ、輪の中に連れ込まれる久我を眺める。彼の周りを囲むのは二十代の若手社員だ。彼も年の近い相手と話すほうが楽しいだろうし、彼を狙う女性社員は少なくない。

（年下だもんね……そういえば）

　今日で六歳差になった。だが、千沙都にとって大きな壁だった年齢差が、先入観だと言われてハッとさせられたのは事実だ。そして、すべてを凌駕する色気と快感の波にさらわれ、彼は特別になった。

　しかし、こうして日常に戻ると、やはり彼とは違う世界に住んでいるよう。秘めた想いは変わらず切ないが、甘い誘惑に負けたあの夜のことで彼を責めるつもりはない。久我が変わらずフリーなのかと訊く女性社員に、特別な相手はいないと物腰柔らかに答える様子を遠巻きに眺めた。

　一時間も経つと、自然といくつかのグループにわかれて盛り上がっている。久我の周りには女性社員も多い。一方、千沙都の周りは部長クラスや仕事の話をつまみに飲みたい社員に囲まれている。数字の話がメインで色気は皆無だ。

　ほかのテーブルが盛り上がったので見遣ると、不覚にも久我と目が合ってしまった。視線を逸らそうにも、見つめられては逃げられない。しかも、したり顔の笑みまで向けられ、気が気ではなくなった。

（まさか、この前のこと話してないでしょうね!?　久我さんに限ってそんなことはしないと思うけど……）

　酒席に過ちはつきものだ。だが、秘め事をバラされるのだけは勘弁願いたい。

　すると久我が席を立ち、こちらにやってきた。

「月島さん、あまりお酒は強くなさそうですよね。大丈夫ですか？」

「……ええ」

「酔ってくれてもいいですけどね」

　こっそり呟いた彼を睨みたいが、そうもいかない。千沙都は口角をきゅっと上げて作り笑顔を向けるに留めた。

　久我が加わると会話も変わる。広告業界の動きなどを情報として仕入れるべく、男性社員が積極的に質問を投げると、彼は的確かつ有意義な話をしてくれる。そういう仕事好きな一面にも惹かれたのだと思っていると、同期の男性社員が口を挟んだ。

「千沙都ちゃんがやってたこの前の案件も、プロモーションは久我さんのところ？」

「ええ。本当に久我さんにはお世話になってるんです」

「うちの部署でも、千沙都ちゃんの案件の評判よかったんだよ。そうか、久我さんのところで宣伝かけたのか……道理で反響がいいはずです」

「お褒めいただけて光栄です」

　久我が謙虚に返した直後、一瞬表情が曇ったように感じた。

　三時間ほどで打ち上げがお開きになった。店の前には社員たちが集まり、二次会へ行く者と帰宅予定の者で振り分けている。

　ここからは若い社員だけで集まったほうがいいものだろう。自分がいたら気を使わせてしまうに違いないと、千沙都は帰宅組の輪に加わった。

「久我さんも二次会に行きましょうよ！」

　案の定、両腕を女性社員数名に取られた久我は、二次会参加の輪に引っ張られていく。

（そうそう、若い人達で楽しむべきよ）

　と思いつつも、アルコールの入った久我の強烈な色気を知る身としては、他の女性にはわずかでも見せてほしくないのが本音だ。

「お誘いは嬉しいんですけど、明日早いので僕も帰ります」

　彼は踵を返し、千沙都の隣に立った。スマートフォンを見ていた千沙都は不意を突かれ、久我を見上げる。返されたのはあの夜に記憶した柔和な微笑みだ。ドキッと音を立てて跳ねた鼓動を隠すように、千沙都は目をそらす。

（よりによって、隣に来なくても）

　勘のいい人がいたら、彼の微笑みひとつで気づかれてしまうかもしれないというのに。こんな時にスリルを味わいたくはないのに、彼の絶妙な距離感のせいで鼓動が煩い。

　解散となり、二次会へ向かう社員たちと別れ、徒歩五分とかからない最寄り駅へと向かう。ほかに帰宅する者がいても、千沙都の隣には久我がいる。

「久我さん、お約束は覚えていらっしゃいますよね？」

「もちろん。覚えているからこそ、こうして守ってますよ」

「……それならいいんですけど」

　彼なりに守っているというのなら仕方ない。周囲にあの夜のことが知られなければいい。

　四年ほど前、出会った日の久我はスーツを着ていた。とても凛々しく、話せば理路整然としていてわかりやすく、信頼がおけると感じられたものだ。同席した社員が最後に世間話をした時、彼の年齢を聞いて驚いた。たしかに若いとは思っていたが、まさか年下とは思わなかったのだ。

　それからというもの、彼が来社するたびに惹かれていった。

　もし久我と取引先として出会わなければ、なにかアクションを起こしていただろうか。

　もし彼に恋人がいないのなら、自分にも可能性はあるのだろうか。

　いくつもの「もし」を浮かべては打ち消し、心の距離は安寧の日々と意識していたはずなのに、まさか想いを告げる前に身体を重ねることになるとは想像もしなかった。

（久我さんは、私のことをどう思ってたんだろう）

　ふと、ベッドの上で言われたことがよみがえってきた。

　──俺がどれだけこの時間を待ち侘びてきたと思ってるの。

　千沙都は駅へ向かう足を止めた。

（久我さんがどれほど前から考えていたのかわからないけど、結局はエッチがしたいだけだったんだよね）

　密かに想い続けるだけ無駄だ。どう考えても彼はワンナイトのつもりだろうし、これ以上関係が深まることはない。

　片想いは諦めて、普通の恋ができる相手を探したほうが賢明だ。ただ、その相手が久我よりも魅力的に感じられるはわからないけれど。

「どうしました？」

　立ち止まった千沙都を、久我が振り返る。

　周囲の目もあるし、ここで彼の本音を訊くわけにはいかない。告白めいたことも言われたが、酔った勢いのベッドの上では信用しきれない。そもそも、彼は千沙都の想いを確かめようとはしなかった。

　それならば、わざわざ本音を訊いて傷つかなくともいいだろう。スマートな大人の関係というものは、こうして始まるのかもしれない。

「私はここで失礼しますね。今後ともよろしくお願いいたします」

　丁寧に頭を下げてから、タクシー乗り場へ向かう。

　パンプスのヒールの音がさみしい。またひとりの日々に戻るだけだとわかっていても、想う相手がいなくなっただけで切なさが胸を締め付けてくる。

　タクシーの後部座席のドアが開いた。久我は追いかけてこない。社会人としてあるべき距離を保ち、秘密を守ってほしいと言ったのは自分なのに、こんな時に限ってわがままだ。引き留めてほしいなんて。

「──待って」

　後部座席に乗り込んだ刹那、彼が覗き込んできた。驚く千沙都を横目に乗り込もうとしてくる。

「俺も乗るから奥に詰めて」

「えっ!?」

　断る間もなく強引に押し込まれる。運転手が行き先を聞いてきたので、千沙都は自宅方面へと続く大通りを目指してほしいと伝えた。

「千沙都さんの家、そっち方面なんですね」

「そうですけど……？」

「ふふっ、俺の家と真逆だ」

　彼は小さく笑っているが、久我の行動の意図が全く読めない。

「どうして乗ってきたんですか？」

「まだ話すつもりだったのに、千沙都さんが俺を置いていったから。……運転手さん。申し訳ないんですけど、大通り沿いのシティホテルで下ろしてください」

　すかさずキュッと手を握られて、抑えていた鼓動が跳ねる。血流に乗って指先から脳へ、心臓へと諦めかけた片想いが走り出した。

　車内はウインカーの音が響くほど静かだ。

（話があるなら、今話してくれてもいいのに）

　緊張に気づかれていないだろうか。黙っている彼の横顔はとても凛々しく、もう諦めようと思っているのに魅力的で困る。

　やがてタクシーはシティホテルの車寄せに停まった。手を引かれるままに千沙都は久我に着いて行く。彼が部屋を取り、揃ってエレベーターに乗った。あの夜に似ていて、記憶が鮮明によみがえってくる。

「久我さん」

　沈黙に耐えかねて千沙都が口を開いた。また曖昧な関係のまま抱かれるのは嫌だ。

（抱くだけ抱いて、いずれ捨てるつもりなら、これ以上甘やかさないで。いっそのこと心からいなくなってほしいのに）

　そんな千沙都の願いはむなしく、今夜もホテルに誘われてしまった。失恋を予感して保身に走っていたくせに、これも惚れた弱みかとため息が出る。

「久我さんにとって私はなに？」

「……」

　ゆっくりとこちらに向き直った彼が蠱惑的な瞳で見つめてくる。

「恋人にしたい女ひ性と」

「……えっ？」

　予想外の答えと同時にエレベーターのドアが開き、再び手を引かれて廊下を行く。ドアを解錠した久我は千沙都をぐっと引き寄せ、先に部屋に入れた。自動で橙色の照明が灯る。

「っ！」

　背中を覆うように抱きつかれて驚く。

「俺、言ったよね？」

　耳元で話す久我の声色が艶を帯びている。色気のないシティホテルの部屋の雰囲気を一変させた。

「……なにを？」

「適当に相手を見繕って抱いたりしないし、エッチしたいだけで誘ったりもしないって言ったはずなんだけど。まさか忘れた？」

「……覚えてます」

「じゃあ、なんで訊いたの？」

　なぜと言われても困る。色々と訊きたいのはこっちのほうだ。

　久我ほど魅力に溢れた男性に選ばれる理由が浮かばないし、お互いにプラスになるような関係になれるとも限らないのに。

「だって、久我さんモテるでしょ？」

「ええ、周りが引くくらいモテます。でも、千沙都さんを適当な気持ちで抱いた証拠にはなりません」

　彼が言うことはことごとく的を射る。

「千沙都さん、ちゃんと俺を見て」

「っ……」

　髪が片方に寄せられ、あらわになった首筋にキスを落とされた。一気に快感を呼び起こされた身体がわずかに震える。

　このまま流されて彼の気持ちを信じ、進んでいいのだろうか。枷になった過去の失恋は幾度も心に暗がりを作っていく。

「……久我さん。私がこの前話した失恋の話、覚えてますか？」

「もちろん」

「私、上手に恋愛ができないんだと思います」

　彼の腕の中で反転させられ、真正面から向き合った。案じるような穏やかな表情に心が揺れ、誰にも言わずに来た苦しさを話してしまおうと思った。

「私は恋人に愛されたくて、想われてるって実感が欲しくて、嫌われないように顔色を窺ってしまうの。彼が笑ってくれないと落ち着かなくて、身体を求められない日は不安だったこともある。ただ一緒にいるだけでも幸せなはずなのに……。私が彼をきちんと愛せてなかったんです」

　久我は頷いて相槌を打つ。

「だから……魅力的な相手が現れた彼にとっては、選択肢が増えただけのことだったのかなぁって。浮気は許せないけど、私が彼に依存していたのかもしれないとか、彼が裏切った原因は私にもあるんだろうなぁとか……そんなことをずっと考えていて……。きっと私は、そんなふうにしか恋をできない気がするんです」

　心の内を明かしたら少し軽くなった。だが、久我はそうではないようだ。千沙都の肩をそっと掴んだまま、心配するような面持ちで見つめてくる。

「話してくれてありがとう。でも、上手に恋愛をしようとしなくていいよ。想われてる実感は誰だって欲しいし、嫌われたくないのも当然。それに、いくらお互いに恋をしていても、赤の他人同士なんだから、面倒なことや許せないことはあって当然でしょう？　顔色を窺わなくたって、本当に相手を愛してるなら理解したいはずだし、歩み寄る努力をする。それが恋をするってことなんだと思うよ」

　彼に愛されていなかった。

　それを久我に言われると、やはり心が痛い。愛されていなかったのに、婚約までした彼はどんな気持ちだったのだろう。

「千沙都さんは、上手に恋ができないんじゃなくて、相手を愛するのが怖いのかもしれないね」

　長く彷徨っていた自分の心が、ふっと掬い上げられたようだ。

　裏切りで傷つきたくない。愛した気持ちまで捨てられるのが怖い。

　それなら、いっそのこと誰も愛さなければ──。

「千沙都さん、もう終わった恋で傷つかないで。これからは俺を見てほしい。俺があなたの恋人になったら、なにがあっても絶対に手放さない」

　久我の瞳があまりにも切なくて、千沙都は息をのんだ。

「俺は印象のせいで損をしたこともあるし、謂れのない噂を流されたことだってある。でも、払拭するのも自分しかないから、前向きに捉えるようにしてきた。仕事は実績を積んでカバーできる部分があっても、恋愛はそうもいかなかった。千沙都さんとは仕事の関係があるから、プライベートの関係に踏み込むには時間が必要だとも思ってた。千沙都さんが俺に軟派な印象を持っていたり、この前はけん制したり、出方を窺ってたのも、全部手に取るようにわかってたよ。でも、そこで諦めるなんてできなかった。どうしても振り向かせたくて、俺は軟派じゃないって好きな人にはわかってほしくて……」

「……久我さん」

　彼も傷ついてきた。だから、こんなにも寄り添ってくれるのかもしれない。本当は出会ったころから惹かれていたのに、また失恋をするかもしれないと恐れ、踏み出せずにいる理由を彼に押し付けていただけだ。

「身体を先に重ねてしまったのは間違いだったのかもしれないけど、千沙都さんを想う気持ちに変わりはないよ。……千沙都さん、俺と恋をしませんか」

「……はい」

　久我の誠実な告白に、千沙都は彼を信じたいと思った。

　──酔っていないはずなのに、一度唇が触れただけで身体が熱を帯びる。ベッドまでの間、久我は千沙都を軽々と抱き上げ、くちづけながら足を進める。

「明日、仕事が早いって……」

「あれは誘いから逃れる口実」

　横たえられてすぐに彼が腰のあたりを跨ぐようにして膝立ちになった。

「ああでも言わないと、千沙都さんの誕生日を独り占めできなくなるところだったんだから、お咎めなしでしょ？」

「覚えていてくれたの？」

「もちろん。好きな人のことならなんでも覚えてる」

　額にチュッとキスの雨がひと粒。千沙都が照れている間に、久我は薄手のニットを脱いだ。

「あのっ」

「ん？　……もしかしてまた下着を見られたくないとか？」

「そうじゃなくて、本当に私でいいのかなって」

「いいに決まってるでしょ。それに、千沙都さんは俺に選ばれたんじゃなくて、俺を選んでくれたんだよ」

　思いがけない言葉に心を打たれた。選ぶ側になるなんて考えたことがなかったのだ。

　瞬きも忘れ、まっすぐで美しい彼の瞳をじっと見つめる。

（……私が、久我さんを選んだ）

　想いを寄せた頃からずっと、久我に選ばれることはないと思ってきたのに、選ぶ側になるなんて考えが及ばなかった。

「俺は千沙都さんに選ばれたくて、誘い出すきっかけを探していたし、千沙都さんを振り向かせるのに必死だったんだ。わかってくれる？」

「……はい」

　もう、私でいいのかなんて言わない。彼が選んでくれたことにも自信を持とう。

　向き合う中でたまにすれ違いそうになっても、彼とならきっと──。

「私も、久我さんが好きです。ずっと素敵だと思っていたの」

　秘め続けた想いを言葉にしたら、心が彩りを取り戻していくようだ。恋のはじまりを告げるような感覚に頬が緩み、自然と笑顔になった。

「あぁ～……」

　苦悶にも似た声を上げた久我に手を引かれ、身体を起こした。そのままの勢いで、彼にギュッと抱きしめられてしまった。

「どうしたの!?」

「千沙都さんが可愛すぎて困ってる」

　耳元で可愛いと言われて、照れ笑いを浮かべる。

「それを言うなら、久我さんだって素敵すぎます。仕事もできるし、格好いいし、スタイルもいいし、言うことは核心を突くし、若いのにしっかりしてて」

「……ねえ、もしかしてだけど、年下だからあり得ないとか思ったことある？」

「うん、ある」

「言っておくけど、年齢なんて関係ないからね。結婚だってその時が来ればするし」

「結婚!?」

　驚いて身体を離す。もう結婚まで考えているなんて気が早すぎる。

（……これはさすがに冗談？）

　戸惑う千沙都に、久我はハッとした様子だ。

「ごめん。千沙都さんは色々あったのに、今のはデリカシーに欠けてたよね」

「そんなことないよ。本当に考えてくれてるなら嬉しい……かも」

　語尾を濁してしまったのは、まだ久我のことを知らないからだ。

　そして、千沙都自身も久我を心から愛し続けられるのか、まだ確証はない。

「千沙都さんが結婚したい、結婚してよかったって思えるような男になるから」

「私も。久我さんを幸せにしてあげられるように頑張る」

「頑張らなくていいよ」

「え？　でも」

「千沙都さんはそのまま素直で飾らずに、肩の力を抜いて、俺と向き合って」

「……うん」

　羽のようにふわりとした優しいキスが落とされた。

「んっ」

　想いが甘い吐息になる。唇が触れただけで敏感に反応した双丘の飾りが、すでにブラの中で主張を始めてしまった。素直に向き合っていくと約束したばかりだが、敏感な自分の身体が恨めしい。声を抑えるようにしてキスに応じる。

「千沙都さん、ちゃんと教えて？」

　だが、久我は千沙都のことならすべて知りたいのだと言わんばかりに、至近距離で見つめてくる。

（隠したところで今さらよね……。恥ずかしい姿も見られてるし……）

　それに、彼の美しい瞳を前にしたら隠し事などできないのだと、千沙都は諦めがついた。

「訊いても笑わないでくれる？」

「もちろん」

「……久我さんに触られると感じちゃって、我慢できなくなるの」

　恥ずかしすぎて視線を逸らす。しかし、頬にされたキスですぐに戻された。

「俺が引くと思った？　言っておくけど、なにを聞いても、なにを知っても、千沙都さんのことなら全部受け入れるよ。だから、今からは恥ずかしいことも他愛ないことでも、だめだと思っている癖なんかも、なんでもいいから俺に教えてほしい。そのすべてが千沙都さんなんだから、俺は全部を愛せるよ」

　久我の包容力に、千沙都はすっかり心を射抜かれてしまった。

　あれほど軽薄そうだとか、年下だから縁がないだろうと思っていたはずなのに、実際の彼は想像とは真逆の男性だった。

（こんなに素敵な人に想われるなんて……夢みたい）

　千沙都は迷わず彼に抱きつき、自ら唇を重ねた。

「……好き」

　溢れる想いが言葉になってこぼれていく。

　吐息が混じるころには彼に舌を搦めとられ、互いの服を脱がせ合った。

　千沙都の白肌に濃紺の総レースはよく映える。久我もボクサーパンツのみの姿になり、待ち構えるかのように雄がすでに大きく張り出している。

「今夜はキスだけでいいの？」

「……」

　意地悪な問いかけに、彼の手を取ってかぶりを振った。

　身体の隅々まで触れてほしい。彼が見つけた弱点を愛でられて、思う存分感じたい。それなのにキスだけだなんて我慢できるはずもない。

「どうしてほしい？」

　わかっているはずなのに訊いてくる彼の手をそっと左胸の上に導く。すると、やんわりと指を食い込ませ、何度か揉んできた。

「次は？」

「っ！」

　言わせようとしていると、ようやく察した千沙都は頬を赤らめた。思い浮かんだ卑猥な言葉は口が裂けても言えそうにない。

　恥じる千沙都の姿をじっくりと見つめる久我の瞳が怪しく光る。

「乳首、舐めてほしい？」

　彼のストレートすぎる物言いに耳朶まで真っ赤にしながらも、千沙都は頷く。

「仰せのままに」

　彼は目を細め、うっとりとした表情で舌なめずりをする。

　ブラのカップが引き下げられ、左胸の突起が熱い舌で嬲られた。

「っ、あっ！」

　音を立てて舐めしゃぶられると、嬌声が抑えられない。きつく吸われながら唇で扱かれる突起が快感に痺れる。

「ふふ、可愛い乳首」

　ピンと指先で弾かれて、千沙都は身体を小刻みに震わせた。

「俺の好きにしていい？」

「……ん。キスもして」

　久我の濡れた口元がいやらしい。彼の唇を見ているとキスをしたくなる。

　火照った唇をやんわりと食まれ、舌が搦めとられていく。あらわになった右胸も揉みしだかれ、合間に漏れる甘声ごと食べつくすようなくちづけが、千沙都の身体を満たしていく。

　やがて、一糸纏わぬ姿になった。

　両脚の間を陣取った久我が膝を押し込んでくる。必然的にＭの字に開かれ、さらに臀部が高く持ち上がり、濡れそぼったそこが彼の瞳に映った。

「や、だめっ」

　くちゅ、と淫らな音がした。彼の中指が蜜壺の浅瀬で円を描き、掻き混ぜてくる。

「……挿れたらどうなるんだろうね。いやらしいのが溢れてきちゃうかな」

「んあっ、やっあぁっ」

　焦らしてくる彼の表情と、自分の卑猥な体勢や濡れた恥部が興奮を誘う。

　乱されていく様子を見せられると、どうしてこんなに感じてしまうのだろう。彼と初めてひとつになったあの夜も、陰唇を開かれてすべてを暴かれた時、未体験の快感に襲われた。

（やっぱり久我さんとしてるからかも……）

　触れられる前から濡れていたこともないし、胸を愛撫されただけで達したこともない。どう考えても相手が久我だからだとしか思えないのだ。

「久我、さ……んっ、だめっ……っあぁ！」

　いよいよ隘路を愛で始めた彼の指が肉襞を丁寧に撫でまわしてくる。薬指にも愛液を纏わせ、締め付けを愉しむように動き回っている。

「久我さんに、されると、だめなのっ……！　あっ、やあぁっ」

「だめ？　気持ちいいの間違いでしょ？」

　ぞろりと膣の天井をなぞられて快感が背筋をせりあがってきた。聞き慣れない水音が聞こえてくる。それは彼の耳に届いていたようで、見つけた弱点を狙うべく指が曲げられた。

「やだっ……なんだか怖い……あぁっ」

　強烈な快感が迫っている。気をやってしまいそうで思わず彼の手に触れると、やんわりと指を絡めて繋いでくれた。

「大丈夫。気持ちよくしてあげるから」

　一層速度を上げた久我の指が、天井の快点を確実に仕留めようと抽挿する。次第に漏れ聞こえる水音も大きくなってきた。

（もう、だめ……いっちゃう……!!）

　すっかり手放した理性を今さら働かせようとも手遅れだった。蜜壺からは愛液と快水が混ざって弾け、内腿や彼の手を濡らしている。

「だめ、待って……いってるのっ……あっ、はぁっん、あっ」

　快感に震える隘路に途切れなく愛撫が施される。淫粒もコリコリと捏ねられ、次の波が容易に迫ってきた。

「いくっ……っ、やぁぁ……っ!!」

　紅潮した身体を激しく波打たせる。

　それでも彼の愛撫は止まらず、ついに人差し指まで挿入された。

「あぁ、きついな。締め付けられて指が気持ちいいよ」

　蠕動する淫孔に向けられる彼の視線がたまらない。

　狭隘が満たされる感覚に悶えながらも、媚肉は彼の指を引き込み、抽挿を後押しする。言葉では抗っても身体は強欲だ。もっと欲しくて、奥へと彼を誘ってしまう。

「千沙都さんのナカ、すっごいエッチ」

「っ、はっ……はぁっ……」

　息を切らし、涙目で久我を見遣れば、彼もボクサーパンツを脱ぎ捨てている。

　つい先ほどまで優しくリードしてくれていたはずなのに、いつの間にか情欲の炎を静かに灯した鋭利な瞳でこちらを見下ろしていた。

「こっちでもいきたい？」

「っ、あぁっ！」

　絶頂につられて硬くなった淫粒が雄根で擦り上げられた。

　快感に身を捩るも、彼の体躯が阻むように千沙都の臀部をしっかりと支えている。連続で味わった絶頂に怯み、思わず腰を引いた。

「こら、逃げるな」

「だって、それっ……一緒にしないで……っ、あぁっ！」

　三本もの指を咥えた隘路から、快感で啼くように愛液が溢れた。

　雄根の雁首を引っ掛けるように淫粒が擦られ、彼が律動するたびに千沙都の愛液を纏って肉棒がいやらしく艶めく。その生々しい愛撫の光景から目が離せず、千沙都は快感の坩堝へと引き込まれた。

「千沙都さん、欲しそうな顔してる」

「っ、んんっ……」

「もっと俺の指を締め付けて」

　淫粒への刺激が強烈で、隘路の彼の指を意識してみる。すると、いいところばかりを狙う長い指の動きを感じられる。クチュクチュといやらしく音を立てて、自分の指を咥える様子をじっくりと瞳で嬲りながら、久我が嬉しそうに微笑んだ。

「こっちも愛してあげる」

　久我が覆いかぶさってきて、ますます両脚が押し込まれた。キスをひとつ落としてから、胸の飾りを舌先で捕らえ、小刻みに転がしてくる。

「あっ、あっ……んぅ……あぁっ」

　乳首も狭隘も、雄根で嬲られる淫粒も、弱いところをすべて捕らえられ、逃げ場のない愛撫に嬌声が止まらない。

　これからどれほどの快感の波にさらわれるのか想像もできないまま、久我の愛撫に溺れていく。

（久我さんなら──）

　絶対に快感に酔う中でも手を放さずにいてくれる。独りよがりな絶頂ではなく、一緒に味わおうとしてくれるだろう。

　すると、妖艶な眼差しが返され、硬く勃った乳首をきつく吸われた。

　それが合図とばかりに、再び隘路を攻め立てる指が容赦なく深いところを弄ってくる。

「んっ、はぁっ……あっ、あぁっ……んっ!!」

　打ち上げられた魚のように腰が跳ねて止まらない。久我の指をきつく締め付けながら達した千沙都は、思わず彼の腰に両脚を巻き付けた。

「もっと欲しいの？」

「やっ、っ……！」

　密着したまま激しい指の抽挿を受け、さらなる絶頂の縁へと追い込まれる。

　子宮に近い奥のほうまで届いた指が満遍なく擦り上げてくる。拡げられた隘路は快点を執拗に嬲られ、撹拌される愛蜜が溢れて止まらない。

　久我の指で、千沙都の感覚が支配されていく。快感に酔い、曖昧に開いた口から嬌声が漏れるばかり。

（こんなにされたら、おかしくなっちゃう……）

　雄根で転がされる淫粒も、愛液と彼の先走りを纏っていやらしい形にさせられてしまった。

　千沙都の身体のすべてで久我の形を覚え、久我の好みに変えられていく。それが心地よすぎて、悦楽の荒波に自ら襲われた。

「またっ……っ、きちゃうっ、あっ……やっ、いくっ！」

　千沙都が達した次の瞬間、指が抜かれて盛大に快液が零れ落ちた。

「あ、あぁっ……！」

　間髪入れず、久我の淫らな灼熱が蕩け切った隘路を猛進してくる。最奥まで到達した雄蕊で、彼が見つけた弱点が一突きで穿たれた。

「っ！　あぁっ──」

　あっという間に堕ちていく。

　ずっしりとした重い突き上げで最奥が悦んでいる。やっとひとつになって満たされた子宮が震え、熱杭を引き込もうと媚肉が蠕動する。しかし、久我は欲にまみれた肉棒が媚肉に包まれる感覚を味わいつつ、千沙都の愛孔が自身の形を思い出すよう、奥を穿ったまま律動しない。

「やばいな。動かなくても最高に気持ちいい」

「ん……」

　喘ぎにも似た返事をすると、彼がキスをしてくれた。

　ひとつになっているだけで嬉しい。朝までこのままでいたい。

　まぶたを閉じ、そんな願いを快楽のなかで思い描いている間に、久我が隘路から出ていってしまった。

　まだ足りない。もっとひとつになりたい。

（もっと愛されたい）

　おぼろげな視界で彼を見ると、避妊具の包装を歯で噛み切っている。装着する間も、彼は空いた手で蜜壺から零れる愛液を掬い、淫粒に纏わせて転がしてくる。やわやわと小さく円を描いて、きまぐれにピンと弾かれると、隘路の奥では愛液が湧き上がった。

「あっ、あっ……はぁ」

　喘ぐ千沙都を眺めるようにして、彼は凄艶な笑みを見せる。

「こんなに硬くしてエッチだね。次はどこを気持ちよくしてほしい？」

　焦らしてくる指先や卑猥な問いとは真逆の、まろやかな声色で彼が囁く。

「……言わないと、してくれないの？」

「当然」

　なんて意地悪なのだろう。

（……久我さんが見つけてくれた、一番奥の気持ちいいところ。さっき突いてくれた奥のいいところ……。でも、そんなの恥ずかしすぎて言えない！）

　言葉が浮かんだだけで羞恥に身体が染まる。言い淀んでいると、彼が見かねた様子で再び千沙都の両膝を最大限に割り開いた。

「千沙都さんのエッチなここに挿れてほしいの？」

　艶を含んだ低い声が子宮に響く。

「奥をたくさん突いてほしい？」

　卑猥な彼の言動に頬を赤らめつつ、千沙都は一度だけ頷いた。

　おもむろに千沙都の両脚が担ぐように抱えられた。

　ゆっくりと覆いかぶさる彼の瞳があまりにも妖艶で釘付けにさせられ、うっとりと見つめていると、雄根が肉襞をぞろりと撫でながら入ってきた。

「あ、あぁっ……」

　比較的浅いところをゆっくりとしたリズムで律動する彼に両手を伸ばす。

　千沙都の手を取りキスをしてから、彼は自らの腕に導いた。言われるがままに逞しい二の腕に掴まると、律動の速度が上がった。

「っ、んっ、ああっ、ふっ……んんっ」

「いやらしい声。そんなに気持ちいいの？」

「だって……あぁっ」

「これでいけそう？」

　もどかしい。もっと奥に欲しいのに。奥を突いてほしいのかと訊いてきたのに。

　このままでも気持ちいいけれど、彼が見つけた弱点を弄ばれたい。彼の好きなように攻め立てられ、激しく身体が跳ねるほどの快感に溺れたい。

「おいで」

　両脚が下ろされ、再び繋がりが解けてしまった。背中を支えられながら、ゆっくりと上体を起こす。

　彼の腿を跨いで座る体勢になると、蜜壺から垂れ落ちた愛液で雄蕊が濡れてしまった。

「千沙都さんのでこんなに濡れちゃったよ」

「んっ……」

　久我のすべてを飲み込んでしまいたい欲望に負け、千沙都はゆっくり腰を下ろしていく。

「勝手に挿れようとしてるだろ」

「だって……もう」

「可愛いけど、したいことは言わないと伝わらないよ？　俺たちは恋人になって一時間も経ってないんだから」

　こんな時でさえ久我の言うことは鋭くて言い返せない。キスをして紛らせようとしても、彼に躱されてしまった。本当に彼は優しい悪魔のような顔をする。

「あぁ、すごい欲しそうにしてる。ひくひく震えてて可愛い」

　気まぐれに曖昧な深さで突き立てられた雄根を引き込もうとして、媚肉が収縮する。

「っ、欲しい……」

　半泣きのような声で訴えるも、久我は本性を見せるような凄艶な笑みを浮かべるばかり。改めて心ごと鷲掴みにされた千沙都は彼の瞳に堕ちていくように唇を重ねた。

「ん、ふっ……あ」

　彼の唇は柔らかい。いつも彼がしてくれるように食んで、隙間から舌を挿れる。彼の舌先に触れ、ぎこちないながらも搦めていく。

「挿れていいよ」

　許しを得た千沙都は、腰を深く落とす。

「あ、あっ、やあぁっ」

「キスは？」

「ん、ふっ」

　挿入の感覚に圧倒されながらも互いに舌を差し出して搦め合う。そのうちに唾液ごと吸うように久我が舌を扱き始めた。

　こんなふうに律動して奥の奥まで挿れてほしいのに、彼は動いてくれない。

（……もう、我慢できない）

　唇を解放し、彼に抱きつく。胸を両手で揉みしだかれて甘声を漏らしたら、雄蕊の膨張を感じた。彼の興奮を感じて、愛しくてたまらなくなった。

　不意に乳首を摘ままれて甘く喘ぐと、彼の吐息を耳に感じた。敏感な千沙都の身体を知り尽くしているかのように、そのまま耳元で話し始める。

「一番奥まで挿れていい？」

「っ、んぁ……」

「奥で出していい？」

「奥……で……してっ」

　──彼が見つけた弱点を嬲ってほしい。

　眼前で美しい笑みを見せながら、久我は千沙都の腰をしっかりと持ち、下から思い切り突き上げてきた。

「ああっ……」

　一気に深くなった挿入で呼吸まで押しつぶされそうになりながらも、千沙都はより深くまで彼を受け入れようと、自ら両脚を大きく開く。

「根元まで飲み込まれてるよ。そんなに欲しかった？」

「ん、あっ、あっ」

　律動に合わせて喘げば、上下に揺れる双丘に彼の舌が這い、時折転がされる乳首への刺激も相まって快感が増幅する。

「好きだよ、千沙都さん」

「私もっ……好きっ、あ、んぅ」

　最奥のいいところを熱杭の先端で抉られて、快水がじわりと溢れ出した。抽挿のたびに零れ、二人をより淫らに変えていく。

「あぁっ……いくっ、んっ、あっ……」

「ん、……俺も気持ちいいよ」

　求めていた挿入で断続的に達すれば、久我の雄蕊もますます熱く膨張し、隘路をみっちりと埋めた。己の形を刻みながら、快感に酔っているような目つきで千沙都を見つめている。

「千沙都さん、俺以外の男に名前で呼ばせたりしないで。せめて俺の前ではやめてくれる？」

「あっ、んっ」

　返事は喘ぎになってしまうが、千沙都は彼の肩に掴まりながらもなんとか頷いてみせた。

　やはり、打ち上げの席で彼が一瞬見せた、曇った表情は気のせいではなかったようだ。

（久我さんって可愛い……）

　嫉妬や独占欲を隠さない彼が愛しくてたまらない。思い切り抱きつくと律動が止んだ。

　彼の鼓動の音が伝わってくる。乱れた息遣いまで愛しい。

「久我さん、好き。大好き」

「俺のほうが好きだと思うけどなぁ」

　今度は繋がったまま、再びベッドに押し倒されてしまった。

　彼が可愛くて甘やかしたくなっただけなのに、久我はお仕置きするかの如く千沙都の足首を掴んで、両脚を大きく広げた。

「やだっ、待って、あ、ああっ……!!」

　片脚だけを持ち上げられ、斜めに傾いた千沙都の身体を楔が深く穿ってくる。愛液を纏って勃つ淫粒も見逃されるはずはなく、久我は摘まんだり、指先で捏ねたりと、好きに弄んでくる。

「千沙都は俺だけ見てて」

「ん、んぅ……ぁ、んっああ」

「……俺も名前で呼んでよ。恋人なんでしょ？」

「葉真く、ん……あっ、ああっ」

　最奥を突き上げては、彼のタイミングで引き抜かれ、愛液が糸を引いて散った。

「もっと俺を欲しがって」

　再び焦らすようにゆっくりと穿っては千沙都にねだらせるが、言葉にしようにも愛し合う悦びと強烈な快感で涙が伝っていく。

　それに気づいた彼は律動を止め、指先で涙を掬った。涙の意味を察してくれるその優しさまでも愛おしい。

　彼に恋をしたら、自分でも知らなかった一面が引き出されていく。そして、セックスで心が通じ合う幸せは、彼とだから実感するのだと思う。

「もっと欲しいの」

「俺も、千沙都の奥で果てたい」

　涙を掬った指で、汗ばんだ額についた髪を払ってくれた。

「っ、ん……ああっ！　や、あ……」

　蜜孔の浅瀬まで引き抜かれた雄根で、千沙都の肉襞が丁寧に嬲られ、最奥を満たしていく。硬く反り立つような乳首も摘ままれてしまった。

「可愛い……千沙都、好きだよ」

　何度も可愛い、好きと言われるたびに、恥じらいすら快感に変わり乱されていく。千沙都も腰を振って彼を受け入れた。

　すると、それに応えるかのように、久我は愛液をたっぷりまぶした蕾までコリコリと転がし始めた。

「んんっ！　いっちゃう……もうだめっ……あっ」

　強烈な快感に身体を弓なりにしならせながら、なんとか抗ってみせるも、彼の前では無意味だ。快感で乱れに乱れた千沙都の様子を、満足そうに見下ろす彼の妖艶さに、千沙都の隘路がきつく締まった。

「はぁっ……ん、あっ」

　律動で息を弾ませ、吐息混じりに喘ぐ久我と見つめ合いながら、身も心も染め上げられる感覚に淫らな絶頂を予感した。

「……千沙都、一緒にいこう」

「っ……あっ……ああっ──」

　千沙都は悦びに大きく身体を震わせながら、久我の愛を受け止めた。







３ 思いの丈を抱きしめて








　先日、仕事帰りにワンピースを購入した。白地に淡いラベンダー色の小花柄で、フレアスカートが可憐な雰囲気だ。ひざ丈なのも上品で千沙都の胸をときめかせたのだが、背中は大胆にも肩甲骨の高さでＶ開きになっている。程よい色気も醸せるので、ワードローブの中では比較的攻めた一着だ。

（もしかしたら、こういう服は葉真くんが苦手かもしれないけど……。でもすごく可愛いからなぁ）

　七月の南風に半袖を羽のように靡かせ、彼を待つ。

　デートの待ち合わせは有名ブランドやインテリアショップ、ギャラリーなども点在する街の駅前。先に着いたら、すぐ近くにあるカフェでアイスコーヒーを買っておいてほしいと頼まれたので、片手にカフェの紙袋を提げて日傘を差している。

（そろそろかな……）

　駅の壁時計は約束の十一時を指すところだ。電車の到着に合わせて出てくる人並みに目を凝らすが、彼がやってくる気配はない。あれだけ目立つ容姿なのだから、少し離れているところからでもわかりそうなものなのに。

（そういえば、電車で来るのか車で来るのか聞かなかったな……。もし近くに住んでいるなら歩いてくる可能性も……）

　ほどなくして目の前に一台のセダンがゆっくり停まった。久我が左側の運転席から降りてくる。

「おはよう、千沙都」

　千沙都も挨拶を返すと、彼はカフェの紙袋を受け取った。

「もしかして結構待たせた？」

「そんなことないよ。ちょうどいい電車が十分前に着いただけ」

　彼はカップホルダーにアイスコーヒーを置くと、千沙都の腰に手を当て、車道へ付き添う。周囲を確認してから助手席のドアを開けてくれた。

（こういう雰囲気、なんだか緊張しちゃうかも）

　上品な革張りのシートに身体を預けつつ姿勢を正す。運転席に戻った久我は千沙都の顔を見るなりふっと表情を崩した。

「今日も可愛いね」

「っ！　そ、そういうことをサラッと言うのは」

「千沙都にだけだよ」

「……はい」

　未だに照れてしまって素直に喜べなくても、彼は千沙都の心中などお見通しとばかりに、じっと見つめてくる。

「シートベルト着けてくれる？」

「あ、そっか。ごめんなさい、ドライブも本当に久しぶりで」

　手間取っていると彼が身体を寄せ、長い腕を伸ばして着けてくれた。

「……ありがと」

「どういたしまして」

　キスをされて、ますます顔が赤くなっていく。

（そんなことされたら、余計に緊張しちゃう）

　交際前に一線を越えているのに、久我といると胸は高鳴りっぱなしだ。見つめられると呼吸を忘れそうになるし、待ち合わせの前から緊張でムズムズしていた。

　それに、ブラウンのサマーニットと白Ｔシャツを重ね、シンプルなテーパードパンツを合わせた服装が好印象で、夏らしいシックな装いにもドキッとさせられる。

（いつになったら慣れるんだろ……）

　とはいえ、これからもずっとこの調子では、さすがに彼も呆れるのではないかと心配だ。少しくらい欠点があってもいいのに、これも惚れた弱みなのか、なにもかもが魅力に感じられる。

「夜だけど、どちらかの家に行くっていうのはどう？」

　彼は車を出し、ゆっくりと目の前の赤信号で停止した。

「もちろん無理にとは言わないけど」

　急な話ではあるが、いつでも人を呼べる状況ではある。長らく恋愛をしていなかったので色気のなさに失笑されそうな気もするし、仕事ばかりで生活感もないので驚かれるかもしれないけれど、お泊まりするとなれば自宅のほうがなにかと楽だし便利だろう。

「……葉真くんはどっちでもいいの？」

「うん」

「じゃあ、私の部屋に来る？」

「え、いいの？　急な話だから、俺の家になるとばかり」

「そっか。でも、お泊まりになるなら私は自分の家のほうが楽だし……。私の都合でいいならだけど」

「もちろんＯＫだよ。泊まるかどうかはあとで決めるつもりだったけど、千沙都がそう言うなら喜んで」

　こちらを一瞥してニッと笑うと、彼はゆっくり車を走らせた。

「わ、私だって、今のはそんなつもりで言ったんじゃないんだからねっ!?」

　もしものことを考えて言ったまでなのに、その気満々だと思われるのは心外だ。赤い顔をさらに真っ赤にして言い返す。

「はいはい」

「ちゃんと聞いてる？」

「はーい」

　必死になればなるほど暖簾に腕押しで、千沙都は諦めて熱くなった頬を両手で扇いだ。

　とくにあてもなく車を走らせ、途中で見つけた複合商業施設に入った。

　ふたりとも初めて訪れたのだが、春にできたばかりの最新スポットは、週末となるととても混んでいる。

「手、繋ごうか」

「……うん」

　ドキッとしながらも彼の指先に触れると、しっかりと包むように指を絡められた。

（本当に思ってることを伝えてくれる人なんだなぁ）

　先日、告白された時もそうだった。身体の関係を先に持ってしまったせいもあるが、あのまま流れで交際に発展するのではなく、きちんと告白をしてくれた誠実な一面がある。

　手を繋ぐことも、彼にとってはなんとなくではなくて、意味を持っているからこその申し出なのだろう。千沙都はまたひとつ彼の好きなところを見つけて嬉しくなった。

　三階フロアにあるファストファッション店に入った。久我は迷うことなく下着や靴下、無地のＴシャツなどをどんどん買い物かごに入れている。

「このブランドでよく買うの？」

「結構買うかな。消耗品は安いほうがいいし」

「たしかにね」

「それに、明日の俺の着替えも必要でしょ？」

　久我との夜の時間を思い出すと鼓動が暴れだす。脳裏に浮かぶのは淫らな彼の姿だ。濃厚なひと時だったので、より鮮明に思い出せる。もしかしたら、今夜もあんなふうに乱されるのだろうか。

　そんなことを考えているなんて気づかれてはなるまいと、千沙都は平静を装う。

「私も見たい店があるんだけど、次に寄っていい？」

「もちろん」

　館内を行く間も彼は手を繋ぎ、向かいから男性が来ると、自然と千沙都を守るように一歩前に出てくれる。隣にいてくれるだけで十分なのにと、千沙都は彼の手を引いた。

「葉真くん、そんなに守るように歩かなくても大丈夫だよ？」

「千沙都がよくても俺が無理なの。こんなに可愛い彼女、ほかの男だって狙ってるに決まってるんだから、視界に入れたくない」

「そんなことないよ！　私モテないし」

　モテ要素があったなら、どんなに仕事ばかりしていたとしても、空白の四年の間にも言い寄ってくれる人はいたはずだ。

　久我はまったくと言わんばかりに小さく笑って、小柄な千沙都の耳元に顔を寄せてくる。

「俺にモテてるでしょ？　お願いだから守らせて」

　甘い声色で囁かれ、千沙都の頬はチークよりも赤く染まってしまった。

　立ち寄ったのはモードからカジュアルまで揃う、人気のアパレルショップだ。愛読している雑誌に掲載されていたワンピースが気になっていたのだが、デートの前に行ったほかの店舗では取り扱いがなかった。

「あ、あった！」

　ラックに掛けられていた目当ての一着を手にとり、早速鏡の前へ。ブルーグレーの上品なワンピースは、無地ではあるがラインがとても可愛らしく、小物とも合わせやすそうだ。

「思ってた通り。可愛い！」

「こっちも似合いそう」

　久我が持ってきたのは、白のフレンチスリーブとボーダーのスカートがドッキングしたようなワンピースだ。手持ちの赤いバッグと合わせたらおしゃれだろうなとすぐにイメージできる。それに品もいいのでちょっとしたレストランにも着ていけるだろう。

「そっちもいいなぁ」

「両方買ったら？」

「うーん……」

　今着ているワンピースも新調したばかりなのに、今月だけで三着も買ってしまっては浪費が過ぎる気がする。

「俺と会う時に着てほしいんだけど、だめ？　とりあえず着てみてよ」

　鏡越しに見つめる久我にそっと試着室へと背中を押された。

　彼が選んでくれたワンピースに着替え、カーテンを開ける。目の前で待っていてくれた彼は、開口一番に感想をくれると思っていたが、口元を抑えて凝視するだけでなにも言ってくれない。

（あれ？　似合ってなかったかな？　ちょっと若すぎた？）

　いくらオンとオフでギャップがあるとはいえ、三十二歳の女性であることには変わりない。

「もうひとつのほうも着てみるね」

　苦笑いを残して、彼に背を向けた。ボートネックの襟元は鎖骨が綺麗に見えるし、ふんわりとしたスカートが心をくすぐる。とても好きなデザインだし、なによりも彼が選んでくれたのが嬉しいけれど、似合わないのでは仕方ない。

「……待って」

「っ！」

　カーテンを閉めようとしたら、彼が入ってきた。後ろからハグをしてくるその顔は、鏡越しではあるが幾分か頬が赤く見える。

「反則。思ってた以上に似合ってて可愛すぎて……言葉出なかった」

「……嬉しい」

「え？」

「葉真くんに可愛いって言ってもらえるの、すごく嬉しい」

　素直に伝えると、今度は千沙都の首筋に顔を埋めてきた。

「好きだよ、千沙都」

　千沙都は肩を竦めて微笑みごまかすが、鼓動は痛いほど胸を打ち付ける。

　首筋にキスをひとつ落とすと、彼が試着室から出ていった。

（はぁぁ～……心臓に悪い！　こんなことされたらもっと好きになっちゃう）

　鼓動収まらぬまま自分のワンピースに着替え、結局二着とも購入し、店を後にした。

　ランチタイムを過ぎても館内は家族連れで混んでいて、レストランは軒並み三十分待ちだ。並んでいる間にメニューを眺める。

「ハンバーグセットかグラタンか迷っちゃうなぁ」

「わかる。ここのハンバーグは王道で美味しいよね。一周回って帰ってきた感」

「あーそうかも！　店も地元みたいに落ち着く雰囲気だよね」

　店員が出てきて、待機する列の様子を見ている。千沙都たちの五組前にいる家族が、三十分待ちの案内からずっと変わらないと不満げに話しているのが聞こえた。

「……結構かかりそうだね。テイクアウトにして、どこかで食べようか」

「うん、そうしよう」

　久我の言う通り、列は後ろに長く続いている。自分たちの順番がきても、待っている人がいると思うと、なんとなくゆっくりと食事を楽しむ気にはなれそうもなかった。

　テイクアウトの短い列に並びなおす。ハンバーグもグラタンも頼めないが、ハンバーガーとホットドッグ、オニオンリングとポテトのセット、グリーンサラダ、クラムチャウダー、ドリンクを買って施設をあとにした。

　商業施設の隣にある芝生広場のベンチに腰掛け、パラソル付きのテーブルに買ったものを広げる。

「こういうの食べるの久しぶりかも」

「私も。会社の近くだとイタリアンとかお蕎麦が多くなるし」

「俺は会食続きだったからなぁ。さすがにお偉いさんとハンバーガーを食べる機会はなかったよ」

「それほどの仲になったら、それはそれですごいかもしれないよ？」

「商談がすぐまとまるかもね」

　彼が分厚いハンバーガーに大きな口でかぶりついた。青空の下で遊んでいる家族連れを眺めながら、穏やかに微笑む横顔にキュンとしつつ、千沙都もホットドッグを食べ、同じ光景を眺める。

　こんなふうに日差しを浴びてゆったりとしている彼を見ると、互いの忙しさも取引先として察するものがあるぶん、休日のデートで癒せていたらいいと思う。それに、千沙都もこんなに肩の力を抜いて過ごせるデートは記憶にない。

　視線に気づいた久我が、ふっと目尻を下げた。

「さっきから嬉しそうだね」

「こういうデートしたことなかったから」

　千沙都が経験してきたデートといえば、ホテルのレストランや超高層ビルから夜景を望めるバーでひと時を過ごすものが多かった。もちろん楽しかったし、非日常的な気分を味わえて満足していたけれど、贅沢がしたかったわけではない。

（こんなふうに穏やかに過ごせるのっていいなぁ）

　幸せを感じるというのは、今のような時間なのかもしれない。

「……そっか。千沙都が楽しいならよかった。本当は格好つけた店に行きたいんじゃないかと思ってた」

「そういうところは特別な時でいいかな。葉真くんといられたら、それだけで幸せな気持ちになるよ」

「俺も、千沙都と過ごせるだけで幸せ」

　しばらく高層ビル群に囲まれた緑を眺め、車に戻った。

　それから海のほうまでドライブをして、夕日を背負いながら千沙都の家へと向かう間、夕食を作ろうかと提案したが、休日くらい頑張らないでと言われ、デパートの地下にある食品街へ寄り道をした。総菜やビール、ハイボールのウイスキー、レモンなども買い揃えたが、思いのほか買いすぎてしまったかもしれない。

「あ、ちょっと」

「いいじゃん、人目を気にしなくていいんだし」

　帰宅して、一旦買ってきたものを冷蔵庫にしまっていると、ギュッと抱きしめられた。音を立てて首筋にキスが落とされる。

「まだお腹もすいてないし」

「そうだけど」

　昼間のハンバーガーやホットドッグは軽く食べられた割に胃を満たしている。時間もまだ十八時過ぎ。いつもの夕食の時間でもないからか空腹感はない。

「とりあえず、一緒にお風呂入ろうよ」

「え!?」

「先に済ませたほうが、あとから楽じゃない？」

「それはそうだけど、一緒がいいの？」

「別に入る理由ある？」

「あるわよ」

　抱きついてくる彼の腕の中で反転して向き合う。いい返事を期待しているとわかる少年のような笑顔に、流されてなるものか。

「お風呂くらいは一人でのんびりするものだと思ってた」

「いつも一人で入ってるんだから、一緒にいる時くらいは片時も離れたくない」

　彼の気持ちは嬉しい。束縛をされるのは苦手だが、彼のそれはなぜか嫌だとは感じない。きっと自分だけを見て、求められているという安心感があるからだろう。

　だが、一緒に入浴するのは躊躇する。本音を言えば恥ずかしいのだ。浴室の明かりで裸体を晒すなんてドキドキしてのぼせてしまうだろうし、そもそも恋人と一緒に入浴をしたこともない。

　すると、久我が片眉をピクッと持ち上げた。

「……なるほどね。千沙都、恥ずかしいだけだろ」

「そ、それもあるけど」

「もしかして、恋人とお風呂に入ったことない？」

「っ！」

　なんて勘のいい男なのだろう。容易に言い当てた彼は妙に嬉しそうだが、嘘のつけない自分の性格を恨めしく思う。

「そういうことなら、遠慮はしないよ」

「待って」

「待ちません」

　手を引かれるままリビングを出る。廊下の途中にある洗面室に入った。

「ん……」

　唇を摘まれる間、横目で鏡を見れば、キスをする久我の姿が映っている。色香のある非日常的な光景に視線を奪われていると、ワンピースがするりと落とされた。

　足元に溜まったワンピースと、下着姿の自分に鏡から目を逸らした千沙都は、彼の肩をそっと押す。

「ん？」

「やっぱり恥ずかしい。メイクを落としたり、身体を洗ってるところは見られたくないの」

「わかった。その時は背中を向けておく」

「……絶対？」

「うん、それならいい？」

　よくはないが、百歩譲ってなんとかなる気がするから不思議だ。曖昧ながらも頷き返すと、背中に回されていた手でブラのホックが容易に外された。

　何度見られようとも、恥ずかしさに慣れることはない。両手を交差させて胸元を隠したが、彼はショーツを引き下げてくる。千沙都も器用に胸元と下を隠しながら、ますます頬を赤らめた。

　彼が衣服を脱いでいる間、先に浴室に入り、湯張りをする。手早く髪をひとつにまとめてからシャワーを浴びていると、間もなく彼も入ってきた。

「っ……ん」

　うなじにキスをされ、持っていたシャワーがフックに掛けられた。反転させられて向き合うと、熱いくちづけが降ってくる。

「千沙都？」

　呼ばれて目を開ければ、見つめ合ったままキスが続く。少しずつ濡れて束になっていく彼の前髪の、その隙間から覗く瞳の色気に恥じらう余裕が奪われていく。

「ん、ふっ……あ」

　半端に開いた唇から彼の舌先が入って、息が弾む。千沙都の秘所も蜜で濡れてきた。いつの間にか立ち込める湿気までいやらしく色づいているようだ。

「今日も綺麗だ」

　身体を彼の手が滑り、ラインをなぞる。大きな手のひらで臀部に円を描くように包んだのち、あわいに指先が忍び込んできた。

「んんっ……」

　クチュクチュと浴室に卑猥な音が響く。感じている顔を隠したいのに、久我はキスをやめてくれない。そればかりか、下腹に熱いモノが当たっている。こちらを見下ろす瞳は千沙都の逃げ場を奪うように鋭い。

「濡れてる」

「っ、やっ……あ、んぅ」

　自分の嬌声が響いて恥ずかしい。下唇に歯を立てて堪えるも、両脚を開かされ、思うままに蜜泉を撫でられる。

「あっ、んっ！」

　快感のあまり彼の肩に掴まると、反応を示していた乳首が指先で転がされた。

「千沙都も欲しい？」

「……うん」

　素直に返すと、久我は傍らに置いてあるボディーソープを手に取り、泡立てて塗り付けてきた。千沙都も真似をして彼の背中に泡をまぶしていく。

　あれほど恥ずかしがっていたのに、いざとなると快感が勝るなんて思わなかった。

　滑りのよくなった彼の手が、ありとあらゆるところを弄ぶ。双丘を持ち上げるようにして揉みしだいたり、臀部や内腿は焦らしたりして千沙都の反応を窺ってくる。

「気持ちいい？」

　彼の問いかけに一層色づいた吐息を漏らして、身体を踊るようにくねらせたら、彼の手がまた上へ戻ってきた。

　胸の頂にある小さな主張を摘まみながら彼が言う。

「続きはまたあとで」

「っ、ん……」

　散々火をつけられた身体が切なく疼いているのに、その先へ導こうとした手は離れていく。

「風邪ひくと困るし、まずは温まろうか」

「うん……」

　久我が先に身体を洗って、湯船につかり、約束通り背を向けた。

（たしかにこのままエッチしてたら、風邪をひいたかもしれないけど。でも、もうこんなになってるのに……。葉真くんって本当に意地悪なんだから！）

　悶々としながらメイクを落とし、髪の毛、身体の順に洗っていく。自分で触れるだけで感じてしまうほど乳首は硬くなり、蜜口からはとろみを帯びた愛液が溢れていた。

「ごめんね、お待たせ」

　約束を守って壁のほうを向いていた彼に声をかけたら、仰向けるようにして湯船の縁に頭を置き、こちらを見た。

「頭、洗って」

「ふふ。いいよ」

「やったね」

　シャワーで濡らした彼の髪に、泡立てたシャンプーを揉みこむ。時々あまえんぼうになる一面は本当に可愛い。仕事で会う時とは違う、リラックスした表情に胸の奥をしっかり掴まれてしまうのだが、それがまた心地いい。

「葉真くんの髪って柔らかいよね」

「そう？　千沙都のおっぱいには敵わないと思うけど」

　手を伸ばして下から揺さぶるように触ってくる。

「っ、こら！」

「いいじゃん、触らせてよ」

「もうっ」

　彼の目にシャンプーが入ったら困るので、どうにもできずに仕方なく洗髪を続ける。立膝でいる千沙都の胸を、彼は遠慮なく揉んでくるが、頂には触れてこない。

「葉真くん、痒いところはない？」

「後頭部の上のほう」

「ここ？」

「あ～そこそこ。めっちゃいい」

　久我の気が済むまでその周辺に指を立てる。

「千沙都は？」

「え？」

「おっぱい。触られたいところはない？」

　やわやわと指先で揉みながら訊かれ、千沙都は赤らんだ顔を隠すこともできず、困り顔で久我を見下ろす。

（乳首を弾いたり転がしたりされたいなんて……）

　どう触られたいかなんて言葉にしたこともないが、願望だけはしっかりとある。

「そこ、を……」

　言い淀みながらも伝えてみるが、伝わらなくても構わない。はっきり言ってと言われたら、うまく流してしまおうとさえ思う。

「そこって、ここ？」

「んっ……」

　ところが、久我は千沙都が求めていることなどわかっていたようで、硬く主張した乳首をピンと弾いた。思わず頭を洗う手が止まる。

「も、もういいから！　シャンプー流すから目をつぶって」

「はーい」

　ふぅ、と息を整えながら泡を流していく。コンディショナーも馴染ませて頭皮をマッサージしてあげると、いたずらをする手が止まった。

「あぁ……癒される……」

　心の底から溢れ出たように呟く彼はうっとりと目を閉じている。

　日頃どれほど頑張っているのかは、すべてを見たわけではないが理解しているつもりだ。久我ほど努力している起業家はあまり見かけないように思う。だからこそ、二人でいる時に甘えられるとすべてを許し、受け入れてあげたくなってしまうし、恋人が彼でなければそうはならなかっただろう。

　洗髪を終えてシャワーを戻すと、久我が手招いている。

「おいで」

　誘われるままに彼に背を向けて湯に浸かる。長い脚の間に身体を収めると、後ろからやんわりと抱きしめられた。

「髪の毛洗ってくれてありがとう。すごく気持ちよかった。またお願いしてもいい？」

「うん、いいよ」

「じゃあまた一緒にお風呂入ろうね」

　耳元で話す彼に振り返る。

「エッチないたずらしないでくれるなら」

　わざとムッとして条件も付けてみるが、彼には通用しないらしい。満足げな微笑みを浮かべている。

「それは無理だよ。千沙都の身体を見たら触りたくなる」

「……考えておく」

「どうぞ前向きにご検討ください」

「ふふっ、はぁい」

　打ち合わせ中のような会話に笑ってしまった。結局、ついつい久我を甘やかしてしまうのが自分の悪いところだと思うが、直す必要はないだろう。彼が笑顔になってくれるのが一番だ。

　お風呂を出ると、千沙都は着慣れたパイル地のワンピース型のルームウェア、久我も買ってきたファストファッション店のルームウェアに袖を通した。ちょうど小腹が減ったので、買ってきた総菜やビールを出してソファに並んで座る。

　適当に選んだテレビのチャンネルは、サッカーの試合が放送されている。自社製品のＣＭチェックを兼ねてテレビを観ることはあるが、こうして恋人と楽しむのは久しぶりで新鮮な気分だ。隣で砂肝串を食べながらビールを飲み、試合の行く末で盛り上がる久我の存在が、今の自分にとってどれほど大きいものになっているのかを思い知る。

　そして、もう二度とあんな失恋はしたくないと願ってしまう。

「ねえ、葉真くん」

「んー？」

「今度はいつデートしてくれる？」

「いつでもいいって言ったら適当に聞こえるかもしれないけど、千沙都に会うためなら時間作る。本音を言えば、毎日五分だけでもいいから会いたい」

「……本当に？」

「うん。平日の夜でも気にしないで、会いたい時はそう言ってほしい。タイミングによっては会えない時もあるだろうけど、せめて電話で話すくらいはしようよ」

「そっか。なんか安心した」

　彼なら嘘をつかずに向き合ってくれると信じられる。そう思ったら、自然と涙が浮かんだ。

「えっ、どうしたの？」

「ごめん。なんか……すごく嬉しくて」

　両手で顔を覆う。

　久我と新しい恋に踏み出せただけでも十分だと思えていたのに、今日一日でますます幸せを実感し、満たされた。久我の心に自分がいるなんて奇跡のようにも思う。こうして並んで食事をするだけでも、千沙都は泣きたくなるほど嬉しかった。

「大丈夫だよ」

　涙の理わ由けを察したのか、久我の穏やかな声色に安堵を覚えた。

「俺はずっと千沙都といるから」

「うん……」

「言葉だけじゃ、きっと千沙都はいつもどこかで不安なんだろうけど」

「そんなことないよ」

　ただ隣にいて、一緒に過ごす時間がこれからもたくさんあれば幸せだと思う。それなのに、彼はなにかを思案しているようだ。

「ごめんね。泣くつもりはなかったの。でも本当に葉真くんといられて幸せだなぁって思ったら、嬉しくて……っ!?」

　不意を突いてギュッと抱きしめられた。

「千沙都の恋人になった日からずっと考えていたことがあるんだけど、聞いてくれる？」

「うん」

　腕を緩め、耳元でひとつ呼吸を整えたのち、揺れる瞳で彼が見つめてくる。

　いつも自信たっぷりで、千沙都の考えていることなど手に取るように見透かしてくるのに、今は緊張しているのだと伝わるものがある。

（……なにを話すんだろう）

　別れ話ではないと察しはつくが、仕事でも恋愛でも彼の考えやアイディアは、千沙都の想像をいつも超えてくる。

「この先の時間、ずっと先の未来も、俺は千沙都と一緒にいたいと思ってる」

「……」

　自然と溢れた涙とともに、千沙都は何度も頷いた。

　まるで誓いを立てるような彼の言葉は、千沙都の心の枷になっていた不安を取り払ってくれるようだ。

（ずっと先の未来も一緒に……）

　千沙都から抱きつくと、彼はゆったりと包み込んでくれた。

「私も葉真くんとなら、幸せでいられると思ってるよ」

「ありがとう。千沙都、愛してるよ」

　耳元でつぶやく彼の声は、少しだけ震えているような気がした。










　今日も夢中で働いていたら、昼を過ぎていた。

　朝一番の打ち合わせのあと、同僚と企画部のメンバーとともに、新商品ミーティングもこなした。良案であっても採算が取れなければ、営業部長としてプッシュするのは難しくなる。大まかな見積りも提示されたが、他社との差を図るには他の商品案のほうがいいのでは、という結果にまとまった。

　ようやくミーティングが終わり、金曜はデザートがサービスでついてくるイタリアンにやってきたところだ。

【葉真くんお疲れさま。突然だけど、今夜って会える？】

　朝、通勤の間に送っておいたメッセージは既読されているが、返事はまだない。

　せめてスケジュールに久我の来社があれば、無条件でテンションが上がりそうなものだが、彼の企業も多忙が続いている。

（そろそろ会いたいな……。ちょっとでもいいから会って触れたい。触ってほしい）

　先々週のデートで幸せのタンクは満たされたが、ひと目でいいから会いたい。それに、あの日は一緒に入浴して火をつけられ、眠る前に愛し合ったものの、日が空くと身体が彼を求めるようになった。

　思いもよらなかった自分の卑猥な一面を、彼との行為を通じて知ってしまったせいだと思う。おかげで会えない日は密かに慰める日もあるのだが、その経験すらも浅い。記憶にある久我の妖艶な姿と行為を思い出しながら、胸と淫核で達するだけでは、強烈な快感を求めている身体はずっと疼いたままだ。

　だが、素直に会いたいと伝えられるので、心はとても落ち着いている。朝送ったメッセージの返信は会えないという内容であったが、遅くなるけれど帰宅したら電話をすると言ってくれた。

　交際して三か月以上が経過した。しかし、お互いに多忙が続いてデートもままならない。会うとなれば、仕事の後に待ち合わせて食事を楽しみ、宿泊する時は双方の都合を考え、近くのホテルを選んだ。彼の自宅へ行ったことはないし、彼が千沙都の部屋に来たのも、一度しかない。

　それでも心が満たされているのは、日頃から彼に想われていると実感しているからだろう。千沙都もまた最大限に愛を伝えているつもりだ。

　十九時過ぎ、帰宅するなり浴室に向かった。いつ着信があってもいいように、洗面室までスマートフォンを持ち込み、手早くシャワーを済ませる。夕食も作り置きの副菜をメインにして、あっという間に平らげてしまった。慣れてはいるが、やはり一人の食卓は味気ない。栄養バランスを考えてあっても、一人で食べる義務的な食事より、久我と一緒に食べるジャンクフードのほうが美味しいと思う。

　ベッドに座り、本を読みながら着信を今か今かと待つ。

　二十二時を過ぎた頃、ようやくビデオ電話の着信が通知された。応答すると湯上がりと思しき半裸の久我が映し出され、思わず息をのむ。

『ごめんね、遅くなった。もう寝てた？』

「ううん。起きて待ってたよ」

『ありがとう。最近忙しくて、時間取れなくて本当ごめん』

「そういう時もあるよね。私もバタバタしてる」

『千沙都も無理しないでね。……ちょっと待ってて、水持ってくる』

　彼はスタンドにスマートフォンを置き、どんどん遠ざかっていく。画面の端々に映りこむ彼の暮らしを眺めた。

　おそらくスマートフォンを置いたのはリビングで、キッチンへ向かった彼が思っていた以上に小さく見える。スリッパの足音も少し遠いし、一人暮らしをするにはかなり広いのかもしれない。多忙の割に片付いていて、ダークブラウンのダイニングテーブルも見えた。

　大きなタンブラーを片手に久我が戻ってきた。

『お待たせ』

　ゴクゴクと飲むたびに上下する喉元の色気から目が離せない。口の端の水滴を舌で舐め取る仕草だけで、夜の彼が想起された。

『なぁに？　そんなに見つめちゃって。俺が欲しくなった？』

　いたずらっぽく笑って訊いてくる久我の瞳をまっすぐ見つめ、千沙都は口を開く。

「……うん。葉真くんとしたい」

『っ！』

　首にかけていたタオルで顔を覆って、久我が俯いてしまった。

「葉真くん？」

『ごめん、ちょっと待って。十秒くらい』

　意識的に整える呼吸音が聞こえる。具合でも悪くなったのかと案じていると、スッと彼が顔を上げた。

『千沙都がそんなことを言うと思わなかったから、ちょっと反応しかけた』

「えっ!?」

『でも、さすがに今日は会えないから理性で抑えた』

「……そっか。なんかごめん」

『いや、謝ることじゃないよ。なんていうか……素直に言ってくれて嬉しいけど、破壊力すごすぎ』

　困り顔ですら色っぽくて、胸の奥がギュッときつく締まった。

（もう限界かもしれない。どうしても会いたい）

　抑えきれない感情が今にも溢れ出てしまいそうだ。彼に会って、思いの丈をぶつけ、存分に愛し合いたい。こんな気持ちになる恋は初めてだ。

「──葉真くん」

『千沙都』

　同時に声をかけてしまい、千沙都が間を取って続きを促す。

『明日は予定通り仕事なんだけど』

「うん」

『早くても二十一時過ぎになると思うけど、それでも会える？』

「もちろん！」

　嬉しい誘いに、千沙都がふわっと微笑む。久我も目尻を下げて笑みを返してくれた。

『じゃあ、俺の家に日が暮れる前に来てくれる？』

「お夕飯作って行っていいかな？」

『ありがとう。楽しみにしてる』

　予定外に会えることになって、一気に心が浮き立つ。お互い多忙な時は画面越しに一目見れるだけでもいいと思っていただけに、喜びは何倍にも膨れ上がった。




　早くに目が覚めた。枕元のスマートフォンを見れば、七時半を回ったところだ。休日はもう少しゆっくり眠ることもあるが、今日は気合が入っているせいか、アラームが鳴る前にベッドを出た。

（午前中は家事を済ませて、お昼にはスーパーで食材を買い揃えて……。夕方には葉真くんの家に行っておこうかな）

　ベッドメイクを直し、顔を洗って歯磨きをしながら、大まかに予定を立てる。彼の家の合鍵は預かっていないが、マンションのコンシェルジュに通してもらえるように依頼しておくと彼は話していた。彼が帰宅するまでに、夕食やお風呂の支度を済ませておこうと思う。

　お昼には行きつけのスーパーで、メニューを考えながら食材を揃えた。ラザニア、ハンバーグ、野菜たっぷりのスープ。作ったものから耐熱のガラス容器に詰めていく。葉物野菜やパプリカは、軽く洗ってから保存袋に入れた。炊飯器と電子レンジ、フライパンくらいはあると言っていたが、お米があるかは聞かなかったので少し多めに炊いて、それも容器に入れて粗熱を取った。

　時間的に間違いなくお泊まりコースなので、着替えや美容グッズ、準備した夕食などをそれぞれまとめたら、両手いっぱいだ。

　夕方には先日のデートで買ったワンピースを着て、予定通りに家を出た。

　昨夜教えてもらった住所は、高層マンションが立ち並ぶ都心の街の一角だ。普通の会社員では暮らせないであろうそのマンションは、最寄り駅から徒歩五分圏内と利便がいい。

　エントランスまでのスロープをゆっくりと上っていく間、手入れの行き届いた植え込みやデザインされた路面を眺め、見上げれば空に突き刺さるような建物がある。ロビーに入るとカウンターがあり、三名のコンシェルジュに出迎えられた。

「こんにちは。ご用件を承ります」

「月島と申しますが、久我さんのご自宅に伺う予定でして」

「久我様よりご依頼を承っております。月島様、こちらの書類にお名前をご記入ください」

　来訪者名簿に来訪先と日時、氏名を記入する。提出すると、担当者の欄に印鑑が押された。貸出のシールが貼られたカードキーを預かり、案内されたエレベーターに乗って二十三階で降りた。

　物音ひとつしない静寂に包まれた内廊下に、自分のヒールの音がわずかに響く。

　２３０８の表札を見つけ、解錠した。

「お邪魔します」

　留守中とわかっているが、つい声をかけてしまった。玄関の明かりが自動で灯り、ふわりと鼻孔を掠める爽やかな香りに誘われるまま、スリッパを履いて廊下を進んだ。

「リビングは……こっち？」

　廊下にいくつかドアはあるが、唯一ガラスが入ったドアを開ける。

（本当に葉真くんの家だ……）

　昨日の電話で見た景色に立っていると思うと不思議な気持ちだ。壁にはおしゃれな絵画が飾られていて、モデルルームのように広く整然としている。ソファ回りやキッチンにも物が少なく、生活感はほぼない。働いて帰って眠るだけの日々が続いていると言っていたが、本当にその通りなのだろう。

　冷蔵庫には生鮮食品は入っておらず、栄養ドリンクやプロテインドリンク、飲みきりサイズの紙パックの野菜ジュースが十個以上入っていた。まさかこれで栄養を補っているつもりだろうか。恐る恐る冷凍庫を開けてみると、氷とアイス、冷凍うどんしか入っていない。そして炊飯器の隣にはレトルトご飯。料理はしないと断言していただけはある。

　とりあえず作ってきた料理を冷蔵庫にしまい、ひとまずのんびりしようとソファに腰掛けた。

「わぁ、最高……。雲の上みたい」

　ふかふかで包み込まれるような座り心地に感嘆する。背もたれの硬さもちょうどよく脱力して身を預ける。

　横たわっても余るほど長いＬ字型ソファはオットマンもついているし、ツイードのようにモノトーンの糸が混ざった生地は部屋の雰囲気にぴったりだ。

（ここで葉真くんが暮らしてるのかぁ。お洒落な部屋……）

　きっと毎日帰宅してからこのソファに座り、テレビを見たり雑誌を読んだり、お酒を楽しんだりしているのだろう。凄みすら感じるほど真剣に仕事と向き合っている彼にとって、ここがオアシスのような場所なのかもしれない。

　二十時を回る頃、浴室に向かった。洗面室の窓からも都心の夜景が楽しめる。浴室はガラス張りで、とても清潔に保たれていた。バスタブを軽くシャワーで流し、湯はり時間の予約スイッチを押す。

　次いでキッチンに立ち、エプロンを着けた。新品同様のフライパンと片手鍋は見つけたものの、肝心のお皿が見当たらない。

「自炊しないとは聞いてたけど……どうしよう」

　この時間では、食器を扱うような近隣の店は閉まっている。かといって、コンビニで買えそうな紙皿というわけにもいかないし、食器を買いに出たところで彼の好みではない物を置くのは気が引ける。千沙都の自宅に戻って持ってくる手もあるが、それは面倒だし持ち帰るのも一苦労だろう。どうするべきか悩んだのち、久我に相談しようとスマートフォンを手に取る。

　すると、インターホンが鳴った。仕事が早く終わって帰ってきたのだろうか。モニターを見ると玄関呼出の表示とともに、先ほど対応してくれたコンシェルジュが立っている。

「──はい」

『久我様からのご依頼を受けまして、お届けに上がりました』

　パタパタとスリッパの音を立てながら小走りで向かう。施錠を外してドアを開けると、コンシェルジュが恭しく一礼した。その手にはプラスチック製の箱がある。

「こちら、食器などの一式でございます。本日ご使用になるとのことで先ほど貸出のご予約を承りました。ご使用後はこちらの箱にお戻しの上、玄関先へ置いていただけましたら、明後日以降に回収に伺います」

「ありがとうございます。お借りします」

　箱を落とさぬようにしっかり抱えるように持ち、ダイニングテーブルに置いてふたを開けてみる。真っ白な碗や平皿、箸やスプーンまで一式が揃っている。

（どうなることかと思ったけど、こんなサービスまであるのね……）

　借りた食器を軽く洗い、水気を拭きとる。片手鍋にスープを入れて温めなおし、ラザニアはそのまま電子レンジへ。保存袋から野菜を出してすすぎ、パプリカの種を取っていると玄関のほうから音がした。忙しない足音が近づいてくる。勢いよくリビングのドアが開いた。

「ただいま！」

「おかえり。わっ、危ないよ、包丁持ってる」

　背後からギューっと抱きつかれて、身動きが取れなくなった。

「千沙都がいるのが嬉しすぎて」

「私も葉真くんに会えて嬉しいけど、先に手洗いうがいをお願い」

「はぁーい」

　相変わらず母性本能が擽られる甘え方に、胸が高鳴って仕方ない。今日は珍しくスーツ姿だ。重要な顧客か新規取引先とのアポイントがあったのかもしれない。

　戻ってきた彼はＹシャツのボタンを二つ外し、リラックスモードだ。キッチンの対面に立ち、手元を眺めてくる。ニコニコしていて仕事の疲れなど微塵も感じさせない。

「そのワンピース、この前買ったやつ？」

「うん。どうかな？」

「すごく可愛い。エプロンも似合ってる」

「ありがとう」

　褒められて素直に嬉しいと思えるのも幸せなことだ。

「それにしても、いい匂いがするな」

「こっちはスープを温めてるの。お腹空いてる？」

「もうペコペコだよ。っていうか、もしかして千沙都ってなんでも作れる？」

「そうでもないよ。普段は自分の食事だけなのもあって、凝った料理はほとんど作らないし」

　ふたを開けて軽くかき混ぜると、コンソメの香りが湯気に乗って漂う。

「俺がやれることあるかな？」

「でも、お仕事で疲れてるでしょ？」

「それはそれ。千沙都に任せてばかりじゃ申し訳ないよ」

「じゃあ、そこの保存容器にハンバーグが入ってるから、ソースごとお皿に乗せてラップをしておいて」

　指示通りに動いてくれるおかげで、細かな手間が省けて助かる。

「あとは、ごはんも容器に入ってるから、温めたらお茶碗に盛ってね」

「あ、コンシェルジュさんに頼んでおいたんだけど、無事届いたんだね。よかった。帰る途中でふと思い出してさ」

「うん、ちょうど困ってる時に届いた」

「ごめんごめん。今度、買い揃えるからつきあって」

「うん、いいよ」

　空になった保存容器は、彼が洗ってくれた。食事の支度が整ったので、ダイニングテーブルを囲んで座る。

「いただきます」

　胸の前で両手を合わせてから、彼がスープをひと口。すぐにこちらに向けられた満面の笑顔は、美しい瞳が満月のように真ん丸だ。。

「すっごく美味しい！」

「よかった。葉真くん、いつも外食だって言ってたから、口に合うか不安だったけど」

「ハンバーグも玉ねぎが大きいタイプだ……。こういうの好きなんだ。俺の実家と同じ感じ」

「そうなの？　私も実家がこういう作り方だったの。奇遇だね」

「本当最高。一生食べていられる」

「まだあるから、たくさん食べて」

「うん」

　空腹を満たそうとする久我の食べっぷりは、見ているだけで満足だ。マナーに気を使う外食と違って、思うままに大きな口を開けて豪快に頬張る姿は作り甲斐に繋がる。

「お皿とか、どういうのがいいの？　料理する人にとっては、こういう真っ白なやつが使いやすい？」

「もちろん真っ白もいいけど、柄が入ってるのも素敵だよ。二人で色違いとか。……あ、ごめん。私好みの食器なんて置く予定ないかもだけど」

　苦笑いすると、彼は包容力のある笑みを浮かべる。

「千沙都がここで過ごしやすいように、好きな食器もルームウェアも美容品も、なんでも置いていいよ」

「……いいの？　せっかくの一人暮らしなのに窮屈にならない？」

「ならないよ。千沙都に会えない時でも、千沙都を感じられるものがあるほうがいい。本当なら一緒に暮らしたいくらいだけど、それだと千沙都の通勤が大変になるからね」

「今度、私の部屋にも葉真くんのもの、部屋着以外にも置いて行ってくれる？」

　ＯＫと言って、彼はリビングへ視線を流す。

「いつでも来ていいから。今夜みたいに帰ってきて、千沙都がいてくれたらすごく幸せ」

「うん」

　千沙都が大きな頷きとともに笑顔を返すと、彼は「美味い」と言ってラザニアも食べてくれた。

　ゆっくりと食事を済ませたのち、食器を片づける。

「ねえ、今度料理教えてくれる？」

「いいけど、葉真くん作るの？」

「苦手だけど作れたほうがいいだろうなとは思ってる。千沙都が体調悪くなった時とか、いつかふたりの子どもができた時とか」

　軽く洗い流した皿を、隣に立つ彼に渡す。触れる指先が緊張を覚えた。

「……うん。じゃあ次の機会に教えるね」

　子どもができた時と言われて、ドキッとした。

　以前、結婚を見据えているようなことを言われたが、まだ現実味のない話に思えていたのだ。それに、お互い仕事優先で家庭を持つことは二の次になると思っていた。

（葉真くんって、しっかりしてるよね……）

　さすが経営者だ。未来へ目線を向け、きちんとプロセスを考えているのだろう。不得手な料理にも前向きだし、二人のためになると思ってのことなら、こんなに嬉しいことはない。

　ちょうど予約していた湯はりが完了したと、給湯器からメロディーが流れた。

「あ、お風呂も準備したの。週末まで仕事なんて、このところ疲れてるだろうなと思って。ゆっくり入ってきて……っ!?」

　見上げた先、熱い瞳と対峙した。刹那のうちに首筋に顔を埋められ、鼓動が跳ねる。

「んっ、葉真く……ん」

　スマートフォンの画面越しに見た昨夜の半裸の彼の姿が脳裏に浮かぶ。

「ごめん。もう我慢できない」

「わあっ！」

　視界がぐるりと反転し、床を見下ろす格好になった。久我の肩に担がれている。

「葉真くん、お風呂は？」

「あとで一緒に入ろう。今は千沙都を啼かせたい」

　リビングを出て、長い廊下をぐんぐん進み、奥のドアが開けられた。寝室は久我の香りが一層濃く感じられる。

　ベッドに横たえられると、すぐに彼が覆いかぶさってきた。ワンピースの裾がめくれ上がる。枕元のリモコンで、部屋の片隅に置かれたスタンドライトが仄かに灯った。

「今日思ったんだけど、意外とエプロン姿っていいね」

「え？」

　まさかの反応に目を丸くすると、ふっと彼が微笑みかけてきた。

「せっかく着てきてくれたワンピース、皺にならないように脱ごうか」

「……うん」

　突然のことに驚きはしたが、千沙都も今夜は求めてほしくて会いに来たので迷いはない。

　上体を起こすと背中のファスナーが下ろされた。滑るように堕ちていくワンピースが足先から抜き取られ、素肌にエプロンが当たる。

「……葉真くん？」

　下着も脱がされると思ったのに、彼はしばらく瞠目している。

　だが、先に我慢できなくなったのは千沙都だった。

　彼のＹシャツに手を伸ばし、ボタンを外す。次第にあらわになっていく彫刻のように割れた腹筋に、ときめく鼓動が全身を駆け巡る。

「会えない間、いい子にしてた？」

「……」

　一瞬躊躇ったが、頷きで返す。

　彼の言う「いい子」は、もしかしたらひとりで快感を求め耽ったりしないかもしれない。実はひとりでしていたと打ち明けたら、引かれそうな気もした。

　彼の体躯を見つめながらそんなことを考えていると、久我が小さく笑った気がして視線を上げる。

「俺の裸が見たかったの？」

「……うん」

「千沙都って意外とエッチだよね。そういうところもすごく好き」

　彼はスラックスのベルトを引き抜き、ファスナーも下げて前を寛げた。下着が隆起している。

「今日ね、葉真くんのスーツ姿を久しぶりに見たから、ずっとドキドキしてた」

「俺も、千沙都に会えると思ったら、朝からずっとドキドキしてた。……今も、ほら」

　導かれた手のひらが、彼の雄々しい胸板に当てられた。鼓動が伝わってきて、愛しさがこみ上げる。

「朝から？　仕事だったのに？」

「そう。千沙都のことを考えると、いつもこんなにドキドキして困るよ。どうしたら治るかな」

「……治さないでほしいな。私も葉真くんのことを思って、ずっとドキドキしていたい」

「俺も」

　背中のホックが容易に外されて、エプロンの下でブラジャーが泳ぐ。そのまま押し倒される間に引き抜かれてしまった。

「今夜は加減できないかもしれない。……いい？」

　小さく頷いて返すも、恥ずかしくて目をそらした。すると、顎先に指が掛けられ、導かれるままに再び見つめ合い、唇が重なる。

「……千沙都。会いたかった」

　キスの合間に呟かれる自分の名前すら、彼が口にするといやらしく聞こえてしまう。柔らかな彼の唇を食むと、ますます火をくべられたのか、彼のキスが激しくなった。

「ん、ふ……あ、はぁっ」

　呼吸までも奪うような舌技で咥内が弄られる。粘膜が彼の温度に馴染んでゆくのが心地いい。

「あっ、あっ……んんっ」

　エプロン越しに乳房を揉みしだかれて、甘えた声を漏らす。

「あぁ、やばい。千沙都の声だけで、結構クるかも」

　初めて身体を重ねたあの夜や交際を始めたばかりの頃は、淫らな声を聴かれるのが恥ずかしかった。できるだけ抑えようとしても結局抗えなくなるのだが、どうにか堪えようとしていた。しかし、今となってはすべてが従順だ。彼に求められることが嬉しい。セックスをして彼が感じてくれることも、乱れる自分の姿を見て興奮を覚える姿も、なにもかもを愛している。そして、彼の手で染められていくことに快感を強く覚えるようになった。

「んんぅっ……あっ、あぁ」

「もっと興奮させてよ」

　両手で双丘を弄りながら、まじまじと見つめられ、千沙都は両膝を擦り合わせた。隘路から吐き出されようとする愛液の存在に気づかれたくないと思いつつ、快感で追い詰めてほしいとも思ってしまう。

（こんなふうになったのも、葉真くんのせいなんだから）

　抱き合うたびに卑猥な言葉で淫らな一面を自覚させられ、快点を開発された。セックスの最中は、彼の淫欲に支配されてしまいたいとさえ思う。今夜ももれなく身も心も、彼のものになりたくてたまらない。

（たとえば、あのネクタイで……）

　横に傾けた視線の先、今日彼が着けていたネクタイが放られている。シルク生地のブルーグレーが怪しく艶めいて、千沙都の興味をそそった。

　ネクタイで自由を奪われたら、どんな気持ちになるのだろう。悶える姿を見て、彼はさらに興奮して求めてくれるだろうか。

　すると、久我が何気なくネクタイを手に取り、首から下げた。

　興味を満たしてくれるのかと一瞬期待してしまったが、さすがにそんなことまで彼に伝わるはずもない。だが、縛ってほしいとも言えず、ぐっと飲みこむ。

「乳首勃ちすぎ」

「んぅっ……あぁ」

　指先でひっかくように小刻みに擦られて、胸の飾りはさらにエプロンを押し上げている。

　久我の言葉はストレートで、口にするのも躊躇うようなことを平気で言ってくるので、千沙都の淫欲はますます熱せられ、もじもじと両膝を擦り合わせて訴える。

「千沙都、何回も言ったけど、してほしいことは言って」

「……」

　下唇に歯を立てながら、目を泳がせる。

　身体を重ねるうちに、彼の性癖を理解するようになってきた。だが、秘めた願望を口にしたら、とんでもなく淫らな夜になる気がする。

　──でも、彼に乱されたい。

「……もっとして？」

「なにを？」

　恥を捨てて言ったのに、意地悪な久我は解っていないふりをする。千沙都は懇願するように瞳を潤ませ、見下ろす彼に訴えた。

「……胸だけじゃなくて、全部気持ちよくされたいの」

　これ以上は無理だと顔をそむける。視界の端でネクタイが揺れた。

「はぁぁ～……本当、たまらない」

「んんっ……」

　満足げに呟いた彼が、不意に乳首をキュッと摘まみ上げた。

　彼に乱れる様を見られると、感じたことのない興奮を覚える。それは恥辱的だからではなく、色欲を満たされているからだと気づかされた。

「そういうことなら、今夜はエプロンは着けたままでしようね」

「っ!?」

　唐突な彼の申し出を受け入れるかの如く、隘路に秘めていた愛液が零れだす。

　難なくショーツを剥ぎ取られ、本当にエプロン一枚だけになってしまった。可憐な印象の小花柄が、素肌の上ではいやらしく映る。

「きゃあっ」

　足首を掴まれ、豪快に開かれた。ちょうど陰部を隠すようにエプロンがたわむ。内腿を滑る彼の指先が、期待で濡れるそこに触れた。

「あ、んっ……あぁっ」

　彼の指で掻き混ぜられ、決壊したように蜜が滴る。浅瀬を撫でられただけで、焦れったさのあまり腰が動いた。

「俺に会えない間、ひとりでしてた？」

「えっ!?」

　まさか見破られたのかと、甘く喘ぎながら必死で頭を働かせる。だが、証拠などない。彼も訊いただけで確信を得たわけではなさそうだ。

「もう挿れてほしそうだね。蕩けてる」

「……っ、ほしい、けどっ……っあ、あぁ」

　もっと弄ってほしい。ひとつになって快感の渦に飲み込まれる前に、幾度も達してしまいたい。そう願ってしまうほど彼の愛撫の虜だ。ひとりでは得られなかった快感を与えてほしい。ゾクゾクするほど美しい彼に嬲られる悦びで、隘路がきつく締まった。

「じゃあ、こうしようか」

　まとめて持ち上げられた両手が、頭上で縫い留めるように彼の片手で縛られる。

　不自由さに身体を捩ると、秘所を隠していたエプロンがめくれ上がった。

「んっ……」

　久我の瞳に晒されると、どこからともなく快感が呼び起こされる。触れられていないのに、恥部はますます湿り気を帯びた。

「っあ、あっんんぅ」

　エプロンの上から乳首が摘ままれた。気まぐれに転がされ、引っ掻くように刺激を加えられると淡い快感が子宮のほうへ伝わり、また蜜口が愛液を零すので、思わず膝を閉じた。

　視線を落とすと、久我の雄根がボクサーパンツから今にも飛び出そうなほど膨張していて、千沙都はますます煽られる。

（あんなに大きいので、奥でひとつになったら……）

　想像するだけでドキドキしてくる。呼吸まで仕留めるような挿入で、身体を満たしてほしい。会えなかった時間を埋めるように、奥の奥まで突き上げてひどく嬲って、欲を放ってほしい。

「なにを見てるの？」

　動きを封じるように、彼は器用に千沙都の膝を割り開いた。

「わかってるよ。千沙都が欲しいものは全部」

　すべてを見透かすような彼の瞳と、ただただ見つめ合う。

「あぁっ」

　おもむろに胸を愛撫していた指で、前触れなく淫粒が転がされた。

　びくんと大きく腰を跳ねさせて、待ち望んでいた快感に痺れる。両手が不自由なまま、エプロンだけを纏ったいやらしい格好で感じるのは、また新たな快感に目覚めそうだ。

　彼がくれる甘い刺激に瞳は潤み、乳首は一層勃ちあがる。久我はそんな千沙都の様子に魅せられたようで、泥濘と化した隘路へ指を挿入してきた。

「っあああっ……！」

「とろとろでうねってて、千沙都のナカはいやらしいね」

　根元まで挿れた中指と薬指で、波打つように隘路を愛でてくる。

「はぁっ、あ、あっ。気持ちいいっ……もっと、してっ……」

　両脚を閉じるのも忘れて甘えると、久我の表情にも色欲の炎がちらついてきた。

　こんなに乱れても、彼は夢中で求めてくれる。心をさらけ出しても受け止めてくれる久我に絶対的な信頼を感じた。

（快感で追い詰めてほしい──）

　千沙都の淫靡な願いはすぐさま叶えられ、隘路の天井に潜んだ快点を弄られる。

　身体を捩って逃げても、いいところを確実に擽られる媚肉は悦びに震える。彼の指を咥えて離さず、蠕動して引き込んでいくうちに愛液と水音が混じり始め、絶頂の予感が迫ってきた。

「っ、ん……やぁっ」

　千沙都が喘げば喘ぐほど、久我の指使いは激しさを増し、愛液の粘着質な音も卑猥さを増す。

「たっぷり濡らしておこうな」

　深淵に届きそうなほど奥まで挿れた指で狭隘の快点を撫で、蠕動する襞を擦り、愛液の激流を掻き乱される。

「っ、いくっ……！　んぁぁっ」

　絶頂の証が弾けるように飛び散った。彼の指が抜けてもなお、快感の余韻で腰が揺れる様を嬉しそうに見下ろされるだけで、ますます感じてしまう。

（やだ、見ないで……）

　心の中では否定しつつも、千沙都は恥じらいながらシーツの波間を漂う。

「あ、はぁっ……はぁっ」

　乱れる息遣いもそのままに、卑猥に開けた唇が奪われた。彼のキスはいつも優しい。その感触に胸がキュッと締め付けられた。

「気持ちよかった？」

「ん……」

　素直に返すと、久我が微笑む。怪しくも優しいその表情と鋭い眼光の色気に射抜かれた。

「もっとよくしてほしい？」

　さらなる快感へ導いてくれるという誘いに頷けば、ご褒美にキスがひとつ落とされる。

「ちょっと頭上げて」

　久我が衣擦れの音とともにネクタイを引いた。言われるままに持ち上げたら、目元に巻き付けられてしまった。耳の上あたりで結び目が作られる。香水の匂いが鼻先を掠めて、無性に興奮してきた。まるで久我の胸元に顔を寄せ、深く息をしているかのよう。

「俺がいいって言うまで外さないで」

「うん」

　覆いかぶさってきた様子の彼に、自由を得た両手を伸ばしたら、なにかに触れた。

「っん……あっ……」

　それとなく指で転がすと、久我の口から甘い吐息のような声が漏れてくる。偶然にも彼の乳首に触れたようだ。

「葉真くん、気持ちいいの？」

　いつもされているように転がしたり摘まんだりしたら、彼も自分のように感じるのだろうか。前戯でも彼に満足してほしい。

　しかし、不慣れながらも指先を動かそうとした矢先、その手をしっかり握られてしまった。

「俺を気持ちよくしてくれるの？」

「うん」

「それなら、自分で弄ってみせて」

　彼が求めるならば、その期待に応えたくなる。千沙都の手がエプロン越しの胸元に戻された。

　それとなくやわやわと揉んでみるが、快感が遠い。一人でしている時のように乳頭に触れてみても、恥ずかしさが先行してしまうからか、その手元はぎこちない。やはり久我の愛撫でしか満足できない身体になってしまったのだろう。

　すると、片手を取られ、導かれた先で熱いものに触れた。ボクサーパンツの上からでも、雄根が脈打っているのがわかる。

　千沙都はそれをそっと包み、擦り始めた。

「っ……あ、……はぁ」

　久我の吐息と手のひらに感じる灼熱に、千沙都の身体も快感を取り戻していく。

　エプロン越しでは物足りず、とうとう自ら手を忍ばせた。彼の愛撫ですっかり勃ちあがっていた乳首は触れただけで痺れるよう。快感を欲するまま、千沙都は下腹へと指先を伸ばした。

「……あっ、ああっん、やっ、はぁっ……」

　久我に弄ばれた後の淫核は、見事にいやらしくぬめっている。自分でするよりもずっと硬く勃ちあがっていて、指先が滑って捉えきれない。だが、指先から淫核が逃げるその刺激もまた心地よく、嬌声が漏れてしまう。

「もっと転がして、摘まんで。いやらしいのが垂れてるよ」

　見られていて恥ずかしいのに快感を追いかけたくて、彼の指示に従う。蜜口からさらに愛液を掬い、淫核に塗り付けて転がした。

「んあっ、あっ」

　膝を立てて大きく開いた陰部は、間違いなく彼の瞳に晒されている。そう思うと、自らを弄る指先が止められなくなってきた。

「千沙都、いつも自分でそうしてるの？」

「見ないで、っ……あぁっ」

「見せつけてるのは千沙都でしょ？」

　久我は満足げに呟き、雄根を擦らせていた千沙都の手を解放した。

「ほら、弄ってばかりいないで広げて。いやらしくなったところ、中まで見てあげるから」

「っ……」

　激しい羞恥心に襲われながらも火をつけられた身体は暴走している。千沙都は自覚して間もない、新たな淫欲を止められなかった。

　人差し指と中指で花弁を開き、濡れそぼる快感の入り口を晒す。

「もっと」

　言われるままに一層指を広げ、陰唇を満開の花のように割り開く。とろりと愛液が零れゆく感覚がする。

「あ、んっ……」

　目隠しをされているので彼の表情はわからないが、先ほどの嬉しそうな顔を思い出すだけで感じてしまう。

（葉真くんに見られてる……なにもかも全部……）

　堪らずに空いた手でぷっくりと勃ちあがった淫核を転がせば、自然と腰が浮いた。

「っ……、葉真く、んっ……やっ、んぅ」

「千沙都……っ、あ……もっと見せて」

　自分の淫らな姿に、彼もまた己を慰めているのだとわかる。

　このまま見せ合うようにして自慰をしながら達してしまいそうだ。久我に見られているというだけで興奮が増幅して、欲を満たす。ひとりでは得られなかった快感が、すぐそこにある。

　喘ぎながら、弓なりに上体を反らすと、エプロンから双丘が零れた。

「本当、千沙都はエッチだね。仕事ではあんなに凛としてるのに」

「やっ、違うのっ」

「違わないでしょ。自分でしてるのを見せて、ぐちょぐちょに濡らして」

「ん、だめっ……あ、あっ、いっちゃいそうっ……葉真くんっ」

　絶頂が見えてきて、ネクタイの下の薄暗い視界が白い靄に包まれていくようだ。

　早々に外れた羞恥の枷は理性も奪い去り、手元はひとりで耽る時よりも激しく動く。愛液をクチュクチュと啼かせながら淫粒を弄れば、ますます興奮が募る。

　もうこのまま達してしまいたい──。

　千沙都は最大限に両脚を開いて、腰を揺らしながら絶頂を求めるように喘いだ。

「あ、いくっ……っ、葉真くん、あっ、あぁっ──っ!?」

　ところが、達する寸前で止められてしまった。久我が愛液を纏った千沙都の手を掴んだのだ。

「ん、はぁっ……っ、あ」

　呼吸を乱す千沙都の手がそのまま裏腿へと導かれた。そして、胸のほうへと膝頭が押し込まれる。自分で秘所を晒す体勢だ。

「寸止めしたから、ヒクヒクしてるね」

「どうしてっ……」

　目隠しをされ、自慰で達することもお預けになった挙句、秘所を丸見えにするような体勢をとらされる。だが、不思議と嫌だとは思わない。むしろ寸止めに快感を覚えている。

　彼に会えないからとひとりで耽り、いざベッドの上では彼の要求を受け入れて自慰を見せる。こんな淫乱な自分がいるなんて知らなかった。

　もしかしたら、普通の恋人はこんなことをしないのかもしれない。それでも、久我が求めてくれるならすべてが肯定される。千沙都にとって久我は心の拠り所であり、過去の傷口を癒す主治医であり、知らない世界へ導いてくれる人だ。

「どうする？　自分でいく？」

　迷わずかぶりを振った。

「葉真くんが欲しい」

「そう。いい子だね」

　まるで子どもを褒めるような口ぶりだが、自分の痴態に戸惑っていた千沙都にとって、最大限に肯定された気分だ。

（私、こういうエッチが好きなのかもしれない）

　大した経験はないが、変わったことをしたいと思ったことはない。だが、久我に開花させられて意識が変わった。辱めて快感を得る彼とは相性がいいのだろう。

「っ、んっ」

　前触れなく彼の指先がくぽくぽと蜜壺をほじるように動き始めた。人差し指の第一関節までを挿入され、極めて浅いところだけ弄られる。

　早くひとつになりたいのに挿れてもらえず、指技でいかされては焦らされ、自慰の寸止めまで味わった。ネクタイの目隠しは解いてもらえず、大好きな久我の顔さえ見られない。自分の姿にどれほど彼が興奮しているのかはっきりわからないまま、再びお預けにされるような動きに千沙都は耐えきれなくなった。

「も、やだっ……んぅぅ」

　涙声で訴えるも、久我はただ中指を増やしただけだ。蜜孔の入り口で円を描くように弄んで、期待に震える花弁を開いては、糸を引いて愛液が垂れゆく様を眺めているのだろう。

「んっ……」

　意地悪な眼差しを想像しては、反応を示す蜜孔が久我を求めて蠢き、従順にひたすら濡れそぼる。次から次へと隘路を伝う蜜が止められない。

「そんなに俺が欲しいの？」

　言い淀む間に、久我は淫核を転がし始めた。寸止めをされたそこは敏感になっていて、腰が浮いて止まらなくなるのに。

「あっ、あっ……葉真くんっ」

「勝手にいくなよ」

　冷たい物言いをする久我の甘い声色が、過敏になった聴覚を蕩かす。

「ん、あっ」

「わかったの？」

　次の瞬間、ズプっと指が埋められた。淫核もきつく摘まみ上げられる。

「ああっ──！」

　勝手に達してはならぬと言われたばかりだが、不意打ちの快感に抗う間もなく、千沙都は見事に絶頂を迎えてしまった。

　焦らしに焦らされて痴態を晒した後だからか、快感が深い。隘路から散った快水が久我の上体を濡らす。まるで雄根を挿入されたかのような達し方に、千沙都は弓なりに背を反らし、天を仰いだ。小刻みに身体を震わせながらも、もっと奥のいいところを嬲ってほしいと言わんばかりに、肉襞は彼の指を引き込んでしまう。

「っ、あ……あっ……」

　余韻に腰が躍る。達するなと言った彼の指も止められることなく、肉襞を擦り上げて次なる快感の波を呼び起こそうとしている。

「千沙都だめだよ。いく時は言わないと」

「うんっ……あっ、んあぁっ」

　ジュブジュブと淫靡な音を立てる蜜孔は興奮で啼いているよう。

　先ほど触れた肉棒の熱さを思い出し、その雄根で早く奥まで貫いてほしいと願う。

「やっ、んっあ……。それ、だめっ……」

「ここ好きだよな。知ってて弄ってる」

「あぁっ、……っ、またいっちゃうっ──」

　長い指が一層深度を増し、、淫核も押し潰された。同時に乳首にも吸い付かれて、逃げ場のない絶頂に呼吸まで奪われていく。

（気持ちよすぎておかしくなる……）

　喘ぐこともできないまま、弄ばれる快感を貪る。

　収縮する隘路に栓をしていた指が出ていくと、快感の証が溢れ出た。

「たくさんいって、可愛いな。キスしてあげるね」

　不意に彼が覆いかぶさってきた。

　唇が触れた途端、電流が走ったように別の快感が呼び起こされた。余韻に震える隘路が再びきつく締まり、小刻みに腰を浮かす。目隠しをされているからか、焦らされ続けているからか、まるで全身が性感帯になってしまったようだ。

「キスでいったの？」

「気持ちいい……もっとして？」

　唇を食み、吸われ、舌先が絡まった。彼の吐息が熱い。千沙都も浅く達しながら、くちづけに興じ、淫孔から蜜を垂らす。

「ネクタイ取っていいよ」

　ようやく許しを得たが、解くのに躊躇した。

（このままがいいな……）

　辱めてもらえるのなら、隠していたい気もする。視界を遮られて得られる快感があると知ってしまったせいだ。次に彼がなにをするのか、自分がどう映っているのかがわからないからこそ、緊張と期待と不安、背徳感とそれを上回る快感が綯い交ぜになって、強烈な絶頂の引き金になっている。

「どうしたの？　取らないの？」

「──このままがいい」

「っ！」

　思いもよらなかったのか、久我が息をのんだような気がした。

　美しい瞳がどんなふうに自分を見下ろしているのか、想像しただけで陰部はしとどに濡れていく。そんな姿を見られているだけで心地いい。誰も知らない卑猥な自分を、久我にだけはもっと知ってほしい。

「じゃあ、このままひとつになろうか」

「……うん」

　千沙都の返事を待ってから、久我が足元に下りていった。避妊具を着ける音がする。

　抱えていた両脚を下ろして待つ間、早鐘のように鼓動が打ち付けてくる。これは期待の音だ。どんなふうに嬲られ、彼と快感を共有し満たされるのか、早く実感したくてたまらない。

「葉真くん」

「ん？」

「葉真くんは、このままでもいいの？」

「いいよ。……あぁ、千沙都のここ、すっかり溶けちゃったね。シーツまで濡れててすごいよ」

「っ、あっ……んっ！」

　千沙都の膝を割って身体を入れてきた彼は、陰茎で蜜孔を探る。ところが愛液で滑ってしまい、千沙都は堪らず喘いだ。

　それを久我が見逃すはずもなく、愛液を纏った雄根で、啼き濡れる秘所を満遍なく擦ってくる。

「挿れるね」

　鈴口で割り開いた陰唇に目標を定めた彼が、気まぐれな律動で陰茎の張り出しまで隘路に埋めた。

「っ、あっ……んっ、やっ……」

「自分で押さえてて」

　再び脚を抱え、恥ずかしい体位をとらされる。

　今度は焦らすことなく、灼熱が押し込まれた。子宮の奥から押し寄せてくる悦楽の予感に、千沙都は甘い嬌声を上げた。

「あっ、ああっ！」

　堰を切ったように久我が抽挿するたびに、粘り気を帯びた音が室内に反響している。桜色に染まった乳房を弄りながら、彼の息遣いが乱れていくのが愛しい。

（葉真くん……）

　千沙都が彼の髪を撫でる。

「最高に綺麗だよ」

　ツンと勃った双丘の頂を転がされ、淡い快感が胸から子宮のほうへと伝わっていく。そして、蜜で溢れかえる秘孔は雄蕊を最奥へと誘った。

　欲望のままにすべてを晒し、久我を欲して腰を振る。律動に合わせようとしたら、すかさず彼が両脚を抱えてくれた。ようやく解放された手で、彼の逞しい腕に掴まる。

「……っ、おくっ！　んあぁっ！」

　滾った雄蕊で最奥を穿とうと、久我が体重をかけるように真上に来たのがわかる。律動とともに漏れる熱い吐息が耳朶にかかる。

「千沙都の奥にある好きなところ、俺を締め付けてくるね」

「んっ、あ……葉真くんっ、もっと」

　もっと愛でてほしい。身体が壊れるほど愛し合いたい。

　──もっと、もっと。

　次の瞬間、願望を口にせずとも快点を穿たれた。

　密着する身体も、ひとつになった隘路も、なにもかもが熱くて蕩け落ちてしまいそうだ。

　こんなに感じるセックスはしたことがない。彼の姿が見えなくても、触れて、ひとつになって、最奥を穿たれる悦びに眦が濡れた。

「──いっ、く……！　あっ、やぁっんっ！」

　身体を震わせながら盛大に絶頂を迎えた瞬間、ネクタイが解かれた。

　悶え乱れる表情を見られた恥ずかしさと、数分ぶりに見た久我の妖艶な表情で、達している最中に再び隘路がきつく締まる。

「可愛い顔が見たくなってさ。……あ、また締まった」

　面と向かって甘やかされると、無条件に身体が快感を欲する。そして、ようやく互いの顔を見て求め合える喜びに、千沙都の瞳が潤んだ。

「泣くほど気持ちいい？」

　律動を止めていても、隘路をみっちりと埋めた熱杭の存在に媚肉は悦びを訴え続ける。

「もっとして？」

　キスをせがむと、やんわりと重なった。

　久我が乱れた髪に指を通し、汗ばんだ額を拭ってくれる。ベッドの上では絶対的な主導権を握り、快感から逃げる隙すら与えてくれないが、ふとした時に彼の優しさを実感して、また幸せな気持ちになる。

（葉真くんとなら、ずっと一緒にいられる。絶対にふたりで幸せになれる）

　身体を繋げたままのくちづけに癒されていると、彼が耳元に顔を埋めた。

「──今夜は最高に気持ちよくしてあげるからね」

　刹那、子宮口の弱点に雄根の先が押し付けられた。

　そこは今まで触れられてこなかった深海のような場所だった。

「っ──！」

　急所のような快感の芯を突き上げられ、息が止まるほどの悦楽が訪れた。

　ただ彼を見つめて悶え、声にならない喘ぎに唇を開く。凄まじい快感で全身は粟立ち、乳首も淫核もなにもかもが痛いほどに勃っている。隘路は一層久我を締め上げ、肉襞は彼を逃がすまいと収縮する。

「っ、千沙都……愛してるよ」

　今にも果ててしまいそうな久我の美麗さに酔いながら、絶頂を極めた千沙都はあっという間に真っ白な波間に身を放った。

　──胸元に感じる熱い感覚にまぶたを開けた。見れば、久我の舌が右乳を這い回り、チュウっと突起を吸い上げている。

「っ!?　……あっ、んっ」

「気づいた？」

　強烈な絶頂で気をやってしまった千沙都を寝かせたまま、行為が続いていたことに驚く。エプロンも脱がされ、お互いに一糸纏わぬ姿になっていた。

「続けていい？」

　ノックするように彼が腰を振る。再開した律動で肉襞がすぐに快感を取り戻す。

「ん……」

　両手を伸ばし抱きつこうとしたが自由がない。いつの間にかネクタイで両手首が縛られていたのだ。

（またこんなにされてる……）

　ひとつになったまま両手を拘束され、好き勝手に愛撫されていたと思うと、蜜壺がいやらしいものを零し始める。

「葉真くん、キスして？」

「いいよ。おいで」

　上体を支えられながら起き、彼の膝に座るようにして向かい合う。拘束された両腕の輪に彼の頭を通すようにしたら、自然と抱き合う体勢になった。

「っ、んっ……」

　深くなった挿入に甘声を漏らすと、いたずらに下から突き上げられた。

「あっあっ……んぅ、は、んっ」

　搦め合う舌の熱さで咥内も淫らに染められる。剛直は変わらず千沙都の最奥を狙って容赦なく快感を植え付けてくる。

　あんなに何度も果てたのに、まさか久我は一度も欲を放っていないのだろうか。先ほど気をやるほど激しく達した時、彼も一緒に快感を極めたのかもしれないが、色っぽい表情を見たのを最後に記憶がプツリと途切れている。

「……さっき、葉真くんもいったの？」

「いや。俺はこれからじっくり堪能させてもらう」

　眼前でにっこりと微笑まれてゾクッとした。

　彼のテクニックのせいでもあるが、自分だけ絶頂の波に攫われてしまったらしい。だから目を覚ますまで、彼が愛撫を続けていたのだと合点がいく。

「たくさんいってくれるのは嬉しいけど、俺を放っておいたことは許さないからな？」

「っ、でも」

「俺が片想いしてた三年分、受け取ってくれないの？」

　反論しようとしたら、両胸の飾りがきつく摘ままれた。顎先を上げて身悶える。

「っああっ！」

「ほら、もっと俺を欲しがって。たくさん濡らしてまたいってみせてよ」

　きゅうきゅうと締め付ける蜜路が久我の灼熱で拡げられ、嬲られる。躊躇いのない突き上げは、確実に千沙都を快感へと導いていく。

　そのうちに彼の脚に愛液を散らしながら、浅く達しては引き戻され、より一層深いところを抉られた。

「千沙都は恥ずかしいところを見られるのが好きみたいだね」

「っ……んああっ！　奥、だめっ……！」

「縛られたり目隠しされたり、自分でしてみたり、エッチなところを見られると気持ちいいんでしょ？」

　口を開けば喘ぎ声ばかりが漏れていく。

　否定はしない。新たに芽生えた自分の性癖に気づかされたのだから。

「っ、葉真くんだから……」

　ゆさゆさと上下に揺らされて双丘が弾む。しっかりと腰を掴まれて、抽挿からの逃げ場は与えられない。今にも達してしまいそうで両腿が震える。

「あ、あぁっ……っ」

　子宮の奥から熱さが込み上げてきて、今にも爆ぜてしまいそうだ。

「いくっ……っ、ぁっ……」

　だが、あと少しのところで久我は律動を止めてしまった。まじまじと千沙都を見つめてくる。

「ちゃんと答えてくれる？　千沙都は見られるのが好きだって」

「……葉真くんにされるから気持ちいいの」

　焦らされる悦びに瞳を潤ませながら訴えると、彼は満足げに笑みを浮かべた。

「わかってるよ。千沙都が俺に苛められたいことくらい」

「っ、あぁっ──！」

　浅瀬まで抜いた雄根が蜜路を猛進し、千沙都の深淵を一突きで仕留めた。

　蕩けた隘路は容易く悦楽に酔いしれる。今夜開発された弱点ばかりを念入りに侵され、千沙都の身体が操られていく。そのうちに快液が噴き出した。

「千沙都っ……」

　今度こそ久我の淫欲も避妊具の中で白く爆ぜたようだ。しかし、それでも足りないのか、彼は果てながらも脈打つ雄根で嬲り続ける。

「っ……葉真くん……あぁっ──」

　譫言のように何度も彼の名前を口にすると、胸元にきつく吸い付かれ、今夜愛しあった証をくっきりと残してくれた。





＊＊＊






「ですから、ここは変更なしと先日お伝えしたはずです」

「はい。それでも提案だけはさせてほしいんです」

「他の変更点に注力してくださると助かります」

　久我の会社の担当者と、千沙都の勤務先の担当者が会議室で話し合っている。今日は別部署の案件なので彼女に会う予定はないが、社員に知った顔は多い。

　来期の新商品広告の打ち合わせは順調と報告を受けていたが、どうやら今日はやや白熱気味だ。こちら側の提案に聞く耳を持つ様子はない。

　久我は自社の担当者に落ち着いて話を進めるように助言し、席を立った。この後は別件が入っているので、そうそう長居はできない。

（双方の言い分もわかるけど、お互いよりよくしようとしてるだけなんだよなぁ。まあ、こういう話し合いこそ、いいものができる予感でもあるんだけど）

　目の前の自販機で缶コーヒーのボタンを押す。かがんで商品を取り出すと、自然とため息が出た。今日はちょうどアポイントを入れていたので、ついでに会議に顔を出してみたが、まだまだ課題は多いと実感した。

　通路の端の大窓から日が差し込んでいて心地よさそうだ。缶コーヒー片手に足を向ける。高層ビルばかりで視界はそこまで開けていないが、上を見れば綺麗な秋空が広がっていた。

　ふと考えてしまうのは千沙都のことだ。青空を見ると、彼女と初めてデートをした日のことを思い出す。家族連れが多くいる公園で過ごしたあの時間は、久我にとっても新鮮だった。

（格好つけた店じゃなくても楽しんでくれて、一緒にいるだけで幸せだと言ってくれる相手、今までいなかったもんな……）

　久我は学生時代から目立っていたこともあり、女性に困ったことはなかった。どうにも軽薄な印象を持たれやすいが、相手を弄ぶようなことはしなかった。今となっては肩書に惹かれて近づいてくる相手が大半だが、恋愛のスタンスは変わらない。

　そんな中、取引先の千沙都に人生初のひとめぼれをした。思わず憧れてしまう年上の女性だった。柔和ながらも芯のある話しぶりは、彼女の部下の信頼が久我にも伝わるほどだった。

　それがまさか実るまで三年もかかるとは思いもせず、会うたびに惹かれては片想いをしてきた。友人の披露宴で彼女から声をかけられなかったら、今でも平行線だったかもしれない。

　結婚を意識したのは千沙都が初めてだ。自然体でいられる心地よさに、つい甘えてしまうこともある。

　彼女との甘いひと時を思い出していると、ポケットに入れていたスマートフォンが震えた。顧客からだ。

「お世話になっております。久我でございます。……ええ、準備できておりますので、本日中にお送りいたします。──来週ですか？　申し訳ございませんが、本日は出先におりますため、資料と一緒にメールでスケジュールをお伝えさせていただきたいのですが、よろしいでしょうか」

　用件を聞いて通話を終えると、エレベーターから数名降りてきた。千沙都とその部下だ。すぐに部下の女性社員がこちらに気づく。

「あっ、久我さん！」

「お疲れ様です。お邪魔しております」

　いつも通りの対応を心掛けるが、予定外のことに心が浮き立つ。

（やっぱり格好いいなぁ、千沙都は）

　仕事中の彼女は格好いいという表現がとても似合う。もちろん女性としての可愛らしさも感じられるのだが、余裕を感じるゆったりとした所作に久我は今日も恋心を実感した。

「久我さん、いつもお世話になっております。今日はお打ち合わせですか？」

「ええ。宣伝部の宮田部長とお話させていただきました。弊社の担当者も別件でお邪魔しておりますが」

「そうなんですね」

　何気ない会話の間も、彼女を見つめる瞳にはついつい想いが宿る。

（本当なら、関係を公にできたらいいんだろうけど）

　当初の約束は守らなくてはと、千沙都に触れたがる指先をキュッと握る。

「久我さん、今日はもうお帰りですか？」

「はい。この後他社とのアポイントがありますので、頃合いを見てお暇します」

「いつもお忙しいでしょうから、どうぞご自愛くださいませ」

「ありがとうございます。月島さんも」

「はい。それでは失礼いたします」

　きれいな微笑みで三日月形になった口元に、わずかに理性が揺れた。

（今すぐキスしたい……）

　彼女を押し倒して、キスをしながらスーツを剥ぐように脱がせて、めちゃくちゃに愛したい。部下と話しながら去っていく彼女をエレベーターの前から見つめた。

　交際に至る前は保てていた理性が、あの夜一線を越えてからというもの壊れてしまったらしい。千沙都のことを思い浮かべるだけで性欲のスイッチが入りそうになるし、実際に彼女を前にすると触れたくてたまらない。

（こんなに夢中になる恋は初めてだな）

　愛しい彼女の表向きの顔と、ベッドでの淫らな姿。そのギャップを知るのは自分だけだろう。優越感が沸き上がってくるが、ふと千沙都はどう思っているのか気になった。

　偶然顔を合わせても、仕事中の彼女は仮面をかぶったように微動だにしなかった。少しくらいは気持ちが浮き立っていて欲しいと思う。

　久我はエレベーターに乗りながら、下っていく景色を眺めつつ思い耽った。







４ 君なしでは生きていけない








　朝から鏡の前で何度も服を合わせては、首を傾げる。

　ワンピースやセットアップ、デニムなどクローゼットから選びに選んで、エコレザーのプリーツスカートを主役にしたコーディネートに決めた。上はボリュームスリーブのカットソーで、ふんわりとしたやわらかそうな印象にし、甘さの調節を図るために、足元は白いブーツにした。

（うん、結構いい感じ）

　仕事ではスーツが多く、デートもワンピースを好んで着ていたので、たまにはこんな服装もしてみたくなった。

　十一月六日、日曜日。千沙都は久しぶりのデートに文字通り浮き立っていた。

　今日はいつものデートではない。久我の誕生日だ。「久しぶりに会えるのに、一日だけじゃ足りない」と彼に甘えられてしまったので、明日はふたりとも休暇を取っている。時間を気にせず過ごせると思うと、つい頬が緩んでしまうのだ。

　以前、彼に言われた「いつかふたりの子どもができた時」という未来の話は、あれからも時折思い出しては、幸せな想像ばかりしてきた。実際にその時が来たら、今日のように彼の誕生日を祝えたらと思う。

　今一度、姿見の前で回ってチェックしていると、セットしておいたスマートフォンのアラームが鳴った。そろそろ彼が迎えに来てくれる時間だ。手鏡やハンカチ、お直し用のメイクセット、もしもの時の頭痛薬などを入れたピルケースや絆創膏もバッグに入れる。そして、用意しておいたプレゼントも忘れずに持った。

【家の前に着いたよ。急がなくていいから、忘れものと戸締りに気をつけて】

【おはよう。迎えに来てくれてありがとう。今から出るね】

　久我とのデートは、何度経験してもドキドキしてしまう。待ち合わせ前の短い時間でさえ、ときめく胸は高鳴りを止めない。

　わざわざ車から降りて待っていた彼は、千沙都の姿に驚いているようだ。おそらく普段と違う雰囲気だからだろう。

「変、かな？」

　三十三歳にしては、やや若作りしすぎたかと苦笑いを浮かべ、スカートのプリーツを摘まむ。

「……全然、変じゃないよ。すごくおしゃれ」

　まん丸だった目を細めて、彼が褒めてくれた。

「でもレザーを着るなんて意外。いつも柔らかい印象だったから」

「私もそう思う。このスカート、結構久しぶりに履いたの。仕事では絶対に着ないし」

「そうだよな。月島部長はスーツだもんなぁ。……あ、足元気をつけて。隣にどうぞ」

「ありがとう」

　念のために持ってきたストールを後部座席に置かせてもらい、ドアを開けてくれた彼の手を取って車に乗り込む。後ろを回って運転席に座った彼からは、いつもの香水を感じた。

「この匂い、本当に好き。葉真くんって感じがする」

「同じ香水つけてる人に出会ったことないんだよな。珍しいわけじゃないと思うんだけど」

　彼が薄手のタートルネックニットの首元を指で下げ、こちらに差し出してきた。千沙都は身体ごと近づけて鼻を寄せる。

「っ!?」

「隙あり」

　不意打ちでキスをされて、今度は千沙都の目が丸くなった。真っ赤になった頬を俯いて隠すも、彼はしたり顔で満足そうにしている。

「ランチ、何時に予約してくれたんだっけ？」

「十二時半」

「ちょうど間に合いそうだね」

　車を出した彼が、周囲に目を配りながらハンドルを握っている。

　久我の誕生日なので、ランチもディナーも予約済みだ。会食の多い彼も行ったことのない店らしい。彼は「わざわざ予約までしなくてもいいよ」と言ったが、年に一度の特別な日くらいと千沙都の気持ちを汲んでもらった。

　行き先に合わせて、彼もいつになくシックな格好だ。薄手のタートルネックとシンプルなスラックスを合わせ、足元はローファー。先ほど後部座席に荷物を置いた時、おしゃれなジャケットもあった。シンプルながらも計算されたコーディネートは、彼のスタイルのよさを引き立てている。

　久我はそこにいるだけで人目を集めてしまう華やかな雰囲気の持ち主だが、なんて美しい男性なのかと千沙都は改めて感嘆した。外見だけでなく人柄や仕事ぶり、そして恋愛の進め方やベッドでも、彼にまつわるすべてのことが愛しくてたまらない。会うたびに今日は心臓が持たないかもしれないと甘い不安を抱くほど、身も心も彼の虜だ。

　予約時間の五分前にレストランに到着した。坂の多い住宅街に佇むカジュアルイタリアンはすでに混み合っている。

　案内された円卓には、予約席の札が置いてあった。向かい合って座る彼があまりにも気品を感じさせるので思わず見つめていたら、彼がふっと相好を崩した。

「なぁに？　そんなに見つめて」

「いつも格好いいとは思ってたけど、葉真くんこそ今日は雰囲気が違うから」

「そりゃあ、自分の誕生日だもん。思い切り格好つけるよ。千沙都にもっと惚れてもらわないとね」

　なにもしなくたって鼓動がうるさいのに、これ以上惚れてしまったら、どうなるのか予想もつかない。

　店員からコースメニューの説明を受け、飲み物を注文する。彼は運転があるのでアイスダージリンティー、千沙都も昼から飲めるほど強くはないのでハーブティーにした。

　すぐに出されたアンティパストは旬の鮃と文旦の小鉢だ。

「いい味。爽やかだね」

「そういえば、葉真くんって好き嫌いなくてえらいよね」

「千沙都は鳥皮とかハチノスとか苦手だよな」

　苦手なものを覚えていてくれただけでますます頬が緩んでしまう。

　交際を始めてから半年近く経つが、未だに二人の間には初々しさが残っていて、どんな話をしてもお互いに新しい発見をするような気分になる。

　アラビアータはピリッと利いた赤唐辛子とチーズのまろやかさのバランスがよく、手打ちパスタの食感もいい。付け合わせのフレッシュサラダがみずみずしく、レモンソースがさっぱりしている。

　旨味が凝縮されている豚肉のグリルは、噛めば噛むほど口内に広がる脂の甘味が後を引いた。三百グラムあったが、久我が二百グラムをぺろりと平らげた。デザートは巨峰のジェラート、食後はハーブティーを飲んで店を後にした。

「美味しかったなぁ」

「葉真くん、結構お肉食べたね」

「実は昨日の夜、夕飯食べ損ねて腹減ってたんだよ」

「本当忙しいね。でも、あんなに食べて、お夕飯は食べられる？」

「ちょっと腹ごなしに歩けば余裕」

「じゃあ、少し歩いたらカフェでゆっくりしよう」

　近隣を歩く間、繋がれた手に幸せが包まれている。交際したばかりの頃は、どこで知り合いが見ているかわからないとハラハラしたものだが、今となっては知られてしまってもいいと考えが変わってきた。彼となら、仕事上でも変わりなく良好な関係を築いていける自信を持てたからだ。

　ウィンドウショッピングをしつつ、三十分ほど散歩をしたのち、大通りの裏手にある遊歩道沿いのカフェに入った。千沙都がテラス席で待っていると、彼は頼んだカフェオレを持ってきてくれた。目の前の歩道を行く仲睦まじい高齢の夫婦に、未来の自分たちを重ね見る。

「あんな夫婦って憧れるよね」

「そうだね。きっと何十年も夫婦を続けて、お子さんも独り立ちしてて、また恋人だった頃に戻るような感じっていうのかな」

「出会ってから、どれだけ時間が経っても、ずっとお互いに恋をしてるって素敵」

　千沙都の願望混じりの話に耳を傾ける彼も、陽だまりのような表情で同じ景色を眺めている。

「……千沙都、俺たちのことだけど、そろそろ公にしない？」

「葉真くんは大丈夫なの？　仕事に差し支えない？」

「平気だよ。俺はずっと隠したくないと思ってたんだけど、千沙都はどう？」

　取引先だからこそ隠し通してきた関係だ。それぞれ立場もあるし、私的なことに周りを巻き込みたくないという、千沙都の気持ちを優先して、彼も関係を秘めてきてくれた。

　一方、公表したとしても理解を得られる気もしている。千沙都自身がこれまで築き上げてきたキャリアや人間関係が、なによりの証拠だ。

　久我も日々挑戦を続け、山も谷も乗り越え、仲間やクライアントとの関係を強固なものにしてきているし、なによりも彼への信頼は今や絶大なものがある。そんな二人の交際が仕事に悪影響を及ぼすと、誰が思うだろう。

　千沙都の答えを待つ彼の瞳は今日も穏やかで、真摯な想いが伝わる。恋人になってからそう長くはないけれど、仕事に対する姿勢を互いに認め、尊敬しあっているからこそ、彼も踏み切ろうと決断したはずだ。

「きっかけもなく打ち明けるのは気が引けるけど、訊かれたら話すようにしていこうかな。私たちのこと、もう隠さなくていいよね」

　彼は千沙都の心をそっと包むように手を取った。

　仕事でもそうだが、彼とはなにかと馬が合う。食の好み、ファッションセンス、物事の考え方、会話の間の取り方、さらにはセックスまで相性がいい。彼とならどんな日でも一緒に食卓を囲みたいし、何気ない話も楽しい。これからの多忙な日々も支え合っていけると思えた。




　気が付けば夕方を回り、日が暮れていた。ネオンやビル群の明かりが太陽の代わりに街を照らしている。

　ディナーも大満足で、久我の自宅に向かった。ソファで寛ぎながら、帰りがけに買ったハーフボトルのシャンパンを開けて乾杯する。

「葉真くん、改めてお誕生日おめでとう」

「ありがとう。千沙都も忙しいのに、なにもかも準備してくれて大変だったでしょ？」

「うぅん。むしろすごく楽しかった。……これ、プレゼント。よかったら受け取って」

　今日のために用意したプレゼントをバッグから出して渡す。男性に人気のあるブランドとわかる包みを見て彼は驚いている。

「え、こんなにいい物、もらっていいの？」

「もちろん！　葉真くんのために選んだんだから」

　千沙都が選んだのは、腕時計と合わせて着けられそうなブレスレットだ。嫌みのない上品なサイズ感で、留め具に付属した円形のチャームには彼のイニシャルを刻印してもらった。彼はいい物と言ってくれたが、なによりも千沙都の想いが込められている。

　すぐに彼は着用し、手首をかざすようにして、壁の鏡に映した。

「似合ってるね。葉真くんにぴったり」

「毎日着けるよ。仕事でもプライベートでも」

「仕事がもっと順調に進むように、毎日健康でいられるようにって気持ちを込めておいたよ」

「本当にありがとう。千沙都の気持ちもブレスレットもずっと大切にする」

　ギュッと抱きしめられ、千沙都はうっとりと目を閉じた。

　愛する人の誕生日を祝うなんていつぶりだろうか。きっとこの世でありふれた時間なのかもしれないが、千沙都は今日のことも忘れないだろうと思った。

「今日は俺も伝えたいことがある」

　おもむろに身体を離し、彼がじっと見つめてくる。そして、千沙都の手を取った。

「こんなに幸せな誕生日にしてくれてありがとう。次も、その次も、千沙都の誕生日も、これから先の記念日をずっと大切に祝っていこう。……千沙都、結婚してください」

　照れたように、彼がふっと微笑む。

　その表情に、瞳の温かさに、なによりも人柄に惹かれ続ける心が大きく締め付けられ、鼓動が鐘のように鳴る。これほど未来をともにしたいと思える相手と出会えたことこそ、幸せなのだと思う。

「……嬉しい」

　自然と潤んだ瞳から、大粒の涙が零れた。

　結婚どころか恋人なんて、しばらく無理だろうと諦めていた日々が脳裏を巡る。密かに惹かれていた彼と未来の約束を交わせるなんて奇跡のようだ。

「ありがとう。私も、葉真くんと一緒になりたい」

　抱き寄せられ、涙で濡れた唇が重なる。

「愛してるよ。俺はもう千沙都なしでは生きていけない」

　キスをしながら時折見つめ合い、どちらからともなく微笑んで、また唇を重ねる。

　そのうちに吐息が熱くなり、カットソーの裾が胸上まで捲り上げられた。

「千沙都が欲しい」

　彼の瞳に映るランジェリーは芳醇なワインを思わせる色だ。レースから透ける白肌は今夜も艶めかしい。スカートのサイドファスナーも下げられて、丁寧ながらも剥ぐように服が脱がされた。

　いつもなら服の上から焦らすように触れてくるのに、今夜の彼は余裕がないように感じる。

「葉真くん？」

　何気なく問いかけるが、返されたのは企んだような笑みだけ。

　すると、おもむろに背後に回りこんでハグをしてきた。

「前、見て」

「っ！」

　壁の鏡に映る自分のランジェリー姿に、淡い快感が込みあがる。動揺している隙を突いた久我は半ば強引に千沙都の膝を立て大きく開脚した。

「えっ!?　ちょっと」

　驚いて振り返ると同時に、深く唇が塞がれた。搦めとられる舌の感触は否応なしに淫らな気持ちを引き出す。咥内を丹念に愛撫され、千沙都の瞳はすっかり潤み、愛欲を浮かべている。

　そっと包まれた右手がおもむろに内腿を滑る。ワイン色のショーツの船底に指先が置かれた。

「自分でしてるところ、見せて」

「えっ!?」

「前みたいにできるでしょ？」

　忘れもしない記憶に言葉が詰まる。

　目隠しをされ、彼に言われるがまま自分で花弁を開いて行為に及んだ夜、淫猥な姿を彼に見られる快感に気づかされた。

　本来、恋人にさえ秘めるべき千沙都の姿を見て、非常に興奮していた久我の雄根の熱く硬い感触は今でも思い出せる。

（だけど、絶対無理。あの日はどうかしてたんだもの）

　まさか、また同じことを求められるなんて。

「そんなに驚く？　千沙都はわかってるでしょ？」

　久我が耳元に唇を寄せてくる。

「……恥ずかしいのを見られると興奮するって」

「っ……！」

　ここぞとばかりに吐息混じりの甘い声色で話す彼が、掴んでいた千沙都の手をショーツに軽く擦りつける。千沙都は蜜路の蓋を外そうとするような自分の指先の動きに、なんとか理性を働かせた。

「でも、今日は」

「今日だからだよ」

　操られる千沙都の中指が淫粒を擦る。久我は耳朶を甘嚙みし、鏡越しにこちらの様子を伺っている。

（そんな瞳であの日も見ていたの……？）

　欲情した熱い視線が鏡の中の千沙都に注がれている。時折感じる息遣いは彼の興奮の表れだろうか。

「あっ、んんっ」

「……ほら、すごいでしょ？　千沙都のココ。もうこんなに濡れてきた」

　声色こそ穏やかだが、彼の瞳はますます色欲に満ちている。その色気にゾクッとした肌が粟立った。

「んっ、ああっ……っ、やだっ」

「嫌じゃなくて、気持ちいいじゃないの？」

　いつの間にか溢れていた愛蜜がショーツに滲んでくる。操り続ける指先は湿り、そのうち千沙都は自らそこを弄び始めた。

「っ、は……あ、見ないで」

　自分の淫猥な姿が鏡に映っている。久我に懇願するも、彼は鏡越しにまじまじと見つめるばかりだ。見ないでと言いながらも、千沙都はその手を止められない。

　左手も誘いざなわれ、ブラジャーの上からでもわかるほど勃ちあがった頂点の感触に愛欲が募る。清い約束をした夜だからか背徳感が色濃い。

　耐えきれないほどの快感で彼に寄り掛かると、久我の熱いモノを腰のあたりに感じた。

「っ、ん……はぁっ」

　彼の興奮を知ったせいで、陰部を擦る指も胸を揉みしだく手も止められない。半ば強引に開かれたはずの両脚は、自分の意思で最大限に開いている。

「ここ、見せて」

　彼がブラジャーの肩紐を落とし、片方だけカップを引き下げた。

「……いやらしいね、千沙都」

「んぁっ！」

　ピンと指で弾かれて、転がされる乳首が悦ぶ。ショーツの船底がさらに濡れ、色を変えていく。

（やっぱり自分で触るより、葉真くんにしてもらうほうが気持ちいい……）

　いたずらに嬲られる乳首はさらに勃ちあがり、鏡越しでも主張がわかる。

　嬌声交じりに吐息を漏らすと、気まぐれに唇が塞がれた。舌を伸ばせば搦めとられて逃げ場はない。

「はぁっ、……あっん」

　涙目で後ろの彼を見つめるが、久我の瞳は鏡に注がれている。

「千沙都、見て。くっきりしてる」

　彼の視線の先、湿って貼りついたショーツに淫粒や蜜壺の形が浮かび上がっていた。思わず目を逸らす。自分の淫猥な姿は隠したい。それでも淫らな快感に理性は流されるばかりだ。

「気持ちよくなりたい？」

「ん……」

　甘えた返事をすると、久我はブラのホックを外してしまった。

「じゃあ、自分でいって」

「っ！」

　自慰を求められるだけと思っていたのに、まさか達するまで続けるなんて。だが、記憶にある恥ずかしい記憶は、寸止めをされて切なく濡れた感覚まで呼び起こす。

（どうしよう……。でも……）

　戸惑いながらも快感に引き寄せられるかのように、ブラジャーをソファに落とす。わずかに腰を上げてショーツも脱ぐと、途端に恥ずかしさが押し寄せた。

「葉真くんも脱いでよ」

「どうして？」

　至極穏やかながらも追い詰めるような問いかけにたじろぐ。訊かなくても解っているだろうに、行為中の久我は本当に意地悪だ。

「私だけ裸じゃ、恥ずかしい」

「それでいいんだよ。恥ずかしそうに自分で弄ってる千沙都が、俺のプレゼントになるんだから」

「っ……でも」

　誕生日を盾に無茶ぶりをするなんて狡いと思いつつ、すでに理性を凌駕する淫欲に流されている。

　再び彼を背にしてソファに座り直す。わざと端に座ったのは、足を床に着けて膝を閉じるためだ。見られる快感に打ち負けてはいるが、自ら脚を開いて座る勇気はない。

　ところが、彼が膝を抱えるようにして抑え込んできた。濡れそぼった秘所はとても自分では見られず、久我と目を合わせる。

「見られて気持ちいい？」

　否定しようにも身体は正直だ。かぶりを振ったところで説得力はない。千沙都は抗うことを諦め、素直に頷いた。

「そう。じっくり見ていてあげるから、好きなように弄って」

　恥じらいで脚が閉じないように、久我は両膝を引いて押さえている。戸惑いながらも指先で蜜口に触れると、溜まっていた愛液が糸を引いて零れた。フローリングを濡らすその様子が千沙都の淫欲に拍車をかける。

「指、挿れてみたら？　こうやって」

「っ、あぁっ」

　左手の中指と薬指が蜜窟に誘われた。だが、彼が愛してくれるところまでは届かない。ひとりで慰める夜はそれが切なくて、達しても不足を感じていたが、今は彼に見られているというだけでどうしようもなく気持ちいい。

「あっ……やっ、あぁっん」

　久我の要望でこんな姿になっているが、彼は愛しあうたびに千沙都の新たな性癖を探し当て、こうして満たしてくれている。

　しかし、いつまでもこんな自分を愛してくれるだろうか。家族になり、父と母になってからも変わらなかったら、愛想を尽かされる日が来るのではと不安がよぎった。

「本当に、こんな私をずっと愛してくれる？」

「当然。千沙都がこんなになるまで誰が躾けたと思ってるの？　もっとエッチになってほしいくらいなのに」

「っ、あぁっ！」

「ちゃんと教えてあげるから身体で覚えて。ココはこんなふうに転がすと気持ちいいんだよ」

　不意に久我の指が淫核を摘まみ上げた。ややきつく摘まんだのちに、蜜液のぬめりで転がされる。硬くなった核を愛でるような絶妙な触れ方で弄られると、隘路の収縮で自分の指が締まった。媚肉の感触が生々しい。いつもここを彼が愛してくれているのだと思うと、まるで自分の指が雄根のように思えてきた。

「それから、ナカはもっと奥」

「っあぁっ……んっ、あっ」

　そっと千沙都の指を引き抜き、替わりに久我の長い指が挿入された。

　視線を上げれば、彼の指が蜜孔に入っていく様子が見て取れる。濡れた花弁は開き、弄られた淫核はぷっくりと腫れたように勃っている。自分の恥辱的な姿がすべて見えてしまって、一層興奮してきた。

　愛欲の炎を灯した久我と、鏡越しに見つめ合う。

「あっ、やぁっん……は、あっ」

　彼は千沙都を視線でも嬲りながら、肉襞の感触を愉しむように掻き回し、指を開いて膣の中まで鏡に映してくる。指の抽挿でグチュグチュとはしたなく啼き、ぱっくりと開かれたそこからは、感じた以上に蜜液が溢れくる。

「あ、ん……やっ……もう、いっちゃう、やだっ……」

　視線を逸らせばいいのに、自分の淫らな姿と彼の欲望に飲まれた瞳から逃れられない。

「この辺で指を曲げて、上のいいところを擦るんだよ。こうして何度も。わかる？」

「っ、あぁっ──」

　自分では届かなかった快点を嬲られ、湧き出る愛液が滴る。

「やっ、だめっ、あ……ぁっ、いくっ……」

　乳首を手のひらで転がすように胸が揉まれ、千沙都はあっという間に達してしまった。収縮する隘路から指が引き抜かれると、後を追うように快水が散る。

「……千沙都は最高の奥さんになるよ」

　満足げに呟くと、彼は千沙都を抱え直してソファに横たわらせた。

　優しく唇が重なり、覆いかぶさるその背に触れる。千沙都は少しずつ彼の服を脱がせ、互いにすべてを見せ合う時には、キスだけで息が上がっていた。

「舐めていい？」

「ん……」

　舌で陰部を愛でられるのは生まれて初めてだ。どう受け入れていいのかわからないが、久我がしてくれることならと安心して身を委ねる。

　だが、見つめるばかりで彼はなにもしない。

（もしかして、自分でしてってことなのかな）

　彼の視線に感じた要望に応える。千沙都は手を伸ばして花弁を開き、彼の愛撫を待った。

「舐められるのは好き？」

「初めてだから、まだわからないの」

　正直に打ち明けると、彼はとても嬉しそうに含みのある笑みを浮かべた。

「気持ちよくなろうな」

　焦らすようにゆっくりと彼の顔が迫る。内腿を擽る髪の毛の柔らかさにも愛しさを募らせていると、熱い舌が蜜窟を撫でた。

「ん、ふっ……っ」

　舌撫が始まっても、自ら花弁を開き続ける。やめてしまったら、きっと彼の愛撫も止まるのだろう。

　愛液を啜る卑猥な音で、鼓膜が絶頂した。淫核も摘まみ転がされ、指よりも浅いところなのに強烈な快感で腰が揺れてしまう。躍るような舌の動きが指に当たって興奮の終わりが見えない。

「葉真くん、っ……あっ」

「いいよ。そのままいって」

「っ、あっ、んぅっ……いくっ、あぁっ！」

　絶頂する陰部をじっくりと眼前で見られ、羞恥に身体が染まる。

　快感に抗えず跳ねる腰はしっかりと掴まれ、余韻で震える淫孔を見つめる彼の瞳に今夜も囚われていく。

　そんな千沙都の蜜液を、久我は真っ赤な舌で気が済むまで舐め尽くす。

「もっとナカまで……」

　久我は呟くと同時に、舌を蜜孔へ挿入してきた。雄根や指とも違う快感が押し寄せてくる。子宮が膨らみ、早く彼が欲しいと求めている。粘膜同士が絡み合うような舌撫で、千沙都は再び乱された。

「あ……あっ」

　満足するまで蜜を舐めつくしたのか、久我は最後に淫粒をチュッと吸って顔を上げた。その口元はおびただしく濡れている。

「指と舌、どっちが好き？」

「……決められない」

「欲張りだな」

　すかさずグイっと臀部が持ち上げられ、久我の肩に両脚が担がれた。

　舌先で細かく転がされる淫粒がますます勃ちあがる。

「あっああっ……葉真く、んっ……それ、やだっ……」

　淫粒で達したことは何度もあるが、舌撫で与えられる快感は別格だ。秘所に顔を埋める久我と目が合って羞恥に震えていると、蜜孔に長い指が挿入された。

　クチュクチュといやらしい音が聞こえる。

「っ、あ、あぁっ！」

　時折啄むように淫粒にキスをしては、千沙都の様子を伺ってくる。

　すっかり蕩け切った隘路の天井が長い指で擦り上げられ、あっけないほど容易に千沙都は絶頂を極めた。

「……んっ、あぁっ──」

　がくがくと腰を揺らしながら快楽に溺れ、ようやく解放された。

　身体の熱が収まらず、触れられていないのに小さな喘ぎが止められない。避妊具を手早く装着した久我が、千沙都を四つん這いにして腰を高くし、躊躇なく熱杭を突き立てた。

「っ──あぁっ！」

　素直に灼熱を受け入れれば、身体の芯から震えが襲ってくる。

　すでに何度も達した身体は従順で、いいところを愛でられるたびに蕩け落ちてしまいそうだ。快感で腰を揺らすと、より深く繋がった。

「好きなだけいって。我慢しないで」

　背後から回された右手が揺れる胸を揉みしだき、左手で硬くしこった淫粒が転がされた。

「はぁっ、あ、ふっ……んぅあっ……い、くっ！」

　媚肉で熱杭を締め上げても、久我は抽挿を止めない。絶妙な腰遣いで浅いところも最奥も満遍なく愛でてくる。

「千沙都、愛してる」

　声が嗄れるほど喘ぐ千沙都の耳元で、久我が甘く囁いた。

　どんなに達しても、まだまだ身体は快感を求めて啼き続ける。

　肉襞を丁寧に舐めるかのような抽挿の間、彼は肌がぶつかるたびに揺れる臀部を鷲掴みにしている。

（気持ちよすぎて、身体が……溶けちゃう……）

　隙間なくしっかりと挿れられた雄根は隘路を戻って、また穿ってくる。その繰り返しがたまらなく心地いい。最奥を突かれると、溢れた蜜が嬌声に混じって弾けるような音を立て、さらに隘路の奥にたっぷりと溜まる。引き返す時は、雄根の雁首が蜜を掻き出しながら、肉襞をじっくり嬲っていく。千沙都は蜜液がシーツの海に零れゆく様を、四つん這いの脚の間から眺めた。

「っ、あぁ……」

　悶えるような久我の喘ぎが聞こえ、鼓膜が愛しさに震える。

「千沙都、キスしたい」

　誘われるままに身体を反転させると、彼が覆いかぶさってきた。そのまま深く深く繋がる。くちづけを交わしながら、肌も息遣いも、触れられるすべてでひとつになり、深奥で愛を伝え合う。

「……葉真くん」

　千沙都の呼びかけに、彼は甘い瞳で微笑み返してくれる。

　身体だけではない。想いも欲望も、なにもかも彼とひとつになっていく。

（愛してる──）

　千沙都は絶頂の深淵で嬌声を上げ、久我が見つけてくれた最奥で熱い白濁を受け止めた。







エピローグ








　新緑が爽やかな風を色づける。

　挙式を終えたばかりの千沙都と久我が、披露宴会場のガーデンテラスに姿を現した。

　招待客からたくさんの祝福の言葉を浴びながら、テーブル席に座る。

　披露宴といっても堅苦しいものではない。招待客と自由に話し、思い出を作る場にしたかったのだ。招待客同士で盛り上がるのもいいし、この場を通じて、また新しい恋が生まれるのも悪くない。

「準備はいい？　せーのっ！」

　鮮やかなレモンイエローのドレスを纏った千沙都が後ろを向いてブーケを投げた。

　オリーブグリーンのタキシードを着こなす久我は、その様子を友人たちに囲まれながら眺めている。

「それにしても、葉真があんな素敵な女性をつかまえるなんてな」

「俺もそう思うよ。選んでもらえる日が来るなんて、今でも夢を見てるみたいだ」

　今日だけでも何度冷やかされたことか。それでも彼は気に留める様子はなく、満面の笑顔で千沙都を見つめている。




「ねえ、葉真くん！」

　ブーケトスの輪の中から、千沙都が手招く。

　こちらに向かってくる久我の姿はまるで映画のワンシーンのよう。周りにいる女性陣の視線を一手に集め、彼が目の前に立った。

「ん？　なに？」

「みんなで写真撮ろうよ」

「そうだな。……カメラマンさん、すみません。集合写真も撮ってもらえますか」

　挙式から披露宴までを撮影している式場専属のカメラマンが全員を整列させる。

（こんなにたくさんの人にお祝いしてもらえて、本当に幸せ）

　千沙都は隣にいる彼をそっと見上げ、想いをかみしめた。

　ふたりが交際してから二年目の春。

　偶然会ったあの日と同じ季節を、千沙都は新婦となって迎えた。

　久我も多忙続きで会えない日があったり、デートも間が空いたりする時が多々あった。彼の多忙は、交際前から訊いていた海外への展望を実現するため。同じように千沙都も変わらずに仕事中心の生活を送ってきたが、会えなくとも声を聴けば心が落ち着いたし、デートの日は時間が許す限り求め合った。

　今となってはどんな時も想い合う気持ちで乗り越えられると、千沙都は信じている。

「私、夢を見てるみたい。こんなに幸せな式になるなんて」

「俺も。大切な人たちに囲まれて、千沙都と愛を誓えるなんて幸せだよ」

　見つめあっていると、カメラマンから目線をこちらにと注意されてしまった。ふたりはまたしても友人たちからも冷やかされつつ、カメラに笑顔を向ける。

「ねえ、千沙都」

「なぁに？」

　目線をカメラに合わせたまま返事をするが、彼はなにも言わない。気になって顔を向けようとしたら、頬にやわらかな感触を覚えた。

「永遠に俺と恋をしていてね」

　囁かれた甘い言葉に、千沙都の頬は幸せ色に染まった。







「早く起きないと、遅れちゃうよ」

「……んん？　本当だ、やばっ」

　勢いよく起き上がって洗面室に向かう彼の背中を見届ける。

　千沙都はベッドメイクを終えてから、キッチンで朝食の準備を進めた。

　──挙式から二年後。

　それぞれ暮らしていた部屋を出て、双方の勤め先の中間にある街に新居を構えた。天気のいい日はリビングから富士山を望めるマンションの一室だ。ダイニングテーブルに置かれた花瓶は、彼が買ってきてくれる花が飾られ、部屋の一角にあるラックの上は、挙式の記念写真や家族写真で埋まっている。

　久我の会社は新事業が成功し、昨年海外支社を立ち上げた。今年はグループ企業も増え、広告業界に新風を巻き起こし続けている。昨夜は取引先との会食、おとといは日帰り出張と多忙さは相変わらずではあるが、日々生き生きとしている彼を見ていると、千沙都も背中を押されるような気分だ。

「千沙都、ごめんね。俺が朝ご飯の用意をする予定だったのに」

　シャワーを浴び、身支度を整えた久我が戻ってきた。今日は自社での勤務で来客もないのか、Ｔシャツに薄手のカーディガン、きれいめのパンツを合わせたオフィスカジュアルだ。

「このところ忙しかったし、昨日も遅かったんだもの、気にしなくていいよ。でも、ちゃんと朝ご飯は食べてね」

「ありがたくいただきます」

　ダイニングでしじみの味噌汁を飲んだ彼は、ほっと一息つくような声を漏らしながら目をつぶって味わっている。昨夜の残りの煮物や味付け卵も、美味しいと言って平らげてくれた。

「あ、そうそう。ドラッグストアが特売日だから、トイレットペーパーとおむつを三セットずつ買ってくるよ。クリーニングも出がけにコンシェルジュに預けてくる」

「助かるー！　ありがとう」

「ごちそうさまでした。他に洗う物はある？」

「ううん、今は大丈夫」

　久我は自分の食器を軽く洗い流し、食洗器に入れた。

　彼も産休中の千沙都とともに、積極的に育児に参加してくれている。

　社長という立場があるので、育児休暇を長く取ることはなかなか難しいが、できる限り早く帰ってきてくれるし、週末はだいたい自宅にいてくれるので助かっている。交際中に料理も覚えた彼は、離乳食もお手の物だし、寝かしつけも夜泣きも対応してくれる。

「今日もママと仲よく楽しく過ごすんだよ。パパも早く帰るからね」

　機嫌のよさそうな笑顔で返事をする六か月の娘に、彼も木漏れ日のような微笑みを向け、そっと娘の産毛を撫でた。

「今日の夕飯は俺が作るね。食べたいものとか追加の買い物があったら、あとでメッセージ送っておいて」

「うん。ありがとう」

　娘の春はる陽ひを抱き上げ、玄関へ向かう彼に続く。

「千沙都は今日は出かけるの？」

「天気と春陽の様子によるけど、マンションの中庭か近くの公園に出るくらいかな」

「近くても気をつけてね」

「うん。葉真くんもお仕事無理しないようにね」

　どちらからともなく見送りのキスを交わす。

「今日も愛してるよ。行ってきます」

「行ってらっしゃい」

　彼に向ける千沙都の笑顔は、今日もとても穏やかで幸せに満ち溢れていた。







あとがき








「奥手なバリキャリですが、Ｓ系エリート社長が強引溺愛して離してくれません」をお読みくださいまして、ありがとうございました。

　今回は恋愛を拗らせ、一歩も二歩も距離を置いてしまった女性が恋に落ちる相手は、どんな男性がいいのかと考えながら筆を進めました。いわゆるバリキャリのヒロインには、可愛げのある年下ヒーローに振り回されてもらおうと思い、終始主導権を握ってくれる彼を抜擢しました。母性煩悩をくすぐるような可愛らしさを感じられる場面をいくつか散りばめつつ、メインであるラブシーンではしっかりとリードしてもらいました。

　千沙都は以前から惹かれていた久我と一夜を明かしたことで、彼への想いだけでなく、無自覚だった性癖にも目覚めていきます。

　見られたい願望を開発される千沙都×ソフトＳの久我。ＳはＭの気持ちがわかっていると聞いたことがあります。どんな攻め方なら感じるのか、なにをどこまで求めているかなど、手に取るように理解しているのだそうです。ＳはＭを兼ねるかの如く、久我は千沙都の心の内を想像し、愛情で満たしてくれます。時折甘えたり、行為の最中にふと優しさを見せたりと、そういったギャップも彼はうまくコントロールし、めくるめくひと時へ誘いつつも愛を尽くす男性です。そんな彼となら、婚約者に裏切られた千沙都も、心ゆくまでどっぷりと恋に浸れるのではないかと思いました。




　今回の表紙は岡おか舘だていまり先生が描いてくださいました。二人の視線の先に鏡があるという我儘をお願いしましたが、肌色の多さに思わずドキッとしてしまいました（笑）千沙都の恥ずかしがっている表情と、余裕たっぷりの久我の様子、そして手ブラ！　作中イメージにぴったりの素敵なイラストをありがとうございました。




　次はどんなお話を書こうかと考える時間が大好きです。途中で筆が進まなくなるタイミングがあるのですが、お一人でもお読みくださる方がいると信じて執筆しております。次作はより一層ドキドキする恋と、目を覆う指の間から覗き見たくなるようなラブシーンを詰め込んでお届けできたらと思います。

　読者の皆様、日々の貴重なお時間を本作でご共有くださいましてありがとうございました。心より厚く御礼申し上げます。

　また近いうちにお会いできることを願って。






北ほう条じょう　歩あゆ来ら










【著者紹介】

春と秋は花粉症に悩まされながら執筆中。

夏より冬のほうが好きなＡ型。
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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